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『マレーシア、マラッカ海峡を制する者が世界を制する』は金京鎮がAI書房で公開するオンライン

書籍です。マレーシアの歴史・政治体制・マラッカ海峡の戦略的重要性・主要都市・韓国との関係
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序文

全章を見る

次の章 →

世界が急速に変化する時、私たちはどこへ向かうべきでしょうか？

マレーシアの大地を踏んだ時、私は日本の忙しい日常に疲れ果てていました。蓄積された疲労と、

急速に変化する世界への漠然とした不安。そんな私にとって、クアラルンプールの朝の空気は、見

知らぬものながらも心地よいものでした。

マラッカ海峡を眺めながら、ふと気づきました。この海は500年前にも、今も、おそらく100年後

にも、なお世界を結んでいるという事実を。私たちが日々の不安を抱えながら生きている間、ある

ものは数百年もの間、静かに自らの役割を果たし続けていたのです。

マレーシアは本当に不思議な国です。マレー半島とボルネオ島に分かれており、9人の王が交代で国

を治めています。マレー系、中国系、インド系の人々が共に暮らしながら、それぞれの言語と宗教

を守っています。このように異なる人々が、どうして一つの国で生きられるのでしょうか？

この問いの答えを探すために、私はマラッカの路地を歩きました。ポルトガル、オランダ、イギリ

ス、日本に至るまで、多くの国がこの地を占領しようとした痕跡が残っていました。それらの痕跡

はもはや戦いの傷跡ではなく、異なる文化が共存する風景となっています。

最近、私たちは多くの不安を抱えています。人工知能が私の仕事を奪ってしまうのでしょうか？気

候変動によって地球はどうなってしまうのでしょうか？私たちの子供たちはどのような世界で生き

ていくことになるのでしょうか。こうした不安が夜も眠れなくさせます。

しかし、マレーシアを学ぶうちに、少し異なる考えが生まれました。この国は700年もの間、数え

きれないほどの危機に直面してきました。大国の侵略、民族間の対立、経済危機。しかし、毎回新

しい道を見出してきました。異なるものを認め合い、海を通じて世界とつながり、変化を受け入れ

ることでです。

本書は学術書ではありません。かといって、軽い旅行ガイドブックでもありません。私はただ一人

の旅行者であり、世界がどのように動いているのかを心から知りたい一人として、マレーシアを記

録しました。歴史書のように堅苦しくならないよう努めました。皆さんがコーヒーを一杯飲みなが

ら、リラックスして読めるようにと願って書きました。

マレー半島の端から始まり、ボルネオの深い森まで、マラッカの古い街並みから現代的なペトロナ

ス・ツインタワーまで。本書と共にゆっくりと歩いてみてはいかがでしょうか。急いで読む必要は

ありません。時には本を閉じて、窓の外を眺めても良いでしょう。

未来が不安な時、私たちは歴史から慰めを得ます。他の土地で生きる人々の物語から知恵を学びま

す。マレーシアは私たちにそのような物語を語ります。「異なるものが共に生きられる」というこ

と、「危機が新たな始まりとなり得る」ということを。
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本書をお読みいただく時間が、皆様にとって小さな憩いとなりますことを願っております。そして、

本書を閉じられる頃には、未来への不安が少しだけ軽くなりますことを願っております。

それでは、共に旅立ちましょうか？

2025年11月25日 金京珍

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第1章 マレー半島の地政学的位置と意味

第1部 マレーシアの形成と歴史

← 前の章

全章を見る

次の章 →

インド洋と太平洋を結ぶ十字路

マレー半島は東南アジアの南端に位置し、西側にはインド洋の一部であるアンダマン海とマラッカ

海峡、東側には南シナ海に面しています。この地理的位置は、マレー半島をインド洋と太平洋を結

ぶ自然な十字路へと変えました。北はタイ南部と接続し、南はシンガポールと接するまで、マレー

半島は数世紀にわたり海上貿易と文化交流の中心地として機能してきました。

半島の西岸に沿って流れるマラッカ海峡は、インド洋から南シナ海へと至る最短航路を提供します。

最も狭い箇所はわずか2.8kmに過ぎず、古来より船舶の通行を制御・監視するのに理想的な地点で

した。このような地理的特性が、マラッカを中心とした海上国家の繁栄の基盤となりました。

海上貿易路の中心地

マレー半島の戦略的位置は、早くも地域貿易ネットワークの核心として確立されました。紀元前よ

り、中国、インド、アラブ世界を結ぶ貿易路がマレー半島を通り抜けていました。中国の絹織物や

陶磁器、インドの綿織物や香辛料、アラブやペルシアの香水やガラス製品などが、この地域を通じ

て取引されました。

スリウィジャヤ王国は、7世紀から13世紀にかけてスマトラ島を基盤として存在した強力な海上帝

国でした。同王国はマラッカ海峡を掌握し海上貿易を支配し、東南アジアにおける重要な貿易拠点

の一つとして成長しました。首都をパレンバンに定め、中国、インド、中東との活発な貿易を通じ

て経済的な繁栄を達成しました。スリウィジャヤは仏教国家であり、ボロブドゥール寺院の建設に

影響を与え、僧侶や学者がインドと中国を行き来して仏教文化の普及に重要な役割を果たしました。

初期の王にはスリ・ジャヤナサ王がおり、インドとの外交関係を強化して王国の基盤を築きました。

8世紀にはダルマセトゥ王が統治し海上覇権を確立し、9世紀にはバラプトラデワ王がスリウィジャ

ヤの全盛期を導きました。バラプトラデワ王はインドのパラ朝と同盟を結び、仏教文化をさらに発

展させました。10世紀頃にはジャワのマトラム朝と衝突して勢力が弱まり、11世紀にはインドのチョ

ーラ朝がスリウィジャヤを攻撃したことで王国の衰退が始まりました。

12世紀になるとスリウィジャヤの力は次第に弱まり、タイのスコータイ朝とジャワのシンガサリ朝

の間で徐々に衰退していきました。13世紀頃にはジャワのマジャパヒト朝が東南アジアの海上貿易

を掌握し、スリウィジャヤ王国は歴史の彼方に消えました。スリウィジャヤ王国の遺産は、その後

の東南アジアにおける仏教文化と海上貿易ネットワークに大きな影響を与えました。
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14世紀にマラッカ王国が設立されると、マレー半島は重要な貿易拠点として浮上しました。マラッ

カ港には一度に2,000隻余りの船が停泊可能であり、80種類以上の言語が使用されるほど多様な国

籍の商人が集まりました。

貿易路の中心地としての地位は欧州列強の関心を引き、結局16世紀初頭にポルトガルによるマラッ

カ占領へとつながりました。オランダやイギリスへと植民支配者が交代する間も、マレー半島が貿

易拠点として持つ重要性は継続しました。

東西文化交流のハブ

マレー半島は単なる商品取引の場を超え、多様な文化が出会い融合する空間でした。インドのヒン

ドゥー教や仏教、中東のイスラム教、中国の儒教や道教、ヨーロッパのキリスト教に至るまで、多

様な宗教や哲学がこの地域に流入しました。

イスラム教はマレー文化に多大な影響を与えました。13世紀からアラブやインドの商人を通じて広

まったイスラム教は15世紀末にマラッカ王国の国教となり、今日ではマレーシアの公式宗教として

確立されています。イスラムの影響は、マレー語におけるアラビア語由来の借用語、建築様式、文

学、芸術など、多様な文化的側面において確認できます。

中国との交流も活発でした。15世紀初頭に鄭和の遠征隊がマラッカを訪れたのを始め、多くの中国

商人がマレー半島に定住しました。彼らは現地人と結婚し、ペラナカン（Peranakan）またはババ

＝ニョニャ（Baba-Nyonya）と呼ばれる独自の混合文化を形成しました。

インドの影響も大きいです。ヒンドゥー＝仏教を基盤として形成された文化的要素はイスラム化後

もマレー文化の中に溶け込み存続しており、英国植民地時代に流入したインド人はマレーシアにも

う一つの文化的層を加えました。

このようにマレー半島は、単なる地理的な交差点を超え、さまざまな文明と文化が出会い、融合す

る真の意味での文化交流のハブでした。このような歴史的背景が、今日のマレーシアの多文化的特

性と豊かな文化的遺産の基盤となっています。

マラッカ海峡を通過するために待機している船々

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第2章 マラッカ王国の誕生と繁栄

第1部 マレーシアの形成と歴史

← 前の章

全章を見る

次の章 →

マラッカ王国の始まりは、14世紀末の人物パラメスワラ（Parameswara）と密接な関係があります。

パラメスワラはスマトラのペムバングにあったスリウィジャヤ王国の王子でしたが、ジャワのジャ

ヤパヒット王国の攻撃によりスマトラを逃れ、当時トゥマセックと呼ばれていたシンガポールへ身

を寄せました。しかしそこでも安全を確保できず、1398年頃、マレー半島にあった当時の小さな漁

村であったマラッカへ移住しました。

マラッカを選んだ理由については、いくつかの伝説が伝えられています。パラメスワラがマラッカ

川沿いで休んでいた際、彼の猟犬が野犬に襲われるのを目撃しました。小さな野犬が大きな猟犬を

退ける姿に感銘を受け、そこで定住することを決意したのです。その小さな野犬が立っていた木が

「マラッカの木」であったため、この定住地をマラッカと名付けたと言われています。

パラメスワラは当初ヒンドゥー教徒でしたが、1409年に中国の明王朝の鄭和提督の訪問以降、中国

との関係を強化するため明王朝皇帝の保護を受け、後にイスラム教に改宗し、イスカンダル・シャー

（Iskandar Shah）というイスラム名を名乗りました。

14世紀の海上貿易の中心地として成長

パラメスワラとその後継者たちは、マラッカの地理的優位性を活用して港町へと発展させました。

マラッカ港は季節風を利用した航海に理想的な位置にあり、安全な錨地と飲料水を提供していまし

た。パラメスワラは中国、インド、アラブの商人に対して友好的な政策を展開し、マラッカへの定

住を奨励しました。

本格的に繁栄したのは、パラメスワラの息子であるメガト・イスカンダル・シャー（Megat

Iskandar Shah）と孫のムザッファル・シャー（Muzaffar Shah）の時代です。彼らは港湾施設を拡

張し、公正な貿易体制を確立しました。体系的な関税制度を導入したのです。すべての商品に対し

て公正で透明な税金を課すことで商人の信頼を得、より多くの貿易船がマラッカを訪れるようにな

りました。

15世紀半ば、マラッカは東南アジア最大の貿易港へと成長しました。ポルトガルの薬草学者兼外交

官であるトメ・ピレス（Tome Pires）の記録によれば、全盛期のマラッカには一日に2,000隻余り

の船が停泊し、84もの言語が用いられるほど多様な国籍の商人が集まったとされています。

マラッカはイスラム世界と中国を結ぶ中継基地として機能し、東南アジアの香辛料、中国の絹織物

や陶磁器、インドの綿織物、中東の香水やガラス製品など、多様な商品が取引されました。
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マラッカの繁栄は単なる地理的優位性だけでなく、効率的な行政体制と多文化共存政策に起因しま

す。マラッカ王国は多様な民族や宗教の商人がそれぞれの区域で自治的に生活できるようし、紛争

解決のための制度的装置も整備しました。

「イスラムの伝播と文化的変容」

王国の歴史における最も重要な転換点の一つは、イスラム教の受容でした。パラメスワラの改宗以

降、ムザファル・シャーの時代にはイスラム教がマラッカの公式宗教として確立されました。単な

る宗教的な変化を超え、マレー社会と文化全体に深い影響を及ぼしました。

イスラム教の受容は、アラブ、ペルシア、インドのムスリム商人との貿易をさらに促進し、国際的

なイスラム・ネットワークの一部となることでマラッカの地位を高めることになりました。シャリー

ア（イスラム法）の導入は、マラッカの法体系と統治構造に変化をもたらしました。

文化的にも変化が生じました。アラビア文字を基盤としたジャウィ文字が開発され、記録に使用さ

れるようになりました。イスラム文学やヒカヤート（叙事詩）、セジャラ（年代記）といったジャ

ンルが発展し、建築芸術にもイスラムの影響が顕著に見られるようになりました。

王国のイスラム化は強制的ではなく、漸進的な過程でした。ヒンドゥー・仏教の伝統の多くの要素

がイスラムの慣習と融合し、中国やインドなど他の文化圏出身の商人コミュニティは自らの宗教と

文化を維持することができました。こうした包容性はマラッカ王国の多文化的特性を強化し、現代

のマレーシア文化の基盤となりました。

マラッカ王国は1511年にポルトガルによって征服されるまで約100年にわたり繁栄しました。王国

は政治的には滅びましたが、貿易ネットワークと文化的遺産はマレー半島全域に深い影響を与え、

マレーのアイデンティティと文化の重要な要素として定着しました。マラッカを通じて広まったイ

スラム教は、今日でもマレーシアの公式宗教であり、マレー文化の核心として残っています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第3章 植民地時代のマレーシア

第1部 マレーシアの形成と歴史

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ポルトガルのマラッカ占領（1511年）

ヨーロッパの列強は、アジアの香辛料貿易に直接参加するために努力を続けました。バスコ・ダ・

ガマによるインド航路の発見（1498年）以降、東方貿易に積極的に乗り出しました。ポルトガルの

目標は、中東の商人が支配していた香辛料貿易ルートを迂回し、アジアの香辛料を直接ヨーロッパ

へ持ち込むことにありました。

ポルトガルの総督アフォンソ・デ・アルブケルケは、1511年7月末にマラッカへの攻撃を開始しま

した。1,200名の兵士と18隻の軍艦からなる遠征隊は、約1ヶ月にわたる戦闘の末、8月24日にマ

ラッカを占領しました。マラッカのスルタン・マフムド・シャーはジョホールへ逃亡し、その後マ

レー半島南部にジョホール・スルターン国を建国しました。

ポルトガルはマラッカに要塞「ア・ファモサ」を建設し、自らのアジア貿易ネットワークにおける

重要な拠点としました。ポルトガルの排他的な貿易政策は、多くのアジア商人を他の港へ移住させ

る結果となりました。ムスリム商人たちはポルトガルのキリスト教支配を嫌悪し、その結果、マラッ

カの貿易規模は以前より縮小しました。

文化的にも変化が生じました。カトリックの宣教師たちが活動を開始し、ポルトガルの植民者と現

地人との結婚によって「クリスチャン」と呼ばれるユーラシア人のコミュニティが形成されました。

現在、マラッカにはこの時代の遺産が残り、ポルトガル広場やサン・パウロ教会の遺跡などが当時

の歴史を物語っています。

オランダの支配（1641年～1824年）

17世紀に入り、オランダは東インド会社（VOC）を通じてアジア各地でポルトガルに代わり、影響

力を拡大し始めました。オランダはインドネシア諸島での影響力を強めながら、マラッカにも関心

を示しました。オランダはジョホール・スルターン朝と同盟を結び、1641年1月、5か月にわたる

包囲攻撃の末にマラッカを占領しました。

オランダの目的は、ジャワのバタヴィア（現在のジャカルタ）を中心とした貿易ネットワークを強

化することであり、マラッカはこのネットワークの一部として統合されました。オランダはポルト

ガルよりも体系的な植民地行政を導入し、都市計画や建築にも影響を与えました。スタットハイス

（Stadthuys、市役所）などのオランダ様式の建物が建設され、これらは現在、マラッカの重要な

観光名所となっています。
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オランダも排他的な貿易政策を展開し、マラッカを自らの貿易網に合わせて再編成しました。オラ

ンダはマレー半島の錫貿易に関心を寄せ、ペラックなどの錫産地との貿易を支配しました。オラン

ダ時代においてもマラッカの相対的な重要性は低下し続け、ペンタンやシンガポールが新たな貿易

の中心地として台頭しました。

イギリス植民地時代（1824年～1957年）

イギリスはナポレオン戦争後、オランダよりも強力な海上強国として台頭しました。イギリスはす

でに1786年にペナンを獲得し、1819年にはスタンフォード・ラッフルズがシンガポールを設立し

ました。1824年の英蘭条約により、イギリスはマラッカを正式に獲得し、ペナンやシンガポールと

ともに海峡植民地を形成しました。

イギリスの植民地支配は、海上交易拠点のみを占領していた過去から、マレー半島全体へと拡大し

ました。1874年のパンゴール条約を皮切りに、イギリスはペラック、スランゴール、ネグリ・スン

ビラン、パハンなどのマレー諸侯国と保護条約を締結しました。イギリス駐在官が各諸侯国の実質

的な統治者となり、スルタンはマレーの慣習と宗教の問題にのみ権限を持つようになりました。

1896年にはこの4つの諸侯国がマレー連邦として統合され、その後、ジョホール、ケダ、ペリス、

ケランタン、トレンガヌが非連邦マレー州としてイギリスの保護領となりました。

イギリスの植民地時代は、マレーシアの発展に大きな影響を与えました。イギリスはゴム農園や錫

鉱山を開発するために、中国人やインド人の労働者を大規模に導入し、マレー半島の人口構成は大

きく変化しました。今日のマレーシアの多民族社会構造は、この時期に形成されました。

近代的な行政体系、法制度、教育システム、交通インフラが導入されました。鉄道、道路、港湾な

どのインフラ開発は、マレーシアの経済発展の基盤となりました。イギリス式教育を受けたマレー

系、中国系、インド系のエリート層が形成され、彼らは後に独立運動や国家建設において重要な役

割を果たしました。

日本の占領と第二次世界大戦の影響

第二次世界大戦中の1941年12月8日、日本軍はタイを経由してマレー半島に侵攻しました。70日

間の戦闘の末、1942年2月15日にシンガポールが陥落し、マレー半島全体が日本の支配下に入りま

した。日本はマレーとスマトラ北部を含む地域を「昭南島」と命名し、約3年7か月にわたり占領し

ました。

日本の占領期は短かったものの、マレーシアの歴史において重要な意味を持ちます。日本の「大東

亜共栄圏」というイデオロギーや「アジア人のためのアジア」というスローガンは、西洋の植民地

主義に対する代替案として提示され、現地の民族主義運動に影響を与えました。しかし実際には、

苛酷な統治、華人住民に対する弾圧、そして「順軍」過程における大量虐殺という深い傷跡を残し

ました。

戦後、イギリスは半島に復帰しましたが、戦争は植民地体制に根本的な変化をもたらしました。イ

ギリスの権威は弱まり、民族主義運動は強化されました。
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イギリスは1946年、マラヤ連合（Malayan Union）の設立を試みました。この計画には、スルタン

の権限を縮小し、非マレー系住民に市民権を与える内容が含まれていました。この提案は強い反発

を招き、マレー人は統一マレー民族組織（UMNO）を結成して組織的に抵抗しました。

結局、イギリスは計画を撤回し、1948年に既存のマラヤ連合に代わる新たな体制としてマラヤ連邦

（Federation of Malaya）を樹立しました。この体制では、各州のスルタンの主権が認められ、マ

レー人の特別な地位が保障されました。市民権の付与基準が厳格化されたため、非マレー人が市民

権を得ることがより困難になりました。

マラヤ連邦はイギリスの保護領として維持されましたが、マレー人の自治権は次第に拡大していき

ました。独立運動が活発化する中で、1957年にマラヤ連邦は完全な独立を達成し、マラヤ連邦（マ

レーシアの前身）という名称で主権国家となりました。この過程において、多様な民族間の政治的

均衡が国家建設の重要な課題となり、1963年にはサバ、サラワク、シンガポールが合流して、今日

のマレーシアが形成されました。

1948年から1960年にかけて、マレー半島は共産主義の反乱に見舞われました。主に中国系マレー

人で構成されたマラヤ共産党（MCP）は、イギリス植民地政府に抵抗してゲリラ戦を展開しました。

この対立は冷戦の文脈の中で展開され、イギリスは「民心確保作戦」を通じて反乱を鎮圧しました。

多くの中国系住民は新しい村（ニュー・ヴィレッジ）へ強制移住させられ、これはマレーシアの人

口分布と社会構造に長期的な影響を及ぼしました。

当時、マラヤ共産党（MCP）の主要な支持層であった中国系農民がジャングルの周辺で活動し、ゲ

リラに食料や支援を提供するのを阻止するため、イギリスは彼らを強制的に移住させ、管理された

村で生活させることとしました。村は鉄条網、検問所、巡視隊などによって守られ、政府の監視下

で生活しなければなりませんでした。新しい村政策は共産反乱軍の基盤を弱めるある程度の成功を

収めましたが、強制移住によって中国系社会には大きな変化が生じました。新しい村に定住した中

国系住民は都市へ移住するか、マレーシア経済において重要な役割を果たすようになり、これが後

のマレーシア社会の人口分布と政治的均衡にも影響を及ぼしました。

非常事態が沈静化する中で、マラヤ連邦は独立への道を歩み始めました。1955年の最初の連邦選挙

では、マレー、中国、インド系の政党からなる連合体である同盟党（Alliance Party）が圧勝を収め、

この勝利は多民族協力というモデルを示しました。同盟党の指導者であるトゥンク・アブドゥル・

ラーマンはイギリスとの独立交渉を主導し、ついに1957年8月31日、マラヤ連邦は独立を宣言しま

した。

イギリスの植民地時代は公式には終了しましたが、イギリスの政治的、法的、教育的、文化的な遺

産は今日に至るまでマレーシア社会に深く根付いています。独立後のマレーシアは、多民族・多宗

教社会における調和ある共存と経済発展という二つの課題を抱え、国家建設の旅を開始しました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第4章 独立と現代マレーシアの形成

第1部 マレーシアの形成と歴史

← 前の章

全章を見る

次の章 →

1957年末、マラヤ連邦の独立

第二次世界大戦後、マレー半島では民族主義運動が活発化しました。イギリスの植民地支配に対す

る抵抗と独立への熱望が高まりました。1946年にイギリスが提案した「マラヤ連合（Malayan

Union）」計画は、スルタンの権限を弱め、非マレー系住民に市民権を与える内容でしたが、マレー

人の強い反発により頓挫しました。

代わりに1948年に「マラヤ連邦（Federation of Malaya）」が成立し、マレー人の特別な地位を認

めつつ、漸進的な自治への一歩となりました。1955年の最初の連邦選挙では、統一マレー国民組織

（UMNO）、マレー華人協会（MCA）、マレーインド人会議（MIC）で構成された連合党（Alliance

Party）が圧勝しました。

この勝利を背景に、当時のUMNO指導者であるトゥンク・アブドゥル・ラーマン（Tunku Abdul

Rahman）率いる交渉団がイギリスと独立交渉を開始しました。ついに1957年8月31日、マラヤ連

邦は「メルデカ（Merdeka、独立）」を宣言し、イギリスから独立を果たしました。初代首相には

トゥンク・アブドゥル・ラーマンが就任しました。

1963年、マレーシア連邦の設立

マラヤ連邦は独立後、より大きな連邦国家への拡大を模索しました。1961年、トゥンク・アブドゥ

ル・ラーマンは、マラヤ、シンガポール、サバ（当時イギリス領北ボルネオ）、サラワク、ブルネ

イを含む「マレーシア」という新たな連邦国家の構想を発表しました。1963年9月16日、マラヤ連

邦、シンガポール、サバ、サラワクが統合し、「マレーシア連邦」が正式に発足しました。しかし、

この統合はインドネシアとフィリピンの反発を招きました。インドネシアのスカルノ大統領はこれ

を「新植民地主義的企て」と非難し、「対決」を宣言してマレーシアとの軍事衝突を引き起こしま

した。シンガポールと中央政府の間にはイデオロギー的、政治的な対立も生じました。結局、1965

年8月9日、シンガポールはマレーシア連邦から分離し、独立国家となりました。これにより、今日

私たちが知るマレーシアの領土が確定しました。

現代マレーシアの発展と課題

独立後、マレーシアは政治的安定と経済発展の実現に注力しました。1969年5月13日に発生した民

族間暴動は、マレーシアの歴史における重要な転換点となりました。

暴動の背景には経済的不平等と政治的緊張が存在していました。当時のマレーシア経済は華人系が

主導しており、マレー系住民は相対的に経済的に不利な立場にありました。1969年の総選挙で華人
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系中心の野党が大きな成果を収めたことで、マレー系住民の間で不満が高まり、選挙後にクアラル

ンプールで衝突が発生しました。5月13日、政治的デモが暴徒化し、多数の死者・負傷者が出たた

め、政府は国家非常事態を宣言しました。

この事件後、マレーシア政府はマレー系の経済的地位を向上させるための新経済政策（NEP：New

Economic Policy）を導入しました。新経済政策は、マレー系住民に対して教育、公共部門での雇用、

企業支援などの恩恵を提供する政策であり、その後のマレーシア社会と経済構造に大きな影響を与

えました。

5・13事件は、マレーシアにおける民族間の緊張がいかに深刻な問題であったかを示し、その後の

政府は民族間の調和を維持する政策をさらに強化することとなった。

マハティル・モハマドは1981年から2003年までマレーシアの首相を務め、国家の産業化と近代化

を主導した指導者であった。彼は経済成長と国家主義的政策を基盤に、マレーシアを新興工業国へ

と発展させることに注力した。1925年にイギリス領マラヤで生まれ医師として活動した後、政界へ

進出。1960年代から70年代にかけてはマレー民族主義を強調し、マレー系の経済的地位向上を促

す政策を主張した。

首相就任後、マハティルは「東向政策（Look East Policy）」を通じて日本と韓国を経済モデルとし、

製造業と先端産業の育成に注力した。資源輸出国であったマレーシアを工業国家へと転換させるこ

とに集中し、自動車産業の発展（プロトン設立）や電子産業、インフラ整備を積極的に推進した。

また、1969年の5・13暴動後に施行された新経済政策（NEP）の影響を拡大し、マレー系の教育、

企業支援、公共部門への雇用機会拡大を強化する政策を推し進めた。

マハティルは民主的な手続きを維持しつつも、強力な権威主義的な統治スタイルを示した。言論を

統制し、反対勢力を弾圧、国家保安法（ISA）を利用して反政府人士を逮捕することさえあった。

1998年のアジア金融危機の際には、副首相であったアンワル・イブラヒムとの対立が深まり、経済

政策に対する見解の相違からアンワルは最終的に汚職および不道徳の容疑で逮捕された。この事件

は国内外で大きな論争を巻き起こし、政府の権威主義的な性格をさらに際立たせた。

外交面では、マハティルは西洋中心の国際秩序を強く批判し、独立した外交政策を展開した。米国

や西洋諸国の介入を警戒しつつ、途上国間の協力強化を強調。イスラム諸国との関係を強化し、マ

レーシアを国際イスラム社会において重要な位置へと導いた。

彼の強力な指導力はマレーシアの経済成長と産業化という肯定的な遺産を残しましたが、政治的権

威主義と民族間の対立を深める否定的な側面も存在しました。マレー系、中国系、インド系間の経

済格差の問題は未だ解決されておらず、言論や政治的自由が制限される中で反政府勢力の不満が高

まりました。2003年に総理を退任した後もその影響力は政界に維持され、2018年には93歳という

年齢で総理に復帰する記録を樹立しました。マハティルの時代はマレーシアの歴史における重要な

転換点となり、その政策とリーダーシップは今なお多様な評価を受けています。

2000年代以降、マレーシアは知識基盤経済への転換とデジタル革新を追求しています。また、多様

な民族と宗教間の調和ある共存のための取り組みも継続されています。

← 前の章



15

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #マレーシア #マラッカ海峡 #地政学 #クアラルンプール #ASEAN #歴史 #文化 #

旅行



16

第5章 独特な連邦君主制

第2部 マレーシアの政治体制

← 前の章

全章を見る

次の章 →

9つの州におけるスルターン制度

マレーシアは、立憲君主制、連邦国家、議院内閣制を融合した特別な政治体制を有しています。最

も顕著な特徴は、「王が交代する」という独特なシステムです。

マレーシアには13の連邦州があり、そのうち9つの州にはそれぞれ世襲の君主であるスルターンが

います。この9人のスルターンは5年ごとに交代で国家の元首である最高統治者となります。この制

度は「ヤン・ディ・ペルトゥアン・アゴン」と呼ばれ、簡単に言えば「最高統治者」という意味で

す。現代のマレーシアが13の連邦州と9のスルターン州から構成される背景には、植民地時代の歴

史的変遷、マラヤ連邦の形成、そして独立後の政治的妥協の過程があります。政治的な根本的な土

台は、かつてマラヤ半島に存在した複数のマレー王国に由来します。マラヤ半島には古くから各地

を治めるスルターンが存在し、このような伝統的なスルターン制度は植民地時代にも存続しました。

19世紀末、イギリスがマラヤ地域を植民地として支配する際、一部の地域を直接統治しましたが、

既存のスルターンに一定の自治権を付与する形で植民地支配を維持しました。

1946年、イギリスはマラヤ連合（マラヤン・ユニオン）を設立し、既存のスルターンの権限を弱体

化させ、中央集権的な統治を導入しようとしました。しかし、マレー人からの強い反発によりマラ

ヤ連合は失敗し、1948年にマラヤ連邦が成立すると、スルターンの権限が一部保障された新たな連

邦体制が構築されました。この過程において、マレー人の政治的アイデンティティとスルターン制

度が重要な要素として機能しました。

1957年、マラヤ連邦の独立後もマレーの君主制は維持され、9つの州に存在するスルタンは連邦内

において独立した世襲君主制を維持しつつ、国家レベルでは立憲君主制を採る体制へと発展しまし

た。この制度に基づき、9人のスルタンは5年ごとに交代で国家の元首である「ヤン・ディ・ペルトゥ

アン・アゴン」を選出することになりました。これはマレーの王侯たちの伝統的な君主制と現代的

な連邦制との妥協案として誕生した独特な政治システムです。

1963年、マラヤ連邦はサバ、サラワク、シンガポールと共に新たな連邦を形成し、国名をマレーシ

アに変更しました。この過程で既存の11の連邦州にサバとサラワクが加わり、現在の13の連邦州体

制が確立されました。しかし、サバとサラワクは伝統的なマレーのスルタン制を持たない地域であっ

たため、この2地域はスルタンを有さない特別な連邦州として残ることとなりました。シンガポール

は1965年に連邦から脱退し、現在のマレーシア連邦体制が完成しました。

このような背景の中で、マレーシアは独特な「連邦君主制」という形態を有するようになり、伝統

的なスルタン制と現代的な民主主義制度が共存する政治システムを維持しています。
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輪番制の国王システム「ヤン・ディ・ペルトゥアン・アゴン」

代表国王は主に儀礼的な役割を担いますが、首相の任命や議会の解散といった重要な権限も有して

います。各州の国王（スルタン）は、自州においてイスラム教の首長であり、マレー文化の守護者

としての役割を果たします。残りの州にはスルタンの代わりに州知事が置かれており、これらは選

挙によって選出されるのではなく、代表国王によって任命されます。

国会も存在します。上院と下院に分かれており、下院議員は国民が直接選挙で選びます。連邦下院

は「デワン・ラヤット」と呼ばれ、222名の議員で構成されています。小選挙区制で選出され、任

期は5年です。上院議員は一部が各州から選出され、残りは国王が任命します。上院「デワン・ネガ

ラ」は70名の議員で構成され、28名は各州議会の間接選挙により選出され、残りの42名は連邦の

代表である国王スルタンによって任命される仕組みです。

現代政治における君主制の意義

マレーシアの連邦君主制は単なる伝統的な制度を超え、国家のアイデンティティと安定性に寄与す

る重要な要素です。多民族国家において国王は、すべての国民を代表する統合の象徴と見なされて

います。また、イスラム教の守護者としての役割も重要視されています。

君主制は、マレーシアの植民地経験と独立の過程においてマレー人の伝統的権利と特権を保護する

装置として発展し、今日では政治的危機の局面において仲介者としての役割も果たしています。

2018年と2020年の政治的不確実性の時期に国王の役割が注目された事例は、この制度の現代的意

義を示しています。

2018年の総選挙において、マレーシアは歴史的な政権交代を経験しました。1957年の独立以来長

期間政権を維持してきた統一マレー民族組織（UMNO）を中核とする国民戦線（BN）が敗れ、希望

連合（PH）が勝利して政権が交代しました。この過程で国王のスルタン・モハマド5世は新政権の

構成を承認し、92歳のマハティール・モハマドを首相に任命しました。

しかし、希望連帯内での権力移譲問題が発生し、政治的不確実性が高まった。マハティールは首相

職をアンワル・イブラヒムに譲ることを約束していたが、これを守らなかったため連立内での対立

が深刻化した。2020年初頭、この対立はついに政府崩壊を招き、新たな政治危機が発生した。

マハティール・モハマドは首相職を辞任し、これに伴い国王のスルタン・アブドゥッラー（パハン

州スルタン）は新政府樹立のため各政党代表と協議する仲介者として機能した。国王は議員を個別

に面談し支持を得た候補を確認した上で、最終的にムヒディン・ヤシンを新首相に任命した。この

過程において国王の役割は形式的なものではなく、混乱の中で国の安定を維持する上で決定的な役

割を果たした。

ムヒディン・ヤシンの政府も政治的不安定の中で長期的に維持されなかった。彼の連立政権は議会

内で過半数を確保できず、支持が弱く、結局2021年に辞任することとなった。再び国王のスルタン・

アブドゥッラーが政治的仲介者として新たな首相を任命しなければならない状況に置かれた。国王

は政治交渉を調整した末、イスマイル・サブリ・ヤコブを首相に任命し、再び政局を安定させる重

要な役割を果たした。
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国王の役割と権限

マレーシアの君主制は単なる象徴的な役割を超え、政治的危機の状況において積極的な仲介者とし

て機能しうることを示している。国王は政治的均衡を維持し、連邦政府が崩壊の危機にある中でも

国の安定を維持する役割を担い、マレーシアの政治体制において独特の地位を占めている。

マレーシアの複雑な政治制度がどのように機能しているのかと疑問に思う方もいるかもしれません。

しかし、マレーシアの人々は、この制度が国の安定と多様性を守る上で重要な役割を果たしている

と信じています。これは、マレーシアの独特な歴史と文化を現代の民主主義と調和させ、結びつけ

た結果と言えるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第6章 議会制度と民主主義

第2部 マレーシアの政治体制

← 前の章

全章を見る

次の章 →

上院と下院の二院制

マレーシアの議会は、上院（ドゥアン・ネガラ、Dewan Negara）と下院（ドゥアン・ラヤク、

Dewan Rakyat）からなる二院制に基づいて運営されています。この体制はイギリスのウェストミン

スター・システムを基盤としており、実質的な立法権は下院が持ち、上院は補完的な役割を果たし

ます。

下院は222名の議員で構成され、国民は小選挙区単独多数決（ファースト・パスト・ザ・ポスト、

FPTP）方式により直接選出します。議員の任期は最大5年であり、通常は5年ごとに総選挙が行われ

ます。

ただし、総理が早期総選挙を要請し、国王がこれを承認した場合は、任期中であっても選挙が行わ

れることがあります。下院は立法権を行使する中核機関として、法案の提案・審議を行い、政府政

策を監視する役割を担っています。また、総理と閣僚は下院の多数党または連立政党を基盤として

構成され、下院で過半数の支持を得られない場合は政府が解散されたり、総理が交代したりする可

能性があります。

上院は合計70名の議員で構成され、直接選挙ではなく間接選挙と任命方式を通じて選出されます。

このうち28名は各州の立法府から選出され、42名は国王が任命します。国王が任命する議員は多様

な分野から選抜され、学者、法律家、経済専門家、宗教指導者など、国家に貢献できる人物が含ま

れています。

上院は下院で可決された法案を検討し修正する権限を持つが、下院の決定を完全に拒否することは

できない。下院が同じ内容を再度承認すれば、上院はそれを阻止できない。また、予算案および税

制関連の法案は必ず下院で最初に提案されなければならない。

マレーシア議会は、立法機能、行政部に対する牽制、国家政策の審議などを行い、法律の制定・修

正・廃止の権限を有する。さらに、首相および行政部の政策を監視し、国政調査を実施する権限も

持っている。国家予算案の審査と承認を行い、政府の財政運営を監視する役割を担う。加えて、国

王および君主制に関する憲法改正、国家非常事態の宣言承認、国王選出過程への参加など、重要な

機能も果たしている。

マレーシアは立憲君主制国家であり、国王は議会の立法過程において重要な役割を担う。国王は下

院と上院を通過した法案に対して最終承認権を有し、首相を正式に任命する役割も果たす。しかし、

国王の役割は憲法的に制限されており、実質的な政治的決定は議会と政府が担当している。
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マレーシア議会にはいくつかの限界がある。首相が下院で過半数を占める場合、議会は行政部の決

定を追認する役割に留まることが多い。また、国家保安法（ISA）などの法律により、野党政治家の

活動が制限される可能性がある。政府が言論を統制する場合には、議会内の議論が国民に十分に伝

わらない問題も生じ得る。

政党政治の発展

マレーシアの政治は長年、バリン・ナシオナル（Barisan Nasional、BN）連合が主導してきました。

この連合は、統一マレー民族組織（UMNO）、マレーシア華人協会（MCA）、マレーシアインド人

会議（MIC）など、民族を基盤とする政党の連合体です。1990年代から野党勢力が強まり始め、

2018年の総選では野党連合であるパカタン・ハラパン（Pakatan Harapan、PH）が勝利し、独立

後初めて政権交代が実現しました。2020年の政治再編により新たな連立政権が成立しましたが、こ

うした変化はマレーシアの民主主義の成熟を示す事例として評価されています。

マレーシアの政治体制は多民族社会を反映し、多様な政党が存在しています。これらの政党は連立

を組んで政権を形成するか、野党として活動してきました。2024年現在、マレーシアの主要政党に

は、統一マレー民族組織（UMNO）、希望連合（PH）、マレーシア先住民連合党（PPBM）、そし

て汎マレーシアイスラム党（PAS）などがあります。

統一マレー民族組織（UMNO）は、マレーシア独立後、長年にわたり与党として国民戦線（BN）を

率い、国家を統治してきました。初代首相のトゥンク・アブドゥル・ラーマンをはじめ、アブドゥ

ル・ラザック・フセイン、フセイン・オーン、マハティール・モハマド、アブドゥル・アハマド・

バダウィ、ナジブ・ラザクなど、多くの首相を輩出しています。2018年の総選で敗北し野党に転じ、

政治の変化の中でその影響力を減じています。

希望連合（PH）は、人民公正党（PKR）、民主行動党（DAP）、国民信頼党（Amanah）などの政

党で構成されています。この連合は2018年の総選で勝利し、初めて政権交代を成し遂げ、マハティー

ル・モハマドが再び首相に就任しました。その後の政治変動を経て、2022年には人民公正党（PKR）

の代表であるアンワル・イブラヒムが首相に就任し、政権を維持しています。

マレーシア先住民連合党（PPBM）は、ウムノから離脱したマハティル・モハマド氏やムヒディン・

ヤシン氏らによって結成された政党であり、2018年の総選挙では希望連合の一員として参加しまし

た。その後、政治の再編を経てムヒディン・ヤシン氏が首相に就任しましたが、2021年に辞任した

ことで政権維持には至りませんでした。

汎マレーシアイスラム党（PAS）はイスラム原理主義を基盤とする政党で、マレーシア政治におい

て一貫して影響力を行使してきました。しかし、まだ首相を輩出したことはなく、連立政治の中で

は宗教色を強調する政党として位置づけられています。

マレーシアの政治史は長年にわたりウムノ中心の国民戦線（BN）が政権を握ってきましたが、

2018年の総選挙で希望連合（PH）が勝利し、初めて政権交代が実現しました。その後、政党間の

連立と再編が続き、現在は希望連合と複数の政党が連立して政府を構成しています。こうした政治

的変化は、マレーシアの民主主義の発展と多民族社会の調和に向けた重要な過程として評価されて

います。
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← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第7章 連邦制度と地方自治

第2部 マレーシアの政治体制

← 前の章

全章を見る

次の章 →

13の州と3の連邦直轄地の構成

マレーシアは、13の州と3の連邦直轄地からなる連邦国家です。13の州は、マレー半島の11州（ジョ

ホール、ケダ、クランタン、マラッカ、ネグリ・スンビラン、パハン、ペナン、ペラック、プルリ

ス、スランゴール、トレンガヌ）とボルネオ島の2州（サバ、サラワク）で構成されています。3の

連邦直轄地は、首都のクアラルンプール、行政首都のプトラジャヤ、そしてラブアン島です。

まず、マレー半島の11州は以下の通りです。

ジョホール（Johor）はマレー半島の最南端に位置し、シンガポールと国境を接しています。歴史的

にはジョホール・スルターン国の中心地であり、現在は製造業と貿易の中心地として発展した経済

的に重要な地域です。

ケダ（Kedah）はマレー半島の北西部に位置し、タイと国境を接しています。ケダはマレーシアで

最も古いスルターン国の一つであり、米の生産で知られる農業の中心地であるとともに、観光地で

あるランカウィ島としても有名です。

ケダンはマレーシア北東部に位置し、タイと国境を接する州で、イスラム文化が根強く、伝統工芸

とバティック産業が発達した地域です。

マラッカはマレーシア南西部に位置し、15世紀にはマラッカ・スルターン朝の首都として知られ、

ポルトガル、オランダ、イギリスの植民統治を経て多様な文化的影響を受けた歴史都市であり、ユ

ネスコの世界遺産に登録されています。

ネゲリ・スミランはマレーシア中南部にあり、インドネシア・スマトラ島のミナンカバウ文化が色

濃く残るため、母系社会の伝統を維持する独特な州です。

パハン州はマレー半島の東海岸に位置し、面積が最も広く、歴史的には錫産業で知られ、現在は熱

帯雨林と生態観光地として有名です。

ペナンは北西部の島々と本土の一部からなる州で、英国植民地時代には貿易港として栄え、ジョー

ジタウンという歴史都市を擁し、多文化性が顕著な地域です。

ペラックはマレー半島の北西海岸に位置し、錫鉱山で繁栄した歴史を持ち、現在は多様な歴史的遺

跡と自然観光地が発達した地域です。
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ペリスはマレーシアで最も小さな州であり、北西の端でタイと国境を接し、平和な農村環境を有し、

農業が主要産業です。

スランゴールはマレーシアの経済と産業の中心地としてクアラルンプールを取り囲む州であり、マ

レーシアで最も人口が多く、都市化が活発に進んでいる地域です。

トレンガヌはマレーシアの東海岸に位置し、美しい海岸線と島々が多く観光産業が発達しており、

イスラム文化と石油産業が主要な特徴です。

ボルネオ島の東マレーシア地域にあるサバとサラワクは、独自の歴史と文化を有する重要な地域で

す。

サバ州はボルネオ島の北東部に位置し、「風の下の土地」という別称を持っています。サバは歴史

的にブルネイ・スルタン国やフィリピンのスル・スルタン国の影響を受け、19世紀末から英国北ボ

ルネオ会社の支配下にあった後、1963年にマレーシア連邦に加盟しました。現在もフィリピンがサ

バの一部地域に対する領有権を主張しており、外交的な議論が続いています。サバは東南アジア最

高峰のキナバル山をはじめ、鬱蒼とした熱帯雨林と豊かな生態資源で知られ、カダザンドゥスン、

バジャウ、ムルットなど多様な先住民族が暮らす文化的に非常に多彩な地域です。

サラワク州はボルネオ島の北西部に位置し、マレーシアで最も広い州として「角笛鳥の土地」とし

てよく知られています。サラワクは19世紀半ば、ブルネイ・スルタン国の支配から英国出身のジェー

ムズ・ブルックが権力を継承し、「ブルック王朝（白人ラジャ）」が約100年にわたり統治した後、

英国の直轄植民地を経て1963年にマレーシア連邦の一員となりました。サラワクは世界有数の古く

から続く熱帯雨林、ラジャン川、ムル国立公園の広大な洞窟システムなど多様な自然環境を有し、

イバン、ビダユ、マラナウ、オラン・ウルなど多数の先住民族が共存するマレーシア国内でも民族

構成が最も複雑な州です。キリスト教、イスラム教、伝統信仰が共存し、独特の伝統的家屋様式で

あるロングハウスや多彩な民俗文化でも有名です。

各州が持つ固有の歴史、文化、地理的特性が調和し、非常に多彩な国家的アイデンティティを形成

しています。特にサバとサラワクは、このような多文化的特性を象徴的に体現する地域として、特

に重要視されています。

連邦政府と州政府の権限分担

マレーシア憲法は連邦政府と州政府の権限を明確に区別しており、これがマレーシアが連邦制で運

営される重要な基礎となっています。連邦政府は国防、外交、国内安全保障、民事・刑事法、教育、

保健、労働などの分野を担当し、州政府は土地、農業、林業、地方自治、イスラム法と慣習などの

権限を有しています。

連邦政府は国の安全保障と外交を責任を持ち、国防政策と軍隊の運営を直接管理します。例えば、

マレーシア軍（MAF）の組織と運営は連邦政府が管轄し、海外への平和維持軍派遣や国防予算の編

成といった主要な決定も中央政府で行われます。また、外交政策も連邦政府の役割であり、国家間

の外交関係の樹立、大使の任命、国際条約の締結などが含まれます。マレーシアとシンガポールの

間の海洋境界紛争が発生した際、その解決過程は連邦政府の外務省が主導しました。
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国内安全保障と法執行も連邦政府の主要な権限の一つです。警察組織（ポリス・ディラジャ・マレー

シア、PDRM）と国家安全保障政策は連邦レベルで統制され、テロの脅威が発生した場合には国家安

全保障法を発動する権限も連邦政府が有しています。刑事法および民事法も連邦レベルで制定され、

全国一律で適用されます。例えば、連邦政府が施行する汚職防止法（マレーシア汚職防止委員会法）

はすべての州で同一に適用され、政府レベルでの汚職摘発活動を調整します。

教育と保健も連邦政府の管轄分野です。マレーシアの公教育システムは教育部（Ministry of

Education）が管理しており、公立学校や国立大学の運営も連邦政府が主導します。マレーシア大学

（University of Malaya）などの主要な国立大学は中央政府の支援を受けて運営されています。医療

サービスと公衆衛生政策も連邦政府の責任であり、COVID-19パンデミックの際に連邦保健省（

Ministry of Health）が全国的なワクチン接種プログラムを実施したことが代表的な事例です。

州政府は土地および地方開発に関する独立した権限を有しています。不動産開発や土地の用途変更

を決定でき、特定地域を経済特区として指定する政策を推進することも可能です。ペナン州政府は

特定地域を経済特区として開発する計画を独自に策定でき、サバ州およびサラワク州政府も自律的

に土地政策を運営しています。

農業および林業管理も州政府が担当する分野です。パハン州政府はパーム油農園を造成する政策を

決定でき、サラワク州政府は森林伐採の許可権を行使できます。各地域の自然環境と経済的必要性

に応じて異なる適用が可能であり、州政府は当該地域の資源活用と環境保護政策を独自に推進でき

ます。

イスラム法および慣習も州政府の管轄に属します。マレーシアはイスラム教を国教としていますが、

シャリア法の適用は各州政府が決定し、イスラム法廷（Syariah Court）の運営も州政府の責任です。

例えば、スランゴール州政府はシャリア法の適用範囲を調整でき、宗教教育に関する政策も州政府

のレベルで決定されます。

連邦政府と州政府の間では、時として対立が生じることがあります。サバ州とサラワク州政府は

1963年末にマレーシア連邦に加盟する際、特別自治権を保障されましたが、時が経つにつれ連邦政

府が権限を中央に集中させるようになり、州政府側は自治権の拡大を求めています。サラワク州政

府は石油・ガス収益の自主管理を望んでおり、これについて連邦政府と交渉を進めています。

イスラム法（シャリア法）の適用範囲も論争の的となっています。ケランタン州政府はより厳格な

イスラム刑法（フドゥド法）の施行を試みましたが、連邦政府は憲法に違反するとしてこれを承認

しませんでした。このような問題は、多民族・多宗教社会であるマレーシアにおいて敏感な課題と

して定着しています。

地方議会の役割と機能

各州には独自の憲法、州議会、そしてスルタンまたは州知事が存在します。州議会は州レベルの立

法機関として、州内の諸問題に関する法律を制定します。ただし、州議会の権限は憲法に明記され

た分野に限定されています。都市および地方地域の行政は地方議会（ムニシパル・カウンシル）が

担当します。これらは都市計画、公衆衛生、地域インフラなどを管理しており、大半は州政府によっ

て任命された委員で構成されています。マレーシアの連邦制度は中央集権的な傾向が強いですが、

近年では地方分権化と自治強化への要求が高まっています。
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← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第8章 マレーシアの法体系

第2部 マレーシアの政治体制

← 前の章

全章を見る

次の章 →

イスラム法と世俗法の共存

マレーシアは、イスラム法（シャリア）と世俗法（英国普通法を基盤とする）が共存する独自の法

体系を有しています。連邦憲法第3条はイスラムを連邦の宗教と定めている一方で、他の宗教の平和

的な実践も保障しています。

世俗裁判所は刑事および民事事件を扱い、すべての市民に適用されます。一方、シャリア裁判所は

イスラム法を扱い、ムスリムの家族法、結婚、離婚、相続、一部の宗教的違反事項について管轄権

を有しています。各州は独自のシャリア裁判所を運営しており、シャリア法の適用範囲や解釈には

州によって差異が生じる可能性があります。

多民族・多宗教社会における法的課題

マレーシアの多文化的特性は、法体系にも課題を提示しています。イスラム法と世俗法との関係、

および宗教の自由に関する問題は、しばしば議論の対象となります。

例えば、改宗問題（イスラム教から他の宗教への改宗）、二重法廷システムにおける管轄権の衝突、

非ムスリムの配偶者や子供の権利に関する紛争などは、複雑な法的課題を提起しています。マレー

シアの多文化主義が法的対立として現れた代表的な事例の一つに、リナ・ジョイ（Lina Joy）事件

があります。リナ・ジョイは元々ムスリムとして生まれましたが、成人後にキリスト教に改宗しま

した。マレーシアの法体系では、イスラム教を公式に放棄するにはイスラム法廷の許可が必要です。

しかし、リナ・ジョイは宗教変更のために世俗法廷に訴訟を提起し、身分証明書に記載された宗教

をイスラム教からキリスト教へ変更するよう求めました。この事件は最終的に連邦最高裁判所まで

持ち込まれましたが、連邦最高裁判所は世俗法廷ではなくシャリア法廷（イスラム法廷）の管轄で

あると判決し、リナ・ジョイの請求を棄却しました。これはイスラム法と世俗法との明確な管轄権

の衝突事例であり、マレーシア国内における宗教の自由の限界を明確に示した事件として国際的に

大きな議論を呼びました。

また、配偶者または父母のいずれかがイスラム教に改宗した際に生じる子の監護権をめぐる紛争も、

よく取り上げられる問題です。例えば、2009年に発生したインディラ・ガンディー（Indira

Gandhi）事件は、夫が妻の同意を得ずにイスラム教に改宗し、子供たちを一方的にイスラム教に改

宗させたことによる対立です。この事件は一般の世俗法廷とイスラム法廷との管轄権の衝突を招き、

各法廷が異なる判決を下した結果、法的混乱と社会的な論争が引き起こされました。最終的にマレー

シア連邦最高裁判所は、子供の一方的な改宗が違法であると判断し、世俗法廷の判決を支持しまし

た。この事件は、法的明確性の欠如と管轄権衝突の深刻さを示す代表的な事例として挙げられてい
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ます。このように、マレーシアの法体系はイスラム法と世俗法という二つの体系の併存により、宗

教の自由の問題や家族法分野において、継続的に複雑で敏感な議論に直面しています。

憲法の主な特徴

マレーシア連邦憲法は、1957年にイギリスから独立した際に制定された国の最高法規であり、マレー

シアの政治的、社会的、法的秩序の基盤となる国家の基本構造と原則を定義しています。憲法は他

のすべての法律よりも上位に位置する最高法規としての性格を持ち、憲法に違反するいかなる法律

や規定も無効と宣言され得ます。

マレーシア憲法は、国民の基本的な人権と自由を明示的に保護しています。個人の生命と身体的自

由に対する権利、すべての人の法の下での平等権、表現の自由および宗教の自由などが含まれてい

ます。宗教の自由は実際には一定の制約を受け、ムスリムの場合にはイスラム法によって規制され

ることもあります。

マレーシア憲法の特徴の一つは、マレー系住民と「ブミプトラ（Bumiputra）」と呼ばれるサバ州

およびサラワク州の先住民族に付与される特別な地位です。憲法第153条は、マレー系住民とブミ

プトラ集団の社会的・経済的権利を保護するため、教育や公務員採用など様々な分野で優遇措置を

講じることを定めています。

マレーシア憲法は連邦制国家として、連邦政府と州政府の権限と責任を明確に区分しています。連

邦政府は国防、外交、経済など主要な国家的事案を担当する一方、州政府は土地、森林、天然資源

およびイスラム関連事項など、地域的かつ限定的な権限を有しています。憲法は両政府間の明確な

役割分担と権限配分を通じて、連邦制の構造を維持することを定めています。

市民権に関しても、憲法はマレーシア市民となるための条件と手続きを規定し、市民の権利と義務

を詳細に説明しています。独立初期から市民権付与を巡る議論が存在したため、憲法においてこれ

らの事項を明確に規定することで、国家的統合と社会的安定に寄与しようとしたのです。

憲法は時代的・政治的変化に応じて何度も改正されてきました。1969年に人種間暴動事件（5・13

事件）が発生した後は、憲法上の敏感な問題を公に議論することを制限する条項が追加されました。

これにはマレー人の特別地位、マレー語の公用語としての地位、そしてスルタンの権威など、社会

的緊張を招きかねない事項に関する公開討論を法的に規制する内容が含まれています。民族間の対

立を防ぎ社会的調和を図る目的で実施されたものの、同時に表現の自由や民主主義の発展を制限す

る副作用も生じました。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第9章 マラッカの戦略的位置

第3部 マラッカの歴史と重要性

← 前の章

全章を見る

次の章 →

マラッカ海峡の地政学的重要性

マラッカ海峡は、マレーシアとインドネシアのスンダ島との間に位置する細長い海峡で、インド洋

と太平洋を結ぶ最も重要な海上輸送路の一つです。長さは約890km、最も狭い箇所では幅が約

2.8kmに過ぎません。この戦略的な位置が、マラッカを世界海上貿易の要衝として確立しました。

マラッカ海峡は、中東やアフリカから東アジアへ至る最短航路を提供し、欧州、中東、インド、東

南アジア、東アジア間の貿易を結ぶ中核的な役割を果たしています。この海峡を支配する勢力は、

歴史的に莫大な経済的・政治的影響力を行使することができました。

東西海上貿易路の要衝

マラッカは15世紀から海上貿易の中心地として発展しました。当時のマラッカ港は一度に最大

2,000隻の船を収容でき、世界中から商人が集まりました。彼らは主に香辛料、絹、陶磁器、宝石、

香水、染料、金属製品などを取引しました。

マラッカの戦略的位置と優れた港湾施設は、季節風を利用した航海に適していました。北東季節風

期（11月～3月）には中国や日本からの船が、南西季節風期（5月～9月）にはインド、アラブ、ア

フリカからの船がマラッカに寄港しました。これにより、マラッカは年間を通じて活発な貿易活動

を維持することができました。

現代の国際貿易における役割

現在、マラッカ海峡は世界で最も繁忙な海上航路の一つであり、毎年約9万隻の船舶が通過し、世界

海上貿易の約40%、石油輸送の約25%がこの海峡を通じて行われています。中東の石油がエネルギー

依存度の高い東アジア諸国（中国、日本、韓国）へ輸送される主要ルートです。

この海峡の地政学的重要性は現代にも引き継がれており、海賊活動やテロの脅威への懸念から、国

際安全保障の主要な関心事となっています。マレーシア、インドネシア、シンガポールは海峡の安

全確保のために共同パトロールを実施しており、米国、中国、日本、インドなどの主要国もこの地

域の安全保障に大きな関心を示しています。

マラッカ市はもはやかつてのような主要な港湾ではありませんが、その歴史的意義とユネスコ世界

文化遺産としての地位により、マレーシアの重要な観光地となっています。この都市は、東西文化

の融合と海上貿易の歴史的意義を示す生きた証として残っています。
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← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第10章 マラッカ争奪戦

第3部 マラッカの歴史と重要性

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ポルトガルのマラッカ占領の背景と過程

15世紀末、ヨーロッパでは新たな航路を開拓しようとする熱望が高まっていました。ポルトガルは

インドや東南アジアの香辛料に直接アクセスするために、積極的に海上探検に乗り出しました。当

時、香辛料貿易はアラブ商人によって掌握されており、彼らを通じてヴェネツィアやジェノヴァと

いったイタリアの都市国家がヨーロッパに香辛料を供給していました。ポルトガルはこの仲介業者

を迂回し、直接貿易を行おうとしていました。

1498年、バスコ・ダ・ガマがアフリカ南端を回ってインドのカリカットに到着したのは歴史的な転

換点でした。その後、ポルトガルはインド洋において自らの影響力を急速に拡大しました。ポルト

ガルのインド総督に任命されたアフォンソ・デ・アルブケルケは、アジア貿易におけるポルトガル

の支配権を確立するための戦略的要衝の確保に注力しました。

アルブケルケはマラッカが持つ戦略的重要性を正確に認識していました。彼は「マラッカを掌握す

る者がヴェネツィアの首根っこを握る」と述べたと伝えられています。これはマラッカを支配する

ことで東洋と西洋の貿易の流れを掌握できることを意味していました。

1509年、ポルトガルはディウの海戦でエジプトとグジャラートの連合艦隊を撃破し、これによって

インド洋における海上支配権を確立しました。この勝利を基盤に、アルブケルケは1511年7月、18

隻の船と約1,200名の兵士を率いてマラッカを攻撃しました。

当時、マラッカはスルタン・マフムド・シャー（Mahmud Shah）によって統治されていました。彼

はポルトガル遠征隊に抵抗しましたが、ポルトガル軍の火力と戦術的優位性に勝ることはできませ

んでした。約1か月の戦闘の末、8月24日にマラッカはポルトガルの手に落ちました。スルタン・マ

フムド・シャーはジョホールへ逃亡し、その後そこでジョホール・スルタン国を建国しました。

ポルトガルはマラッカに「A Famosa」（「有名な」または「力強い」という意味）という名の要塞

を建設し、都市を防御しました。この要塞は現地の建物の石を利用して築かれ、ポルトガルのマラッ

カ支配を象徴する構造物となりました。また、ポルトガルはカトリック教会を設立し、宣教師活動

を開始しました。

マラッカの占領は、ポルトガルにアジア貿易の中心地を掌握する機会をもたらしました。しかし、

ポルトガルの排他的な貿易政策は、多くのアジア商人、特にムスリム商人を他の港へ去らせます。

その結果、マラッカの貿易活動はポルトガル占領以前よりも減少しました。

オランダ・ポルトガル戦争
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16世紀後半から、オランダは新たな海上強国として台頭しました。1602年のオランダ東インド会

社（VOC：Vereenigde Oostindische Compagnie）設立は、アジア貿易におけるオランダの体系的

な拡大の始まりを告げるものでした。VOCはポルトガルの貿易独占を打破し、アジア市場への進出

を図りました。

オランダは当初、インドネシア諸島、特に香辛料が豊富なモルッカ諸島（マルク諸島）に注力して

いました。1605年にはアンボンを占領し、1619年にはジャワ島にバタヴィア（現在のジャカルタ）

を建設して、東インド会社（VOC）の本拠地としました。

オランダがマラッカに関心を寄せたのは、地政学的な要因によるものでした。マラッカ海峡を制す

ることでアジア貿易の流通を掌握し、競合相手であるポルトガルを弱体化させることができたので

す。また、マラッカはバタヴィアとアジアの他の貿易拠点をつなぐ重要な位置にありました。

オランダはマラッカ攻撃のために現地の勢力との同盟を模索しました。ジョホール・スルターン国

はポルトガルに対する敵対心を抱いており、オランダと協力する意思を持っていました。1636年、

オランダとジョホールはマラッカ攻撃のための条約を締結しました。

1640年、オランダはジョホール・スルターン国の支援を得てマラッカを包囲しました。5か月にわ

たる包囲攻撃の末、1641年1月14日、マラッカのポルトガル守備隊は降伏しました。これにより

130年にわたるポルトガルの支配が終焉し、マラッカはオランダの支配下に入りました。

オランダによるマラッカ占領は、ポルトガル帝国の衰退とオランダのアジア貿易支配力の強化を象

徴する出来事でした。その後、イギリスが1795年にマラッカを一時的に占領しましたが、1818年

にオランダへ返還されました。

中国の文献には、清時代に書かれた『海外捜神録』があり、当時のマラッカの貿易状況が詳細に記

録されています。著者の陳倫祥は「紅毛（オランダ人）がマラッカを掌握した後、彼らは中国商人

により多くの自由を与え、その結果、多くの中国人がマラッカに移住した」と記しています。また、

「紅毛は白銀を好み、中国の陶磁器や絹を高く評価した」という記録は、当時のオランダと中国と

の貿易関係を示しています。

英国とオランダの条約（1824年）とマラッカの運命

18世紀後半から、英国は東南アジアにおける自らの影響力の拡大を開始しました。1786年、英国

東インド会社のフランシス・ライトはスルタン・アブドゥッラーからペナン島を譲り受け、これを

「プリンス・オブ・ウェールズ島」と命名しました。ペナンは英国の最初の海峡植民地となりまし

た。

ナポレオン戦争期（1803-1815年）に、英国はオランダの海外植民地を一時的に接収しました。マ

ラッカは1795年から1818年まで（1818-1824年を除く）英国の支配下にありました。戦争終結

後、英国は大半の植民地をオランダに返還しましたが、両大国による東南アジアにおける影響力競

争は継続しました。

1819年、トマス・スタンフォード・ラッフルズはジョホール・スルタンからシンガポール島を譲り

受け、英国の貿易拠点を設立しました。シンガポールの戦略的位置と自由貿易政策は、この小さな
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島を急速に重要な港湾へと発展させました。

マラッカの運命は、1824年の英蘭条約（Anglo-Dutch Treaty of 1824）によって決定されました。

この条約は、2つの欧州列強間の東南アジアにおける勢力圏の分割を公式化したもので、その主な内

容は以下の通りです。

オランダはマラッカおよびインド本土のすべての植民地を英国に譲渡しました。

英国はスマトラのベンクールン（Bencoolen）およびインドネシア群島内の他の植民地をオランダ

に譲渡しました。

オランダはシンガポールに対するすべての権利主張を放棄しました。

英国はスマトラに対するすべての権利主張を放棄しました。

これにより、マレー半島はイギリスの勢力圏に、インドネシア諸島はオランダの勢力圏に分割され

ました。

この条約により、マラッカはイギリスの海峡植民地（スレイツ・セトルメント）の一部となり、ペ

ナンやシンガポールとともに、イギリスの東南アジア植民地体制における重要な要素となりました。

しかし、シンガポールの急速な発展に伴い、マラッカの相対的な重要性は低下しました。

19世紀初頭、イギリスの旅行家であり著名な作家であるイザベラ・バードは、東南アジアの各地を

旅し、自ら経験した風景や印象、歴史や文化を文章に記しました。彼女が1883年に出版した旅行記

『黄金半島と東方への道』には、現在マレーシアに位置する歴史都市マラッカに関する鮮やかな描

写が登場します。

イザベラ・バードは、当時のマラッカの姿を以下のような表現で記録しています。

「かつての栄光は失われましたが、なおも魅力的な歴史の痕跡を留める都市」

この短い一文には、マラッカの歴史と、当時彼女が感じた都市の印象が凝縮されています。つまり、

かつては繁栄した華やかな貿易港であり戦略的要衝でしたが、彼女が訪れた当時では、すでに全盛

期の華やかさと活気は相当程度失われ、過去の痕跡のみを残した状態であったという意味です。し

かし、イザベラ・バードはマラッカを衰退した場所や見劣りする場所として描くのではなく、むし

ろその都市が持つ歴史的価値と特有の美しさを強調しています。彼女の表現における「魅力的な歴

史の痕跡」とは、繁栄の時代は過ぎ去ったものの、依然として豊かな文化的・歴史的遺産を有して

おり、それゆえに訪問者たちに特別な情緒的体験をもたらす場所であることを示唆しています。

彼女はマラッカの独特な都市景観に深い印象を受けたと記録しています。この景観が独特な理由は、

マラッカが歴史上、ヨーロッパの列強三国（ポルトガル、オランダ、イギリス）の植民地支配を順

次経験し、それぞれ異なる建築的特徴が一つの場所に集まり調和を成したからです。異なる文化と

時代の建築様式が共存するマラッカの都市景観は、イザベラ・バードが旅行当時感じた独特さと特

別さを明確に示しています。つまり、マラッカという都市は単に過去の栄光を象徴する古びた痕跡

が存在するだけでなく、異なる文化と歴史が複雑に絡み合い融合した「生きた博物館」のような独

特な景観を形成していたのです。今日に至るまでマラッカは、このような歴史的背景に基づきユネ



34

スコ世界文化遺産（UNESCO World Heritage Site）に指定され、歴史的都市としての名声を保って

います。イザベラ・バードの記録は、当時のマラッカの風景を詳細に伝えるだけでなく、現代の旅

行者にとっても依然としてマラッカという都市の魅力を理解し、感じる上で大きな助けとなってい

ます。

帝国主義時代におけるマラッカの地位の変化

イギリスの支配下において、マラッカはもはや主要な貿易拠点としての地位を維持することはでき

ませんでした。シンガポールがイギリスの東南アジア貿易の中心地として急浮上し、ペナンも重要

な港湾として発展しました。マラッカは二次的な港湾にとどまり、主に地域貿易に依存することと

なりました。

しかし、マラッカは多様な文化が融合した独自の都市へと発展しました。ポルトガル、オランダ、

イギリスの植民地支配は、それぞれ都市に文化的・建築的な遺産を残しました。また、マレー、中

国、インド、アラブなど、多様なアジアの文化も共存していました。

特筆すべきは、ペラナカン（Peranakan）またはババ＝ニョニャ（Baba-Nyonya）文化の発展です。

これは中国からの移民と現地のマレー人との間の文化的混合から生まれ、独自の建築、料理、言語、

衣装のスタイルを発展させました。ペラナカンの商人たちはマラッカの経済において重要な役割を

果たし、彼らの豪華な邸宅は今日、マラッカの主要な観光名所となっています。

イギリス植民地時代、マラッカは行政的に海峡植民地の一部として管理されました。1867年、海峡

植民地はイギリス東インド会社の統制から離れ、イギリス政府の直轄植民地となりました。1874年

のパンゴール条約（Pangkor Treaty）以降、イギリスはマレー半島の他の地域へと影響力を拡大し、

これは最終的にマラヤ連邦（Federated Malay States）と非連邦マレー諸州（Unfederated Malay

States）の形成へとつながりました。

20世紀初頭、マラッカはゴムと錫の産業の発展により、ある程度の経済的復活を経験しました。し

かし、この時期のマラッカは過去の栄光に比べれば、小さな地方都市に過ぎませんでした。

第二次世界大戦中の1942年から1945年にかけて、マラッカは日本の占領下に置かれました。日本

軍は都市を「新マラッカ」と呼び、この期間中、現地住民は多くの苦難を味わいました。

戦後、マレー半島は独立への歩みを始めました。1957年にマラヤ連邦が独立し、1963年にはマレー

シア連邦が形成されました。これにより、マラッカはマレーシアの一州となりました。

現在、マラッカは過去の帝国主義時代の痕跡を留める歴史的都市として知られ、2008年にはジョー

ジタウン（ペナン）と共にユネスコ世界文化遺産に登録されました。マラッカの歴史的中心地は、

様々な植民地時代の建築と多文化遺産を保存しており、これはマレーシアの重要な観光資源となっ

ています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第11章 多文化都市マラッカの形成

第3部 マラッカの歴史と重要性

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ヨーロッパ、中国、インド、アラブ文化の融合

マラッカは、東洋と西洋の文化が出会い融合する独特な都市として発展しました。数世紀にわたる

国際貿易と多様な文化圏の人々の定住は、マラッカを真の意味での多文化都市へと変えました。こ

のような文化的多様性は、現代のマラッカの最大の魅力の一つです。

ヨーロッパの影響は、ポルトガル、オランダ、イギリスという3つの植民勢力を通じてマラッカにも

たらされました。ポルトガルは、A Famosa要塞やサン・パウロ教会などの建築物を残し、カトリッ

ク宗教とクリスチャン（Kristang）文化を導入しました。クリスチャンはポルトガル人と現地人の

混血の子孫であり、独自の言語と文化を発展させました。この言語はポルトガル語を基盤としつつ

も、マレー語や他の現地語の影響を受けています。

オランダは、スタッドフイス（Stadthuys）のような独特な赤い建物を建設し、行政システムや法

体系に影響を与えました。イギリスは、教育システム、都市計画、インフラなどにおいて持続的な

影響を残しています。

中国は長い歴史を通じてマラッカ文化に深く広範な影響を与え、その痕跡は今日まで鮮明に現れて

います。15世紀初頭、明の有名な航海者であり探検家であった鄭和（チョン・ファ）提督が艦隊を

率いてマラッカを訪れた出来事は、中国とマラッカ間の交流の重要な出発点となりました。鄭和の

訪問は、単なる一時的な航海や貿易目的で終わらず、その後中国人が大規模にマラッカに定住する

契機となりました。

このような中国人の移住は15世紀から17世紀にかけて頂点に達し、主に中国南部に位置する福建省

や広東省出身の商人や労働者たちが大挙してマラッカへ移住しました。この地域出身の中国人たち

は主に海上貿易や商業活動に従事しながらマラッカの経済発展に大きく貢献し、彼らはマラッカを

東南アジア海上貿易の中心地とする上で重要な役割を果たしました。福建省出身の中国人たちは故

郷とマラッカを結ぶ貿易ネットワークを構築し、マラッカが中国と東南アジアを結ぶ海上シルクロー

ドの拠点として成長する上で中核的な役割を担いました。

このような経済的な影響に加え、中国人たちはマラッカに自らの伝統的な宗教や文化を伝播させ、

多様な宗教的・社会的組織を設立しました。代表的な例として、マラッカの中心部に位置する「青

雲亭（チンフンテン）」または「チェンフンテン」寺院は、17世紀半ば（1646年）に建立された

マレーシア最古の中国式仏教寺院であり、中国人コミュニティの精神的・文化的中心地として重要

な役割を果たしました。この寺院は典型的な中国南部の建築様式に従っており、福建省出身の中国

人移民によって設立・運営されました。チェンフンテン寺院は現在もマラッカの華人住民の代表的
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な宗教施設として維持されており、観光客からも大きな人気を博しています。

中国から来た移民たちは、それぞれの出身地や姓を基盤として宗族会館（クラン・アソシエーショ

ン）を積極的に組織しました。代表的な例として、マラッカに設立された「韓江会館（ホーキエン・

フアイクアン）」や「広東会館（クアンドン・アソシエーション）」などの組織は、各出身地の人々

を結束させ、相互扶助と社会的ネットワークを提供すると同時に、中国の伝統文化を継承する中心

地としての役割を果たしました。これらの会館は地域間の調和を促進し、コミュニティ内の問題を

解決する機能を果たし、マラッカ内の中国人社会の影響力を拡大する基盤となりました。

中国人のコミュニティは時を経るにつれて、自然と現地のマレー系住民との交流や結婚を通じて、

より豊かな混合文化を形成しました。清朝時代の学者、王大海（ワン・ダーハイ）は著書『海島逸

乗』において、マラッカの中国名「猫城（マオチェン）」に言及し、「この都市にはすでに多くの

中国人が居住しており、彼らは現地人と結婚して新たな文化を創造している」と記しています。こ

れは、当時すでに「ペラナカン」として知られる中国系マレー人の文化が形成されていたことを示

す歴史的証拠であり、ペラナカン共同体は中国の伝統とマレー文化が融合した独自の文化を発展さ

せました。彼らは独自の言語（ババ・ノニャ語）、料理（ペラナカン料理）、衣装（バティックス

タイルのケバヤ）など、新たな文化を創り出し、現在ではマラッカの象徴的な文化遺産として広く

知られています。

中国の文化的、社会的、経済的な影響はマラッカのアイデンティティを構成する重要な要素として

深く根付いており、今日に至るまでマラッカは中国の文化の痕跡と伝統が生々しく息づく都市とし

て、多くの観光客や学者にとって興味深い研究対象であり、観光名所として確立されています。

インド文化の影響も顕著です。マラッカ王国時代からインドの商人たち（タミル人とグジャラート

人）がマラッカに定住しました。彼らは織物、宝石、香辛料の貿易に従事し、ヒンドゥー教寺院を

建立しました。イギリス植民地時代には、さらに多くのインド人が公務員、商人、労働者としてマ

ラッカに移住しました。

マラッカ文化に対するインドの影響は、マラッカの歴史が本格的に始まった初期の時点から非常に

顕著かつ継続的に続いてきました。15世紀から16世紀にかけてのマラッカ王国時代には、インドか

らの商人たちがすでにマラッカの経済的・文化的発展に深く関与し、その根を張っていました。当

時、マラッカ王国は国際的な海上貿易港として名を馳せており、この繁栄の中心にはインド商人た

ちの活発な商業活動が大きな比重を占めていました。

インド商人の中で最も活発に活動していたのは、主にインドのタミル地域とグジャラート地域出身

の人々でした。タミル出身の商人たちは、南インドの港湾都市チェンナイ（旧マドラス）およびそ

の周辺から船を出し、マラッカに定住しました。一方、グジャラート出身の商人たちは、インド西

部の主要港湾都市カンベイとスラートを発着し、マラッカへと航海しました。タミル商人たちは主

に高級織物、綿、香辛料の貿易に従事し、グジャラート商人たちは金、宝石、真珠、高価な宝石類

を主力商品としていました。この二つの地域出身のインド商人たちはマラッカの経済を活性化させ、

都市を世界的な貿易の中心地へと導く上で決定的な役割を果たしました。

グジャラート商人たちは高級宝石類や織物の取引で名声を博し、莫大な富を蓄積しました。彼らは

マラッカの中心部に自らの商業地区を形成し、さまざまな市場（バザール）を設けて、現地の人々
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や他の外国商人に対してインド産商品の取引の場を提供しました。当時の記録によれば、マラッカ

の主要市場はインド商人によって支配されており、現地のマレー王室や貴族層もインド産の織物や

宝石類を好んで、積極的に彼らと交流していました。

インド人たちがマラッカにもたらしたのは経済的な影響だけではありません。彼らは自らの宗教や

文化を移住先に積極的に広め、ヒンドゥー教文化をマラッカ社会に深く根付かせました。代表的な

例として、マラッカには18世紀初頭から建立された歴史あるヒンドゥー寺院「スリ・ポヤータ・ビ

ナヤガ・ムルティ寺院」があります。この寺院はマレーシア国内で最も古いヒンドゥー寺院として

知られており、1781年にタミル商人たちによって建立されました。寺院の中心神には、障害を取り

除き幸運をもたらすとされるガネーシャ神が祀られており、今日に至るまでタミル共同体の重要な

宗教行事がここで執り行われています。

イギリスの植民地時代であった19世紀から20世紀初頭にかけて、より多くのインド人がマラッカへ

流入し始めました。この時期、インド人は商業活動だけでなく、イギリス植民地政府の公務員や行

政職、教師、技術者、警察官など、さまざまな職種で働くために移住しました。また、当時のゴム

農園や錫鉱山、鉄道工事など大規模なプロジェクトのために、多くのインド人労働者がマラッカに

定住することとなりました。これらの労働者は主にタミル語を話す南インド出身者であり、時を経

てその子孫たちは現地に完全に定着し、マラッカ社会の一部となりました。

こうしたインド人移民集団は、自らの文化的伝統を守り発展させるために、さまざまな社会的・文

化的組織を結成しました。タミル出身のインド人は「チェッティ（Chetti）」共同体を形成し、現

在ではマラッカを代表するインド系文化共同体として残っています。チェッティ共同体は、マレー

シアの他の地域とは異なり、ヒンドゥー教の伝統を維持しながらマレー語を話すという独自性を持

ち、現地の文化と融合した文化を形成しました。彼らの文化は、タミル伝統の衣装、タミル式の結

婚式の風習、タミル料理の文化など、さまざまな分野で生き生きと息づき、現地のマレー社会と密

接に調和しています。

インドの影響は、マラッカの食文化においても明確に表れています。今日、マラッカの屋台やレス

トランでは、タミル式のバナナリーフライス、タンドゥリチキン、ロティチャナイ、南インド風カ

レーなど、さまざまなインド料理を容易に見つけることができます。これは、数百年にわたりマラッ

カに定住したインド人たちが自らの食文化を保存し、広めてきた結果です。ロティチャナイのよう

な料理は、マラッカを代表する朝食メニューとして定着し、マレーシア全体で愛される代表的な料

理へと発展しました。

このようにインド人は、経済、宗教、食文化、文化など多岐にわたる分野で自らのアイデンティティ

を維持しつつ、同時にマラッカの現地社会と融合する独自の文化を形成しました。今日、マラッカ

が東南アジアで最も豊かな文化的多様性を有する都市として評価される背景には、インド人による

長い歴史的貢献と積極的な文化交流が大きく寄与していると言えます。

アラブおよび中東の影響は主にイスラム教を通じて伝えられました。アラブ、ペルシア、グジャラー

ト出身のムスリム商人たちはマラッカにイスラム文化を広め、これはマレー文化と融合しました。

マラッカにはカンポン・クリン（Kampung Kling）モスクのような独特な建築様式のモスクがあり、

そこには中東、インド、マレー、中国の建築要素が混在した様式が見られます。マラッカは東西を

結ぶ海上貿易の中心地として繁栄したため、早くからアラブおよび中東地域の商人たちと緊密な交
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流を持ち、その影響は宗教の面で顕著に現れました。マラッカ地域にアラブおよび中東の文化が本

格的に流入したのは13～14世紀以降であり、アラブおよびペルシアの商人たちやインド・グジャラー

ト地域のムスリム商人たちが活発に往来してイスラム教を広めました。当時のムスリム商人たちは

貿易を通じて経済的な富を創出すると同時に、現地住民との継続的な交流や結婚を通じて自然にイ

スラム教を広めていきました。

15世紀初頭、マラッカ王国の君主パラメスワラ（Parameswara）がイスラム教に改宗した出来事は、

アラブおよび中東地域のイスラム文化が本格的にマラッカに定着する決定的な契機となりました。

マラッカ王国が公式にイスラム教を受容したことで、マラッカは東南アジア初のイスラム・スルター

ン国として確立し、この地域全体のイスラム化にも大きく貢献しました。当時、アラブの商人たち

や中東のイスラム学者たちはマラッカの宮廷に進出し、王国の政治、経済、文化の各方面に大きな

影響力を行使しました。これにより、マラッカは東南アジア地域において最も重要なイスラム文化

の中心地へと成長することとなりました。

アラブと中東の影響は、マラッカの宗教的建築様式において顕著に現れています。その代表的な例

が、1748年に建立された有名なモスク「カンポン・クリン（Kampung Kling）モスク」です。カ

ンポン・クリンモスクは、マラッカのみならず東南アジア全域においてもその類を見ない独特の建

築様式を誇っており、これは中東のアラビア様式、インドのグジャラート様式、そして中国とマレー

の伝統様式がすべて融合した形態です。モスクの屋根は中国式の瓦で葺かれ、塔（ミナレット）は

インドのムガル様式とペルシア様式が融合した形で建築され、内部は中東イスラム建築のアーチ様

式とアラビア文字の書道で装飾されています。この独特な混合様式は、マラッカが中東とアジアを

結ぶ国際的な交流の中心地であったことをよく示しています。

アラブと中東の商人たちは、イスラム教だけでなくイスラム法（シャリア）やアラビア文字もマラッ

カに伝播させ、これは現地社会の法制度や教育体系にも深い影響を及ぼしました。15世紀から16世

紀にかけて、マラッカには中東地域から来たイスラム学者たちが活発に活動しており、彼らがマラッ

カ宮廷においてイスラム神学や法律を教育し、助言を提供したという記録が複数の歴史文献で確認

されています。例えば、マラッカ王国の代表的な法典とされる『マラッカ法典（Hukum Kanun

Melaka）』は、イスラム法であるシャリアの影響を顕著に受けた文書であり、アラビア式の法律概

念とマレーの伝統的慣習が結合された形態で構成されています。

マラッカの歴史記録である『セジャラ・マラユ（Sejarah Melayu、マレー年代記）』にも、アラブ

と中東の商人たちが現地社会と密接に結びついていたという内容が詳細に記されています。この文

献によれば、アラブやペルシア出身のムスリム学者や商人たちが王国の高官や王宮の顧問として活

動し、マラッカの統治者に対して政治・経済・宗教的な助言を提供し、さらには宮廷内での婚姻関

係を結ぶことで現地エリート層に深く根付いたと記録されています。

言語面においても、マレー語におけるアラビア語の影響は顕著に現れています。マレー語の語彙の

多くはアラビア語から借用されたものであり、宗教・教育・法分野ではアラビア語由来の語彙が豊

富に用いられています。例えば、マレー語で「学校」を意味する「スコール（sekolah）」はアラビ

ア語の「マドラサ（madrasah）」から派生した言葉であり、「法」を意味する「フクム（hukum）

」はアラビア語の「フクム（hukm）」から直接借用された語です。こうした言語的な影響は、イス

ラム文化がマラッカ社会の隅々まで深く浸透していたことをよく示しています。
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また、中東から流入したイスラム文化は、マラッカの伝統的な衣装や食文化にも大きな変化をもた

らしました。マラッカ地域で伝統的に着用される男性のバジュ・マレイ（Baju Melayu）や女性のバ

ジュ・クルン（Baju Kurung）は、中東のイスラム衣装に着想を得て発展した形態であり、体を適度

に覆い、優雅さを強調するイスラム的な美意識を反映しています。さらに、マラッカの食文化に不

可欠なハラル（Halal）の概念や、多様な中東料理が定着したのも、ムスリム商人の影響によるもの

です。

このように、マラッカにおけるアラブおよび中東の文化的影響力は、貿易や宗教の伝播にとどまら

ず、建築、言語、法、衣装、食など、社会と生活のあらゆる側面に深く根を下ろしました。今日で

もマラッカは、アラブや中東から伝えられたイスラム文化を積極的に保存しつつ、同時に現地のマ

レー文化と独自に融合した固有のイスラム文化を備えた都市として、その魅力を維持し続けていま

す。

ペラナカン（ババ＝ニョニャ）文化の誕生

マラッカの文化的融合の中で最も独特かつ重要なのは、ペラナカン（Peranakan）あるいはババ＝

ニョニャ（Baba-Nyonya）文化の発展です。この文化は、15世紀から17世紀にかけてマラッカに

定住した中国系男性移民と、現地のマレー系女性との結婚から始まりました。

「ペラナカン」はマレー語で「現地で生まれた」という意味を持ち、「ババ」は中国系男性、「ニョ

ニャ」は女性を指します。彼らは中国の民族的アイデンティティと宗教的慣習（祖先崇拝、仏教、

道教）を維持しつつ、マレー語、料理、衣装のスタイルを採用しました。その結果、独自の混合文

化が誕生しました。

ペラナカン文化の特徴は以下の通りです

言語 ババ・マレー語（Baba Malay）という独自の言語を使用しました。これはマレー語を基盤とし、

ホキエン語と英語の影響を受けたものです。

料理 ニョニャ料理（Nyonya cuisine）は、中国の調理法とマレーの香辛料を融合させた独自の料理

です。ラクサ（Laksa）、ポンテー（Pongteh）、アヤム・ブンキス（Ayam Buah Keluak）などが

代表的です。

衣装 女性は、刺繍で飾られたブラウスであるケバヤ（Kebaya）と、マレー伝統の布であるサロン

（Sarong）を組み合わせた服装を着用し、男性は中国風の衣装に西洋の影響を加えたものを着用し

ました。

チャン・シンの女性たちは華やかな宝石や装身具で有名であり、金製のピン（ケロサング）やビー

ズ刺繍の靴が特徴でした。

建築様式はペラナカン商人の邸宅において、中国、ヨーロッパ、マレーの建築様式が融合した独特

の形態を呈していました。華やかなタイル装飾、内部の中庭、精巧な木工作が特徴です。

19世紀から20世紀初頭にかけて、ペラナカン商人たちはマラッカ、シンガポール、ペナンにおける

経済において重要な役割を果たしました。彼らは英国植民地政府と緊密な関係を維持し、多くのペ

ラナカンが英語教育を受け、医師、弁護士、事業家などの専門職に従事しました。
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1957年のマレーシア独立以降、ペラナカン文化は若干衰退しましたが、近年では文化遺産としての

価値が認められ、保存と復興のための取り組みが行われています。現在、マラッカにはペラナカン

博物館があり、多くのペラナカン邸宅が観光名所として公開されています。

宗教的多様性と共存

マラッカは、長い歴史の流れの中で多様な民族や宗教共同体が互いに交流し、共存を実践してきた、

宗教的多様性に富んだ都市としてよく知られています。この都市は数百年にわたり、イスラム教、

仏教、ヒンドゥー教、キリスト教など多様な宗教が調和して共存しながら成長し、現在もその多様

性は都市全体の生活や日常の中で生き生きと現れています。マラッカを訪れる人々は、狭い地域の

中で異なる信仰を持つ共同体がそれぞれの信仰と伝統を維持しつつ、平和に相互交流する特別な姿

を見ることができます。

マラッカの宗教的多様性は、都市の物理的な景観においてもはっきりと現れます。都市の中心部で

は、徒歩数分の距離内でイスラム教のモスク、中国の寺院、ヒンドゥー教の寺院、キリスト教の教

会など、異なる宗教施設が平和に共存しており、住民たちは各自が自らの宗教的アイデンティティ

を維持しながら、日常的な交流を活発に続けています。

例えば、地元住民たちは日々の生活の中で、自分が信じる宗教に関係なく、他の宗教の祭りに互い

に参加したり、挨拶を交わしたりする姿を見せます。ラマダン期間中にムスリムが断食を終えた後

に行われる「イフタール」の行事や、華人住民が主催する春節の祭典、インド系住民のディパバリ

祭には、すべての住民が宗教や民族を超えて互いに訪れ、食事や祝福を分かち合う様子が日常的に

観察されます。

イスラム教は、マラッカの地域社会において長年にわたり重要な宗教として定着しました。1728年

に建立された「カンポン・フル・モスク」はマラシア最古のモスクの一つであり、建築的にも極め

て高い価値を有しています。このモスクは単なる礼拝の場を超え、地域住民が社会的・文化的に交

流し、互いの絆を深める空間として長きにわたりその役割を果たしてきました。金曜日の午後礼拝

や主要なイスラム教の祝祭期間には、モスク内外で住民が集い食事を分かち合い、共同体間の結束

を強めています。カンポン・フル・モスクはインド・ムガル様式、中国式の屋根、ヨーロッパ式の

柱、マレー伝統様式が融合した独特の姿を呈しており、マラッカ特有の文化的融合を鮮明に示して

います。

中国仏教寺院の代表的な例である「チャン・フーン・テン寺院」は、マラッカの華人コミュニティ

にとって精神的な中心地として機能しています。この寺院は1646年、福建省出身の中国移民によっ

て建立され、中国南部の伝統建築様式で建てられています。今日でも、この寺院は現地の華人住民

にとって重要な礼拝の場であり、社会的交流の中心地として、祝祭や各種の儀礼行事の際には多く

の華人家族が訪れ、香を焚き祭祀を行い、共同体としての連帯感を再確認する場所となっています。

ヒンドゥー教もまた、マラッカの歴史において重要な役割を果たしてきました。1781年、タミル系

商人によって建立された「スリ・ポヤタ・ヴィナヤガ・ムルティ寺院」はマラシア初のヒンドゥー

寺院として有名であり、現在もヒンドゥー教徒が礼拝や祈り、各種の祭祀行事のために活発に利用

しています。ここではヒンドゥー教の主要な祭典であるディパバリ期間に、多くの現地住民と観光

客が集い、ともに光の祭典を楽しんでおり、ヒンドゥー教の伝統とタミル文化が生々しく維持され
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ていることを示しています。

キリスト教もまた、マラッカの歴史において顕著に現れています。ポルトガル植民地時代から伝来

したキリスト教は、ローマ・カトリックの司祭フランシスコ・ザビエルの宣教活動によって地域に

急速に広まりました。ザビエルは1545年から1552年にかけてマラッカで活動し、現地住民に対し

て積極的に宣教を行い、その影響力は現在に至るまで続いています。彼が活動したセントポール教

会は、その後のオランダやイギリスの統治を経て姿を変えましたが、今なお歴史的遺産として地元

キリスト教徒や観光客に愛されています。現在もマラッカには多様なキリスト教教会が存在し、毎

週ミサが捧げられるなど、住民の生活の中にキリスト教が深く根付いています。

さらにマラッカには、歴史的にユダヤ教も共存していた記録が残っています。16～17世紀当時、ス

ペインやポルトガルでの宗教迫害を逃れたセファルディ系ユダヤ人たちがマラッカに一時的に定住

した記録があり、これはマラッカが古くから多様な宗教を受け入れ、包容してきたことを示してい

ます。

このような多様な宗教が平和に共存できた理由は、マラッカ住民の開放的で寛容な生活態度による

ものでした。異なる宗教共同体は、平和な日常的な交流と協力を維持し、互いの違いを理解し尊重

する文化を形成しました。住民たちはそれぞれの宗教伝統を守りつつ、他宗教の祭りを互いに祝い

合い、隣人と食事を分け合いながら、自然に調和した生活を送ってきました。

このような宗教的多様性と共存の精神は、海外の文献においても高く評価されています。イギリス

の作家イザベラ・バードは、その著書『黄金半島と東洋の天国』において、マラッカを「非常に多

様な文化と宗教が完璧に調和している都市」と描写しており、マラッカは今もその宗教的多様性と

包容力によって、多くの訪問者や研究者から「生きた歴史の教科書」として評価されています。

マラッカの多文化的特性は、単に多様な文化が共存するにとどまらず、文化間の融合と革新を通じ

て独自の地域的アイデンティティを形成しました。多様な宗教的伝統が一つの空間で調和して共存

するマラッカの姿は、マレーシア全体が追求する多文化共存の理想を象徴的に示す事例です。この

ような宗教的多様性と相互尊重の伝統は今日に至るまでマラッカの重要な社会的・文化的資産とし

て残り、国際的な観光客にも深い印象を与えています。

スルターン・マンスール・シャーとハンリポ姫

海の香りが満ちたマラッカ海峡の涼しい風の中で伝えられる物語があります。15世紀半ば、東南ア

ジアで最も繁栄していたマラッカ王国と東アジアの巨大帝国・明王朝を結ぶ愛の物語です。スルター

ン・マンスール・シャーとハンリポ姫の結婚は、単なる政治的同盟を超え、二つの偉大な文明の出

会いであり、マラッカの多文化的アイデンティティを形成した重要な歴史的出来事でした。

1444年、スルターン・ムザファル・シャーの後を継いで王位に就いたマンスール・シャーは、若く

野心に満ちた統治者でした。父が築き上げた基盤の上に、マンスール・シャーはマラッカを東南ア

ジア最高の貿易中心地へと発展させようとしました。マラッカ港には毎日数百隻の船が行き来し、

アラブ、インド、中国、ジャワ、タイなど多様な地域から来た商人たちで賑わっていました。

マンスール・シャーは貿易を繁栄させ、王国の影響力を拡大するために、周辺諸国との外交関係を

強化することに注力しました。その中でも明王朝との関係は特別でした。当時、明王朝は鄭和の遠
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征を通じて「海禁」政策の中においても東南アジアとの交流を続けており、マラッカはその中核拠

点でした。

1455 年、マンソル・シャーは明の景泰帝に特別な使節団を派遣しました。彼は中国との貿易独占

権を確保し、マラッカの国際的立場を高めるために、中国皇族との婚姻同盟を提案しました。景泰

帝はこの提案を前向きに検討し、翌年その回答が届きました。

「深き青き海を越えて来し使節団が宮廷に参りました、陛下。」明の宮廷の宦官が皇帝に報告しま

した。「マラッカのスルタンが、我らが大明との永遠の友好を誓い、特別な要請を寄せられました。

」

景泰帝は、東南アジアのこの小さな王国が自らの帝国にとっていかに重要であるかを知っていまし

た。マラッカは中国の商人が西方世界と交易を行うための重要な要衝でした。また、鄭和の報告に

よれば、マラッカは秩序正しく繁栄する王国でした。

深い思慮の末、皇帝は決断を下しました。「マラッカのスルタンの要請を受け入れよう。皇族の血

を引く姫君を送り、両国の友好を固めよう。」

選ばれた人物はハンリポ姫でした。皇族の遠縁であり、美しさと知恵で知られる彼女にこの任務が

与えられました。ハンリポは当初、見知らぬ地への旅を恐れましたが、王朝に対する自らの義務を

受け入れました。

1457 年の春、北京を出発したハン・リポ公妃の護衛艦隊は壮観でした。500 余名の随行員や宮女

たちが彼女と共にし、高級な絹織物、磁器、宝石、香辛料など、貴重な贈り物が満載されていまし

た。この旅は中国沿岸に沿って南シナ海を渡り、マラッカ海峡に至るまで、約 3 ヶ月を要する長い

航海でした。

航海の途中、ハン・リポは甲板から果てしなく広がる海を見つめながら、自分が向かおうとする未

知の王国について考えを巡らせていました。彼女の側には、熟練した通訳兼顧問のファン・シン（

黄信）がいました。

「公妃様、マラッカは小さくても繁栄する王国です。鄭和提督が 3 度も訪れた場所です。スルター

ン・マンスール・シャーは、知恵と公正さで知られる統治者です」と、ファン・シンは彼女を安心

させました。

ハン・リポは静かに頷きました。「私が恐れているのは、見知らぬ土地そのものではなく、そこで

の私の役割です。私は単なる外交の道具ではなく、2 つの偉大な文明を結ぶ架け橋になりたいので

す」と。

1457 年の夏、ハン・リポの艦隊がマラッカ港に到着したとき、街全体が祭りの雰囲気に包まれま

した。スルターン・マンスール・シャーは自ら港に出て、中国の公妃を迎えました。彼は 30 代前

半の堂々とした体格の男性で、威厳ある姿勢と親しみやすい微笑みを備えていました。

出会う瞬間、マンソル・シャーはハンリポ姫の美しさに感銘を受けました。彼女は華やかな中国の

伝統衣装を身にまとい、品のある姿で船から降り立ちました。二人は異なる言語を話していました

が、その瞳には互いへの敬意と好奇心が込められていました。
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「わがマラッカは姫の美しさに比べれば及ばぬものですが、心からの歓迎をお受けください」と通

訳を介してマンソル・シャーは述べました。

ハンリポは丁寧に頭を垂れて応じました。「偉大なスルタン様、私は二つの国の友好のためにここ

へ参りました。あなたの王国はすでにその美しさで私を魅了しています。」

マラッカの宮殿へと続く道は花と香辛料で飾られ、数千人の市民が通りを埋め尽くして異国の姫を

一目見ようと集まりました。ハンリポの到着は、新たな時代の幕開けを告げる歴史的な瞬間でした。

結婚式はイスラムの伝統と中国の儀礼を調和させた形で行われました。ハンリポはイスラムに改宗

し、マレー語の名「ラジャ・プテリ（Raja Puteri、姫）」を与えられましたが、同時に彼女の中国

としてのアイデンティティも尊重されました。マンソル・シャーは彼女と随行員たちのために特別

な居住区を設け、この地は後に「ブキット・チナ（Bukit Cina、中国の丘）」として知られるように

なりました。

当初は言語や文化の違いにより困難を味わいましたが、マンサール・シャーとハンリポは次第に互

いを理解し尊重する関係を築いていきました。ハンリポはマレー語を学びイスラムの慣習に適応し、

マンサール・シャーは中国の文化と哲学に深い関心を示しました。

「あなたの文化は実に深遠です」とある夜、ハンリポが中国の書道を教える際にそう述べました。

「それぞれの文字には、数千年の歴史と知恵が込められていますから。」

マンサール・シャーは微笑みました。「あなたの民のように、彼らの知識と技術は我が国にとって

大きな贈り物です。私たちは互いから多くのことを学ぶことができるのです。」

ハンリポ公妃の影響力は王宮を超え、マラッカ社会全体に広がっていきました。彼女の随行員たち、

技術者や職人たちはマラッカに定住し、中国の文化、建築、料理、工芸を広めました。彼らは現地

の人々と結婚し、ペラナカン（Peranakan）またはババ＝ニョニャ（Baba-Nyonya）と呼ばれる独

自の混合文化共同体の起源となりました。

マンサール・シャーとハンリポの結婚は政治的同盟の色彩が強かったものの、時が経つにつれて二

人の間には真の愛情と尊敬が育まれました。二人は複数の子女をもうけ、その子たちは中国とマレー

の血統を継承し、マラッカの多文化な王室の伝統を強化しました。

マンスール・シャーの統治期間（1444-1477年）において、マラッカは全盛期を迎えました。中国

との特別な関係により貿易が繁栄し、王国の影響力はマレー半島やスマトラ島の一部まで拡大しま

した。ハン・リポは夫の統治を支える賢明な助言者として、中国との外交関係において重要な役割

を果たしました。

マンスール・シャーが世を去った後、ハン・リポはブキット・チニアで余生を送ったと伝えられて

います。ここには彼女と随行員たちを記念する中国式の墓所と井戸が今も残っており、マラッカの

重要な歴史的・文化的名所となっています。

スルタン・マンスール・シャーとハン・リポ姫の愛の物語は、単なる恋愛を超え、異文化間の理解

と融合の象徴です。二人の結合はマラッカの多文化的アイデンティティの形成に決定的な影響を与

え、今日まで続く中国とマレーの文化交流の始まりとなりました。
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15世紀からマラッカに定住した中国男性たちは、現地のマレー女性と結婚し、「ペラナカン」と呼

ばれる独自の混合文化を形成しました。彼らは中国とマレーの伝統を融合させた独自の言語、衣装、

料理などを発展させ、マラッカの多文化的景観をさらに豊かにしました。ペラナカン文化は、異な

る民族間の愛と結合が生み出した美しい成果であり、現在もマラッカの重要な文化遺産として残っ

ています。

ペラナカン文化は、マレーシア、特にマラッカの文化的多様性を代表する美しい事例です。15世紀

に始まったこの独自の文化的融合は、長い年月を経て発展を遂げてきました。

ペラナカン文化の始まりは、中国商人によるマラッカへの定住と密接に関わっています。ハンリポ

姫と共にマラッカに到着した数百人の中国の随行員が重要な役割を果たしました。彼らは現地に定

住し、マレー女性と結婚することで、自然な文化の融合が生まれました。

男性は「ババ（Baba）」、女性は「ニョニャ（Nyonya）」と呼ばれました。彼らは中国の祖先崇

拝と家族の価値観を維持しつつ、マレー語と慣習を積極的に取り入れました。時が経つにつれて、

彼ら独自の文化的アイデンティティが形成されていきました。

ペラナカン社会は、「ババ・マレー語」という固有の方言を発展させました。これはマレー語を基

盤としつつも、中国語（ホキエン語）の語彙や表現が多数混在した形態です。この言語は、彼らの

独自のアイデンティティを表現する重要な手段となりました。

服飾文化においても融合が実現しました。ニョニャはマレースタイルの上衣「ケバヤ（kebaya）」

と、長いスカート「サロン（sarong）」を着用しましたが、それを中国の刺繍技法と華やかな色彩

で装飾しました。精巧なビーズ刺繍と華やかな文様が特徴のニョニャ・ケバヤは、ペラナカン女性

の芸術的感性と洗練さを示すものでした。

ペラナカン文化の中で最も広く知られている側面は、おそらく「ニョニャ料理」でしょう。この料

理は中国の調理法を基盤としつつも、マレーとインドネシアの香辛料と調理法を大胆に融合させま

した。ラクサ（Laksa）、アサム・フィッシュ（Asam Fish）、バビ・ポンテ（Babi Pongteh）な

どの料理は、複雑な香辛料の組み合わせと豊かな味わいで有名です。

ニュニャ料理の特徴は、タマリンド、レモングラス、ガランガル、チリなどの地元香辛料を豊富に

使用し、中国風の調理技法を取り入れている点にあります。この独特な味の組み合わせは、ペラナ

カン文化の創造的な融合を完璧に示しています。

ペラナカンの家屋は、中国の伝統建築とマレー、ヨーロッパの植民地様式が混在した独特な形態を

示しています。狭く深い構造を持つこの「ショップハウス」は、華やかなタイル、精巧な木工細工、

そして中国のモチーフとマレーのパターンが調和した装飾で知られています。

陶磁器、家具、宝石などの工芸品においても、ペラナカン独自の美意識が表れています。華やかな

色彩と精巧なデザインを持つペラナカンの陶磁器は、彼らの審美眼と富の象徴でした。

今日、ペラナカン文化はマレーシアの重要な文化遺産として認められています。マラッカとペナン

にある多くの博物館や文化センターでは、この独特な文化の保存と展示が行われています。また、

ペラナカン料理はマレーシア料理の重要な一部として、多くの飲食店や家庭で今なお愛されていま
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す。

現代化と都市化により伝統的なペラナカンの生活様式は減少していますが、その文化的遺産は引き

続き研究され、記念されています。ペラナカン文化は、多様性が創造的な融合へとつながりうるこ

とを示す美しい事例であり、マレーシアの多文化的なアイデンティティを形成する上で重要な役割

を果たしています。

マラッカの街を歩けば、イスラムのモスクと中国の寺院が並んで建つ様子や、マレー、中国、イン

ド、ヨーロッパの様式が調和して融合した建築物、そして多様な文化的要素が溶け合ったペラナカ

ン文化の痕跡を見つけることができます。これらすべては、500年以上前、2つの文明を結ぶために

海を越えた一人の王女の勇気と献身、そして彼女を受け入れたスルタンの開かれた視点に始まりま

す。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.

#金京鎮 #AI書房 #マレーシア #マラッカ海峡 #地政学 #クアラルンプール #ASEAN #歴史 #文化 #

旅行
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第12章 世界文化遺産マラッカ

第3部 マラッカの歴史と重要性

← 前の章

全章を見る

次の章 →

ユネスコ世界文化遺産登録の意義

マラッカは2008年7月7日、ペナン州ジョージタウンと共にユネスコ世界文化遺産に登録されまし

た。これは、マラッカの豊かな歴史的・文化的遺産が世界的に認められたことを意味する重要な出

来事でした。ユネスコはマラッカの遺産登録の根拠として、以下の要素を強調しました。

マラッカとジョージタウンは、500年以上にわたる貿易と文化交流を通じて形成された独自の建築、

文化、都市景観を保存しています。

両都市は、東洋と西洋の影響が交差して形成された多文化遺産の生きた証です。

マラッカは、アジアとヨーロッパ間の交易路の戦略的位置から発展した重要な港湾都市であり、多

様な文明と時代の影響を反映しています。

世界文化遺産への登録は、マラッカに数々の重要な意味をもたらしました。まず、これはマラッカ

の歴史的・文化的価値が国際的に認められたことを意味し、マレーシアの国家的誇りを高めました。

また、遺産保全のための国際的な支援と協力の機会を開き、観光業の発展にも大きく貢献しました。

世界文化遺産への登録以降、マラッカは国内外の観光客にとってより人気のある目的地となりまし

た。観光収入の増加は地域経済の発展に寄与し、それは再び遺産の保全や文化的アイデンティティ

の強化のための資源として活用されています。

保存された歴史的建造物と遺跡

マラッカの世界文化遺産区域は、大きく二つの部分に分かれています。すなわち、コア・ゾーン（

核心区域）とバッファー・ゾーン（緩衝区域）です。コア・ゾーンは最も重要な歴史的建造物や遺

跡が集中する地域であり、バッファー・ゾーンはコア・ゾーンを取り囲み、それを保護する役割を

果たします。

マラッカに保存されている主な歴史的建造物と遺跡は以下の通りです

ポルトガル時代の遺跡

ア・ファモサ砦の遺跡 1511年にアルブケルケが建設した砦の残存部分で、サンティアゴ・ゲート

とも呼ばれています。この砦はもともとより大きかったのですが、イギリス植民地時代に大部分が

破壊されました。
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セントポール丘陵と教会の遺跡 フランシスコ・ザビエルが設立した教会の遺跡で、丘陵からはマラッ

カ市内と海峡の眺望を楽しむことができます。

オランダ時代の建築物

スタットハイス 1650年代に建設された赤い建物で、オランダ総督の官邸として使用され、現在は

歴史民族博物館として利用されています。

クライスト・チャーチ（Christ Church）は1753年に完成したオランダ改革派教会で、特徴的な赤

い外観が魅力です。

オランダ広場（Dutch Square）は、スタッドハウスとクライスト・チャーチを含むオランダ植民時

代建築が集まる広場です。

中国・マレー建築

清雲巖（Cheng Hoon Teng Temple）は1646年に建立されたマレーシア最古の中国寺院で、伝統

的な中国南部建築様式を示しています。

ブア・ハン・ケオン（Baba Nyonya Heritage Museum）は、19世紀末のペラナカン富裕層の生活

様式を示す伝統的な邸宅です。

クラング・モスク（Kampung Kling Mosque）は1748年に建立されたモスクで、中国、インド、マ

レーシアの建築様式が融合した独特の姿を呈しています。

歴史的な通りと地区

ジョンカー通り（Jonker Street）はマラッカのチャイナタウンの中心街で、骨董品店、伝統的なレ

ストラン、ペラナカン建築が並んでいます。

ヘレン通り（Heeren Street）はかつてオランダの商人や富裕なペラナカンが暮らした通りで、美し

い歴史的建造物が保存されています。

ハーモニー通り（Harmony Street）は、モスク、中国寺院、ヒンドゥー寺院など多様な宗教施設が

一つの通りに並んでおり、宗教的多様性と調和を象徴しています。

これらの歴史的建造物や遺跡は、マラッカの多層的な歴史と多文化性を示す重要な証拠です。それ

ぞれの建造物は特定の時代と文化の影響を反映しており、これらが一つの空間に共存する姿がマラッ

カの独自の魅力を形成しています。

文化遺産保全への取り組み

マラッカが世界文化遺産に登録されて以降、この都市の歴史的・文化的価値を保全するためのさま

ざまな取り組みが行われています。これらの保全活動は、政府機関、非政府団体、地域社会、そし

て国際機関の協力によって進められています。
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マレーシア連邦政府とマラッカ州政府は、世界文化遺産の管理のための法的・制度的枠組みを構築

しました。2005年に制定された「国家遺産法」は文化遺産保護のための法的基盤を提供し、「マラッ

カ世界遺産事務所」が遺産地域の管理と保全を担当しています。

具体的な保全の取り組みとしては、以下の活動があります

歴史的建造物の復元 損傷した歴史的建造物の復元作業が継続して行われています。この過程では、

建造物の歴史的真正性を維持するための努力が強調されています。

伝統技術と工芸の保存 伝統的な建築技術、手工芸、料理法などの無形文化遺産の保存と継承のため

のプログラムが運営されています。

地域社会の参加 遺産保存において、地域住民の参加と意識向上が重視されています。住民向けの教

育プログラムやワークショップが定期的に開催されています。

持続可能な観光開発 観光産業の発展と遺産保存のバランスを保つための努力がなされています。こ

れには、訪問者の管理、インフラ整備、観光プログラムの多様化などが含まれます。

国際協力 ユネスコや他の国際機関との協力を通じて専門知識と資源を共有し、文化遺産保存のため

の国際的な基準と慣行を採用しています。

しかし、マラッカの文化遺産保全は数々の課題に直面しています。急速な都市化と開発圧力、気候

変動と環境問題、過度な観光客の流入による負担、そして保全のための資源と専門性の不足などが

主要な課題として挙げられています。

こうした課題にもかかわらず、マラッカは独自の歴史と文化を保全しつつ、現代都市として発展す

るためのバランスを探ろうと努めています。世界文化遺産としての地位は、これらの努力の重要性

を強調し、マラッカが過去の遺産を大切にしつつ、未来へと進むための基盤を提供します。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com
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第13章 首都クアラルンプール

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

クアラルンプールの歴史と発展

クアラルンプールはマレーシアの首都かつ最大都市であり、マレー語では「泥川の合流点」という

意味です。この名前は、クラン川とゴムバック川が合流する地点に都市が位置していることに由来

しています。

1857年、錫の採掘のために中国人の鉱夫たちがこの地域に定住したことで、クアラルンプールの歴

史が始まりました。ラジャ・アブドゥラの支援を受けた中国人の指導者ヤプ・アハ・ロイは、初期

の定住地を発展させる上で重要な役割を果たし、しばしば「クアラルンプールの創始者」と呼ばれ

ています。

1880年代、イギリス植民政府はクアラルンプールをスランゴール州の行政の中心地として指定しま

した。1896年にはマラヤ連邦の首都となり、これは都市発展における重要な転換点となりました。

この時期には多くの植民地時代の建築物が建設され、スルタン・アブドゥル・サマド庁舎のような

ムアール＝インド様式の建築が代表的です。

第二次世界大戦中、クアラルンプールは日本軍によって占領されました。戦後には反植民地独立運

動の中心地となりました。1957年のマラヤ連邦の独立に伴い、クアラルンプールは新たな国家の首

都となり、1963年にマレーシア連邦が成立した後もこの地位を維持しました。

1969年5月13日に発生した民族間暴動は、クアラルンプールの歴史における悲劇的な出来事であり、

その後のマレーシアの民族政策や都市発展に大きな影響を与えました。

1970年代から1980年代にかけて、クアラルンプールは急速な近代化の時期を迎えました。マハティ

ル・モハマド首相の指導のもとで実現された経済成長と都市化は、都市の景観を大きく変貌させま

した。1990年代にはペトロナス・ツインタワーをはじめとする近代的な建築物が建設され、クアラ

ルンプールは国際的な大都市へと変貌を遂げました。

1999年、連邦行政機能の一部が新たな行政首都プトラジャヤへ移転されましたが、クアラルンプー

ルは依然としてマレーシアの経済・文化・商業の中心地としての役割を果たし続けています。2022

年時点でのクアラルンプールの人口は約180万人、周辺地域を含む都市圏の人口は約800万人に達

しています。

今日、クアラルンプールは歴史的遺産と未来志向的な発展が共存するダイナミックな都市であり、

多様な文化と宗教が調和して息づくマレーシアの縮図ともいえるでしょう。
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ペトロナス・ツインタワーと現代建築

ペトロナス・ツインタワーはクアラルンプールの象徴的な建築物であり、マレーシアの近代的発展

と経済的成就を象徴しています。1998年の完成当時、高さ452メートル（88階建て）で世界一高

い建物であり、2004年までこの記録を維持しました。現在も世界で最も高い双子のビルとして記録

されています。

アルゼンチン出身の建築家セサル・ペリが設計したこの建物は、イスラム建築の影響を受けていま

す。8つの頂点を持つ星型の平面図はイスラム幾何学からインスピレーションを得ており、タワーの

断面はイスラム芸術でよく見られる「ルブ・アル・ヒズブ」のシンボルを連想させます。外観に使

用されたステンレススチールとガラスは現代的な印象を与えつつ、マレーシアの伝統工芸であるソ

ンケット織物のパターンを反映しています。

42階に位置し、2つのタワーを結ぶスカイブリッジは訪問者に都市の絶景を提供しており、タワー

内部にはショッピングモール、コンサートホール、美術館、国営石油会社ペトロナスの本社などが

位置しています。

ペトロナス・ツインタワー以外にも、クアラルンプールには現代建築の傑作として評価される複数

の建物があります。

KLタワーは高さ421メートルの通信塔で、展望台からは都市のパノラマを鑑賞できます。イスラム

建築様式からインスピレーションを得たデザインが特徴です。

ミッドバレー・メガモールとガーデンズモールは、クアラルンプールを代表する大型ショッピング

複合施設であり、現代的な消費文化の中心地です。

国立モスク（ナショナル・モスク、マスジド・ナグラ）は1965年に完成したこのモスクは、現代的

イスラム建築の代表的な事例であり、1万5千人を収容可能です。16枚の花びら型のドームが特徴的

です。

ムジカ・レイは音楽をテーマにした居住用高層ビルで、独特な波型のデザインが特徴です。

カムニン・エコ・スカイは持続可能な開発を追求する環境に優しい複合ビルで、垂直庭園と太陽光

パネルが特徴です。

これらの現代建築は、クアラルンプールが伝統と現代性を融合させた都市であることを示していま

す。都市全体は、植民地時代の歴史的建造物、伝統的なマレー建築、そして未来志向の現代建築が

共存する独特の景観を形成しています。

文化的多様性が息づく街

クアラルンプールは多様な民族と文化が共存する都市であり、その多文化性は都市の各地域や通り

において顕著に表れています。各地域は独自の文化的アイデンティティと雰囲気を持ち、都市全体

に豊かな多様性を加えています。
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チャイナタウンはクアラルンプールで最も活気ある地域のひとつで、ペタリング・ストリートを中

心に形成されています。赤い提灯や中国語の看板、寺院が並ぶこの地域は中国文化の中心地です。

観光客に人気の夜間市場では、さまざまな中国料理、衣類、アクセサリー、偽ブランド製品などが

販売されています。また、1873年に建立された関帝廟などの歴史的な寺院もあります。

リトル・インディア（ブリックフィールズ）はインド文化の中心地であり、鮮やかな色のサリーや

香辛料店、インド料理店が特徴です。この地域はディパバリ（光の祭典）のようなインドの祝祭期

間にはさらに活気を帯びます。ジャラン・トゥン・ペラクにあるスリ・マハ・マリアマン寺院は、

1873年に建立された最も古いヒンドゥー教寺院の一つです。

マレーの伝統を体験できるカンポン・バヌは、都市中心部に位置する伝統的なマレーの村で、高層

ビル群の中に伝統的なマレーの木造家屋が保存されています。この地域はマレー文化と料理の中心

地であり、夕方の屋台市場ではナシ・レマックやサテなど、さまざまなマレーの伝統料理を楽しむ

ことができます。

ブキト・ビンタン（Bukit Bintang）はクアラルンプールの代表的なショッピング・エンターテイン

メント地区であり、近代的なショッピングモール、高級ホテル、レストラン、ナイトクラブが密集

しています。主要な商業地域には、ジャラン・ブキト・ビンタン（Jalan Bukit Bintang）、ジャラ

ン・スルタン・イスマイル（Jalan Sultan Ismail）、インビ・スクエア（Imbi Square）などがあり

ます。

セントラル・マーケット（Central Market）は1930年代に建設されたアール・デコ様式の歴史的建

造物で、元々は湿式市場でしたが、現在はマレーシアの芸術や工芸品を販売する文化市場へと変貌

を遂げています。ここではバティック（batik）、ソンケット（songket）、木彫り、陶磁器など、

さまざまな伝統工芸品を購入することができます。

KLCC公園（KLCC Park）はペトロナス・ツインタワー周辺に位置する20ヘクタールの都市公園で、

地元住民と観光客双方に人気のある憩いの場です。湖、ウォーキングおよびジョギング・トラック、

子供用遊戯場、噴水などを備えており、夕方には照明を浴びたツインタワーの眺めが絶景です。

これらの多様な地域や通りは、クアラルンプールの多文化的なアイデンティティを形成する重要な

要素です。狭い地域内で複数の文化圏の食文化、建築、宗教、店舗を体験できる点は、クアラルン

プールを独特で魅力的な都市とする核心となる要素です。

国立モスクと宗教建築

クアラルンプールには多様な宗教の聖地や建築物があり、これはマレーシアの宗教的多様性を反映

しています。その中で最も重要なのは国立モスク（Masjid Negara）で、マレーシアのイスラム的ア

イデンティティを象徴する建築物です。

1965年に完成した国立モスクは、マレーシアの独立を記念して建設されました。マレーシアの初代

首相トゥンク・アブドゥル・ラーマンが構想したこのモスクは、近代的イスラム建築の傑作として

評価されています。73メートルの高さを誇る主ミナレット（尖塔）と、16枚の花びらを象った独特

の星型のドームが特徴です。このドームはマレーシアの熱帯の傘を連想させるデザインで、伝統と

現代の調和を追求しました。モスク内部は1万5千人の礼拝者を収容可能で、美しいカリグラフィー
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や装飾で飾られています。

もう一つの重要なイスラム建築としてジャメ・モスク（Masjid Jamek）があります。1909年に完

成したこのモスクは、イギリスの建築家アーサー・ベニソン・ハーバック（Arthur Benison

Hubback）が設計したもので、ムガル様式とムーア様式が混在したデザインが特徴です。クラン川

とゴンパク川が合流する地点に位置するこのモスクは、クアラルンプールで最も古いモスクの一つ

であり、歴史的価値が高いです。

イスラム建築以外にも、クアラルンプールには多様な宗教の聖地があります。スリ・マハ・マリア

マン寺院（Sri Maha Mariamman Temple）はクアラルンプールで最も古いヒンドゥー教寺院で、南

インドのドラヴィダ様式で建てられています。鮮やかな色彩のゴプラム（gopuram、塔門）と精巧

な彫像が特徴で、タイプサム祭りの期間にはバトゥ洞窟へと続く行列の発着点となります。

チンスイ（Thean Hou）寺院はクアラルンプールの代表的な中国寺院で、天后神（中国の海神マツ）

を祀っています。6階建てのこの雄大な寺院は1980年代に建立され、中国の伝統建築と現代技術を

融合させたデザインが特徴です。街を見下ろす丘に位置し、絶景を提供します。

セント・メリー大聖堂はクアラルンプールの代表的なキリスト教建築で、1894年に建立された英国

ゴシック様式の教会です。尖塔やステンドグラスの窓、木製の装飾など、伝統的な英国教会の特徴

を備えています。

バトゥ洞窟は都心から約13km離れていますが、クアラルンプールを訪れる観光客にとって最も人

気のある宗教名所の一つです。石灰岩の洞窟内にあるヒンドゥー教の聖地で、272段の階段を登る

とムルガン神を祀る寺院があります。入口には高さ42.7メートルのムルガン神像が建立されており、

毎年タイプサムの祭礼には数十万人の巡礼者が訪れます。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第14章 歴史都市マラッカ探訪

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

スタドハウスとオランダ広場

マレーシアの歴史都市マラッカは、東南アジアにおいて最も豊かな植民地遺産を有する場所です。

その中でもまず目に入るのは、鮮やかなテラコッタ色のオランダ広場と、その中心に位置するスタ

ドハウスです。これらの建物は、マラッカを訪れる観光客に最初の印象を与える象徴的な風景となっ

ています。

1650年代に建設されたスタドハウスは、オランダ語で「市庁舎」を意味し、東南アジアに現存する

最も古いオランダ植民地建築の一つです。この建物は元々、オランダ東インド会社の総督の官邸お

よび行政の中心地として使用されていました。現在ではマラッカ歴史民族博物館として活用されて

おり、マラッカの豊かな歴史と文化を展示しています。

スタドハウスの建築様式はオランダ・ルネサンス様式に基づいていますが、熱帯気候に適応させる

ための独自の特徴が加えられています。厚い壁と高い天井は室内の温度を下げるのに役立ち、広い

窓は自然換気を促進します。建物内部に入ると、雄大な木製の柱や階段、そして昔の家具が訪れる

人々を過去へと案内します。

オランダ広場はスタドハウスを中心に、複数の植民地時代の建物が集まっている場所です。1753年

に完成したクライスト教会はオランダ改革派教会として建設されましたが、後に英国国教会へと転

換されました。この建物もまた、特有の赤い外観、ポルトガル製の鐘、オランダ製のタイル、そし

てマレーシア地域の木材で作られた柱など、多様な文化的要素を融合させた独特の建築です。

広場の中央にはヴィクトリア女王の噴水があり、周囲にはイギリス植民地時代の時計塔や記念碑が

並んでいます。これらの建造物は、マラッカが経験した3つのヨーロッパ植民勢力（ポルトガル、オ

ランダ、イギリス）の痕跡をそのまま示しています。

「マラッカの赤い広場に立つと、時間が止まったような感覚に陥ります」と、イギリスの旅行作家

サイモン・ウィンチェスターは著書『東洋の発見（The Map That Changed the World）』でこう

記しています。「赤い建物は強烈な熱帯の日差しの下でより鮮やかに輝き、まるでオランダの街が

赤道の近くへ移植されたかのような錯覚を呼び起こします。しかし、オランダの落ち着いた街並み

とは異なり、マラッカのオランダ広場は多様な文化の音や香り、色彩で溢れています。」

現在、オランダ広場の周辺では豪華に装飾された人力車（トリショ）が観光客を待ち構え、さまざ

まな屋台が現地の料理や土産物を販売しています。歴史的建造物と現代的な観光要素が調和したこ

の場所は、マラッカを訪れるすべての旅行者が必ず立ち寄るべき最初の名所です。
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セントポール丘陵とポルトガルの遺跡

マラッカの中心部から丘を登ると、セントポール丘陵（St. Paul's Hill）が現れます。この丘はマラッ

カで最も古いヨーロッパ植民地の遺跡を収めており、マラッカの歴史的変遷を一覧できる場所です。

丘の上に位置するセントポール教会（St. Paul's Church）は、1521年にポルトガル人のドゥアルテ・

コエーリョ（Duarte Coelho）によって建立された「ノッサ・セニョーラ・ダ・アヌンシアダ（

Nossa Senhora da Anunciada）」という聖堂に始まります。16世紀半ばにはイエズス会の宣教師

フランシスコ・ザビエル（Francis Xavier）がここで活発な宣教活動を行い、彼の遺体は1553年に

中国の上海島で亡くなった後、一時的にここに安置されました。

オランダがマラッカを占領した後、この教会は「聖パウロ教会（St. Paul's Church）」と改名され、

オランダの改革派教会として使用されました。イギリス時代には軍需品庫として利用された後、次

第に放置されるようになりました。現在では石壁のみが残る廃墟となっていますが、その威厳と歴

史的意義は依然として強く残っています。

教会内部には古いオランダの墓石が残っており、当時マラッカに居住していたオランダの商人、官

吏、そしてその家族たちの物語を伝えています。教会の前には腕を折られたフランシスコ・ザビエ

ルの石像が立っています。この石像については興味深い伝説が伝えられています。1952年に設置さ

れた直後に大きな嵐が吹き、石像の右腕が折れたのですが、翌年には日本の長崎のザビエル像も同

じ位置の腕が折れるという不思議な出来事が起きたそうです。地元の人々はこれを神の御意と捉え、

石像をそのまま保存することに決めました。

セントポール丘からは、マラッカ市内と海峡の絶景を楽しむことができます。晴れた日にはマラッ

カ海峡やスマトラ方面まで見渡すことができ、夕暮れ時には赤く染まる地平線と街の明かりが調和

して、幻想的な風景を演出します。

丘を下る道には、1511年にポルトガルがマラッカを占領した後にアフォンソ・デ・アルブケルケが

建設した「A パモサ」要塞の唯一残された部分であるサンティアゴ門（ポルタ・デ・サンティアゴ）

があります。もともとこの要塞ははるかに大規模でしたが、1807年にイギリスがマラッカを接収し

た際に破壊される危機に瀕しました。当時、イギリス東インド会社のトマス・スタンフォード・ラッ

フルズがその歴史的価値を認識し、門の部分だけでも保存するよう説得したおかげで、今日まで残

されています。

1935年、イギリスの作家モーリス・コリスは彼の旅行エッセイでセントポール丘陵を次のように描

写しました。「夕暮れが色づき始める頃、私は廃墟となった聖パウロ教会の屋根のない内部に座っ

ていました。眼下にはマラッカ海峡が黄金色に輝き、遠くの地平線にはスマトラのぼんやりとした

輪郭が見えました。その瞬間、私はこの場所でフランシスコ・ザビエルがアジアの未来を夢見てい

た姿を想像することができました。彼が訪れたその海を通じて、今や全く異なる世界が東洋へと押

し寄せており、歴史はいつも私たちが予想もしない方向へと流れていくものです。」

これらのポルトガルの遺跡は、マラッカが経験した最初のヨーロッパ植民地時代の痕跡を示す貴重

な歴史的証拠です。そして、これらの遺跡は東洋と西洋の文明が初めて出会い、衝突した時代の物

語を今日まで鮮やかに伝えています。
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ジョンカー・ストリートとチャイナタウン

マラッカの歴史的中心地から少し歩くと、活気あふれるジョンカー・ストリートに到着します。公

式名称は「ジャラン・ハン・ジェバット」ですが、多くの人々はオランダ時代の名称である「ジョ

ンカー・ストリート」と呼んでいます。この通りはマラッカのチャイナタウンの中心地であり、17

～18世紀のオランダ統治時代には裕福な商人や貴族が居住していた地域でした。

現在、ジョンカー通りは骨董店、工芸品店、カフェ、レストランが軒を連ねる文化・商業の中心地

へと変貌を遂げています。金曜日から日曜日まで開催されるジョンカー・ウォーク・ナイト・マー

ケットは、マラッカで最も人気のある観光名所の一つです。夜になると、街は色とりどりの提灯や

屋台、屋台料理、そしてパフォーマンスを行う人々で溢れ、活気ある祭りの雰囲気を醸し出します。

ジョンカー通りの建物の多くは「ショップハウス」様式で、狭く長い2～3階建ての建物が連なる形

態をしています。これらの建物は、1階が店舗、2階が住居として利用される伝統的な中国商人の住

宅です。外観は、中国、マレー、ヨーロッパの植民地様式が独特に融合した姿を呈しています。華

やかなタイル、精巧な木工作品、そして植民地時代の建築要素が調和したこれらの建物は、マラッ

カの多文化史を如実に示す生きた証です。

ジョンカー通りとその周辺には、多くの歴史的・文化的名所があります。1673年に建立された鄭和

亭寺は、マレーシアで最も古い中国寺院であり、伝統的な中国南部の建築様式を示しています。こ

の寺院は、地元中国コミュニティの宗教的・社会的中心地として機能し続けており、精巧な木彫り

や繊細な彫刻で装飾された内部は、訪れる人々に深い印象を残します。

また、バーバ・ニョニャ・ヘリテージ・ミュージアムは、19世紀末の裕福なペラナカン家屋を改修

した博物館で、中国とマレー文化が融合した独自のペラナカンの生活様式と文化を展示しています。

華やかな家具、精巧な陶磁器、そして繊細な刺繍作品は、かつてのペラナカン社会の華やかな生活

様式を垣間見ることができます。

2007年、シンガポールの著名な作家タイ・ユー・タン（Tash Aw）は、小説『ハーモニー・シルク・

ファクトリー』の中で、マラッカのチャイナタウンを次のように描写しました。「ジョンカー・ス

トリートを歩くことは、タイムトラベルのようです。各建物は積み重なった歴史のページのように、

さまざまな時代と文化の物語を内包しています。中国の商人、オランダの管理者、マレーの職人、

そしてイギリスの探検家たちの足跡が、この狭い通りの石や木に刻まれています。そして夕暮れに

なると、通りは新たな生命力で目覚め、過去と現在が絶えず対話する独特な空間となります。」

ジョンカー・ストリートでは、さまざまな現地の料理や軽食も楽しむことができます。チキンライ

スボール、ドリアンパフ、パイナップルタルト、ニョニャ・ラクサなど、マラッカのユニークな料

理が訪問者の味覚を魅了します。ペラナカン料理は、中国の調理法にマレーの香辛料や食材を加え

た独自の融合料理であり、マラッカを訪れる際にはぜひ味わっていただきたい現地の食文化です。

チャイナタウン地域はまた、さまざまな宗教施設が共存する場所でもあります。チン・フゥン・テ

ン寺院の近くには、ヒンドゥー教の寺院であるスリ・ポヤタ・ビナヤガ・ムルティ寺院と、イスラ

ム教のモスクであるカンポン・クリン・モスクがあり、宗教的多様性と共存の歴史を示しています。

このように多様な宗教施設が一つの地域に共存する様子は、マラッカの多文化的な特性をよく反映

しています。
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マラッカ海峡モスク

マラッカの現代的なランドマークの一つであるマラッカ海峡モスク（Masjid Selat Melaka）は、都

市の歴史的中心地からやや離れたプーラウ・マラッカ（マラッカ島）に位置しています。2006年に

完成したこのモスクはマラッカ海峡の上に建設されており、特定の時間帯にはまるで水上に浮かん

でいるかのような独特な外観で知られています。

マラッカ海峡モスクは、中東のイスラム建築とマレーシアの伝統建築の要素を融合させた現代的な

デザインが特徴です。白と青を基調とした外観は周囲の海と空と調和し、金で装飾されたドームと4

本のミナレット（尖塔）は優雅かつ雄大な印象を与えます。モスク内部は最大1万2千人の信者を収

容可能で、広大な礼拝堂、講堂、教育施設などを備えています。

このモスクで最も注目すべき点は、海との関係にあります。満潮時にはモスクがまるで海上に浮か

んでいるように見え、これが「浮遊モスク（フローティング・モスク）」という愛称を得た理由で

す。夕暮れ時に訪れると、黄金色の夕日がモスクの白い壁とドームを温かみのある色調で染め上げ

る幻想的な光景を楽しむことができます。

マラッカ海峡モスクはムスリムだけでなく、非ムスリムの訪問者にも開放されています。ただし訪

問時には、適切な服装（長ズボンと長袖の服）を身につけ、女性はスカーフで頭を覆う必要があり

ます。モスクでは訪問者のためにローブとスカーフの貸し出しを行っています。

マラッカ海峡モスクは単なる宗教施設を超え、マレーシアのイスラム文化と現代的な発展を象徴す

る重要な文化的ランドマークです。このモスクは、かつて海上貿易の中心地であったマラッカがイ

スラム世界と結んできた長い関係を現代的に再解釈した建築物と見なすことができます。

2018 年末にマレーシアを訪問したイギリスの建築評論家、ウィリアム・カーティス（William

Curtis）は、このモスクについて次のように評しました。「マラッカ海峡モスクは、現代的イスラ

ム建築の優れた事例です。この建物は単なる宗教的機能を超え、マラッカの地理的特徴と歴史的ア

イデンティティを美しく表現しています。海の上に浮かぶかのようなこのモスクは、まるでマラッ

カの過去と現在を結ぶ精神的な橋のようです。かつてはマラッカ海峡を通じてイスラムがこの地域

に伝播され、今日ではこの美しいモスクが同じ海の上に立ち、その歴史的な旅路を記念しています。

」

マラッカを訪れる旅行者にとって、このモスクは都市の歴史的中心地とは異なる魅力を提供します。

古い植民地建築や伝統的な家屋の間で、マラッカ海峡モスクは現代マレーシアの発展とイスラム文

化の持続的な影響力を示す生きた証拠です。

現地の食文化体験

マラッカを完全に理解するためには、この都市の独特な食文化を体験する必要があります。数世紀

にわたる多様な文化的影響により、マラッカはマレーシアの中でも最も独自性があり多様な料理を

誇る地域のひとつです。

マラッカの食文化の核心は、ペラナカン（Peranakan）またはババ＝ニョニャ（Baba-Nyonya）料

理です。この料理は、15～16 世紀にマラッカに定住した中国人と現地のマレー人との間の文化交
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流と結婚を通じて発展した、独特な融合料理です。ペラナカン料理は、中国料理の技法にマレーや

インドネシアの香辛料や食材を組み合わせることが特徴です。

代表的なペラナカン料理には、アヤム・ブンキス（特別なナッツで調理した鶏肉料理）、アサム・

ラクサ（魚ベースの酸味のある麺料理）、ポンテ（発酵大豆ソースで調理した肉料理）、オタク・

オタク（バナナの葉に包んで焼いた魚ペースト）などがあります。これらの料理は複雑なスパイス

の組み合わせと長い調理時間が特徴で、各家庭ごとに独自のレシピが受け継がれています。

マラッカでしか味わえないもう一つの特別な料理は「チキンライスボール」です。この料理は中国

海南地方のチキンライスに由来しますが、マラッカでは米を小さな玉状に丸めて提供する独自のス

タイルへと発展しました。柔らかく茹でた鶏肉と共に提供され、唐辛子ソースと濃い醤油を添えて

食べます。

デザートには、チンドル（ココナッツミルクとパームシュガーシロップに緑色の米ゼリーを入れた

デザート）、ドゥリアンパフ（ドゥリアンクリームが入ったペストリー）、タピオカクッキーなど、

様々な現地のスナックを楽しむことができます。また、マラッカはパイナップルトートでも有名で、

これはバター生地に甘いパイナップルジャムを入れて焼いたクッキーです。

マラッカの料理を体験するための最も良い場所としては、ジョンカー通り周辺のレストランや屋台

があります。週末の夜市では、様々な現地の料理を一度に味わえる機会が提供されます。また、マ

ラッカ川沿いに位置する複数のレストランも、川の眺めと共に現地の料理を楽しむのに最適な場所

です。

料理以外にも、マラッカでは様々な文化体験活動を楽しむことができます。バティック体験は、マ

レーシアの伝統的な布染色技術を学ぶ絶好の機会です。多くの工房では、訪問者が直接バティック

のデザインを描き、染色する過程を体験できるプログラムを提供しています。

また、マラッカ川クルーズも、都市の別の顔を楽しむことができる人気アクティビティです。約45

分間続くクルーズでは、川沿いに並ぶ歴史的建造物、伝統的な家屋、そして華やかなストリートアー

トを楽しむことができます。夕暮れ時のクルーズは、沈む太陽に照らされる美しい街並みと、川辺

のカフェや建物の灯りが水面に映り込むロマンチックな体験を提供します。

マレーシアの著名な作家、プレディン・ムハマド氏は、エッセイ『マラッカの味』の中でこう記し

ています。「マラッカの食事を味わうことは、単なる美食の体験を超え、この都市の複雑な歴史と

文化的アイデンティティを理解する旅です。一つの皿の中で、中国、マレー、インド、ポルトガル、

オランダの影響を味わうことができ、それはまるでマラッカの街を歩くようなものです。多様な文

化が出会い、混ざり合い、新たなものを生み出すその驚くべき過程を、私たちは一口一口の味わい

の中で体験できるのです。」

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第15章 イポー(IPOH) 隠れた宝石

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

錫鉱山の都市

ペラック州に位置するイポーは、マレーシアで3番目に大きな都市であるにもかかわらず、クアラル

ンプールやペナンに比べて相対的に外国人観光客にあまり知られていない「隠れた宝石」のような

場所です。キンタ渓谷の中心に位置するこの都市は、かつて世界最大の錫生産地であり、その華や

かな過去の痕跡が街の至る所に残っています。

19世紀後半から20世紀中葉にかけて、イポーは錫採掘産業で繁栄し、「東洋のエ尔多ラド」と呼ば

れるほどでした。この時期、多くの中国人労働者がこの地域に移住し、その子孫たちが現在もイポー

の主要な人口構成となっています。錫鉱山が全盛期にあった頃、多くの富豪や冒険家たちがイポー

に殺到し、都市は急速に発展しました。

キンタ渓谷の豊富な錫埋蔵量は、地質学的に約2億5千万年前に形成された石灰岩地形と関連してい

ます。この地域の独特な地質学的特性により、錫鉱脈が地表近くに形成され、比較的容易に採掘が

可能となりました。当時使用された主な採掘方法はグラベルポンプで、水と圧縮空気を利用して錫

を含む砂利を抽出する技術でした。

今日、イポーを訪れると、都市郊外に位置する旧錫鉱山の痕跡を見ることができます。多くの廃鉱

は現在湖へと変貌を遂げており、一部は生態公園やレクリエーション施設として再開発されていま

す。キンタエコパークやグヌンラングレクリエーション公園は、過去の錫採掘によって損なわれた

環境を復元し、美しい自然空間へと生まれ変わった代表的な事例です。

錫産業の歴史をより深く理解したいのであれば、イポー錫鉱業博物館（Ipoh Tin Mining Museum）

を訪れる価値があります。この博物館はキンタ渓谷の錫採掘の歴史、採掘技術の発展、そしてこの

産業がイポーの発展と文化に与えた影響を詳細に展示しています。実物大の錫採掘装置の模型や当

時の鉱夫たちの生活様式を再現した展示物は、訪問者に生々しい歴史教育を提供します。

1958年にイポーを訪れた英国の地質学者ジョン・ブルックフィールドは、その日記にこう記しまし

た。「キンタ渓谷で目にした光景は実に驚くべきものでした。数百もの水柱が空に向かって立ち上

り、巨大な機械が土地を掘削する音が渓谷全体に響き渡っていました。まるで産業革命時代の英国

の鉱山村落を連想させましたが、その規模と活気ははるかに圧倒的でした。この小さな渓谷で採掘

される錫が、世界の産業化の核心となる材料として供給されているという事実は、グローバル経済

の相互接続性を考えさせます。」

錫産業が衰退した後も、イポーはその歴史的遺産を大切に守り続けています。都市のアイデンティ

ティは依然として錫鉱山の歴史と密接に結びついており、これは都市全体の建築物、文化、さらに



61

は地元料理に至るまで、その影響を見つけることができます。

英国植民地時代の建築物

イポーのもう一つの魅力は、よく保存された英国植民地時代の建築物です。錫鉱山で得られた富が

都市に流れ込むにつれ、イポーは20世紀初頭にさまざまな建築様式による美しい建物で満たされま

した。都市中心部の旧市街（Old Town）とニュータウン（New Town）地区では、植民地時代とアー

ル・デコ様式の建築物が良好に保存されています。

イポー駅は、最も注目すべき植民地時代の建築の一つで、1917年に完成しました。「東洋のタージ・

マハル」という愛称を持つこの建物は、ムガル・サラセン様式（ネオ・サラセン様式）を採用して

おり、白い外観、ドーム、そしてアーチ型の通路が特徴です。駅舎内には現在、高級ホテル「ザ・

メジャスティック・ホテル・イポー」が位置しており、訪問者に植民地時代の優雅さを体験する機

会を提供しています。

駅向かいにはイポー市庁舎と旧郵便局が建っています。これらの建物も同じ時期に建設され、類似

した建築様式を踏襲しています。市庁舎の大宴会場は、当時の英国植民地社会の社交活動が行われ

た中心地でした。

イポーの旧市街には、1916年に建立されたベルチャー記念時計塔もあります。この時計塔は、ペラ

州初の英国総督であったジェームズ・バーチを記念して建てられました。塔の柱には人類文明の発

展を象徴する浮き彫りが飾られており、頂上には四面の時計が設置されています。興味深いことに、

イスラム文化への敬意を表すため、当初の浮き彫りに描かれていたムハンマドの姿は後に撤去され

ました。

コンコット広場周辺地域は、よく保存されたショップハウスで有名です。これらの建物は2～3階建

てで、1階が商業空間、上階が居住空間として利用される、伝統的な中国・マレー建築様式です。近

年、この地域は洗練されたカフェ、ブティック、ギャラリーなどで生まれ変わり、若者や観光客に

人気の場所となっています。

ペラック・クラブ（ロイヤル・ペラック・クラブ）は1880年代に設立された英国人エリートたちの

社交クラブであり、当時の植民地社会の生活様式を窺い知ることのできる重要な建物です。ゴルフ、

クリケット、テニスなどのスポーツ施設を備えたこのクラブは、当時の英国人錫鉱山主や管理者た

ちの主要な集まりの場でした。今日でも会員制クラブとして運営されていますが、一部の施設は訪

問者にも開放されています。

1935年にイポーを訪れた英国の小説家、ウィリアム・サマセット・モーム（W. Somerset

Maugham）は、当時のイポーの雰囲気を次のように描写しました。「イポーはまるで小さな英国の

町が東洋の真ん中に移植されたかのような印象を与えます。広い通りと整備された芝生、そして優

雅な植民地建築は故郷への郷愁を呼び起こしますが、それを包み込む鬱蒼とした熱帯植物や多様な

人種は、ここがマレー半島の中心部であることを思い出させます。この都市は東洋と西洋が調和し

て共存する興味深い例です。」

イポーの植民地建築は、マレーシアの複雑な歴史的遺産を示す重要な証拠です。これらの建物は英

国帝国主義の影響力を示しつつも、同時に現地文化との適応と融合を映し出しています。今日、イ
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ポー市はこれらの歴史的建築を保存・活用し、都市の固有のアイデンティティと観光資源として発

展させています。

歴史的遺跡と記念碑

イポーは豊富な歴史的遺跡と記念碑を通じて、マレーシアの多彩な過去を映し出しています。英国

植民地時代の建築に加え、この都市は多様な文化と宗教の歴史的場所を誇っています。

パロ・ミンホア堂（Paloh Ku Miao）は1872年に建立されたイポーで最も古い道教寺院であり、中

国広東の建築様式に従っています。この寺院はイポーに定住した初期の中国移民たちの宗教的・社

会的中心地として機能しました。豪華な龍の彫刻と精巧な木工作が特徴のこの寺院は、現在も活発

な宗教活動が行われる場所です。

また、イポー中心部に位置するウ・ヤン・ゴ（Hor Yang Gor）寺院は、広東出身の中国人によって

建立された寺院で、独特の建築様式と豪華な内部装飾が印象的です。寺院内部の壁画は中国の神話

や伝説を生き生きと描いており、中国民間宗教の豊かな物語を垣間見ることができます。

イポーのインドコミュニティは、1912年に建立されたカルルマライ・ムルガン（Kallumalai

Murugan）寺院を中心に集まっています。このヒンドゥー教寺院は南インドのドラヴィダ様式で建

てられており、鮮やかな色彩の彫像と細密な浮き彫りが特徴です。毎年タイプサム祭りの期間には、

多くの信者や観光客がこの寺院を訪れます。

マレー・ムスリムコミュニティの重要な遺跡としては、マスジド・インディア（Masjid India）モス

クがあります。このモスクは19世紀末にインドのムスリム商人によって設立され、インドと中東の

建築様式の影響を受けています。白と青の外観が特徴のこのモスクは、イポーの宗教的多様性を示

す良い例です。

イポー・パデレーション・ガーデン（Ipoh D.R. Seenivasagam Park）は、1950年代に造成された

都市の重要な歴史的公園です。この公園は独立後のマレーシアの発展と統合を記念するために作ら

れ、美しい景観とともに様々な記念碑や銅像が設置されています。公園の中央には、マレーシア独

立を記念するメルデカ（Merdeka）記念塔があります。

イポー・メモリアルガーデンは、第二次世界大戦中の日本占領期に犠牲となった方々を偲ぶ場所で

す。この静かな庭園には戦争犠牲者の名前が刻まれた記念碑があり、マレーシアの歴史における暗

い時代を思い起こさせる重要な場所となっています。

1992年に出版された『イポーの隠れた宝石』という書籍において、マレーシアの歴史学者アブドゥ

ル・マリック氏は次のように記しています。「イポーの歴史的遺跡は、まるで時間の地層のように、

複数の時代と文化の物語を内包しています。道教寺院からヒンドゥー寺院、モスクに至るまで、そ

してイギリス植民地時代の建物から独立記念碑に至るまで、この都市はマレーシアの多文化主義的

な歴史を一つの場所で体験できる生きた博物館のようなものです。イポーを歩くことは、マレーシ

アの複雑で多層的な過去を歩むことと何ら変わりありません。」

イポーはまた、マレーシア独立運動の重要な舞台ともなりました。1945年の日本降伏後、イポーは

独立に向けた政治活動の中心地の一つでした。現在、イポー市役所の近くにある独立宣言記念碑は、
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1957年8月31日にマレーシア（当時マラヤ連邦）がイギリスから独立を宣言した歴史的瞬間を記念

するものです。

これらの多様な歴史的遺跡や記念碑は、イポーが単なる錫鉱山都市を超え、マレーシアの豊かな文

化的・歴史的多様性を示す重要な場所であることを証明しています。

現地の生活を感じられる場所たち

イポーの真の魅力は、華やかな観光地よりも、地元の人々の日常が繰り広げられる場所において、

より鮮やかに感じられます。イポーは観光客にはあまり知られていない都市であるため、より本格

的なマレーシアの文化や生活様式を体験できる機会を提供しています。

イポーの朝は、伝統的なカフェ「コピティアム」から始まります。これらの伝統的なコーヒーショッ

プは市内の至る所にあり、地元の人々が朝食を食べたり、友人と談笑したりする社交の場となって

います。代表的なコピティアムには「シン・ユン・ロング」と「ホー・キー」があり、ここではイ

ポーの名物であるホワイトコーヒーと共に、カヤトースト、バンミ（半月型の卵パン）、チャ・ク

ワイ・ティオウなどの地元朝メニューを楽しむことができます。

イポーホワイトコーヒーは、この都市を代表する飲み物で、特別な方法でローストされたコーヒー

豆を使用し、滑らかで香ばしい味わいが特徴です。このコーヒーは現在、マレーシア全国で人気を

博していますが、その本来の味はやはりイポーで最も本格的であると知られています。

イポー中央市場は、地元生活を垣間見ることのできる最適な場所です。毎日朝、地元の人々が新鮮

な食材を購入するために集まるこの場所では、マレーシアの多様な食材、香辛料、そして地元特産

品を見ることができます。市場周辺の屋台では、ラクサ、チャ・コワイ・ティオウ、ナシ・カンダ

ルなど、さまざまな地元料理を味わうことができます。

イポーのいわゆる「リトル・インディア」地区は、インド系マレーシア人の活気ある文化を体験で

きる場所です。ジャラン・ラハットを中心に形成されたこの地域では、鮮やかな色のサリーや伝統

衣装、インドのスパイスや料理、そしてボリウッドの音楽が街を彩っています。ディパバリやタイ

プサムといったヒンドゥー教の祭りの期間には、より一層活気ある雰囲気を味わうことができます。

コンコット広場周辺は、近年若者たちによって再活性化された地域で、古い店舗ビルがひんぱんな

カフェ、アートギャラリー、ヴィンテージショップへと変貌を遂げました。この地域は伝統と現代

の興味深い調和を示しており、週末には多くの地元住民や観光客で賑わいます。プラン・ビーやコ

ン・ハウのようなカフェは、独特の雰囲気と美味しい料理で知られています。

キンタ川沿いの散策路は、地元の人々が朝の運動や夕方の散歩を楽しむ場所です。最近復元された

川辺の地域は清潔に整備され、壁画や緑化が加わることで、都市の重要な憩いの場となりました。

川沿いを歩けば、イポーの歴史的建造物と新しい開発地区を同時に楽しむことができます。

2018年、マレーシアの作家タン・トワン・エンはイポーについてこう記しました。「イポーの真の

魅力は、観光ガイドブックに載っている名所ではなく、地元の人々の日常が繰り広げられる平凡な

場所にあります。古い喫茶店で朝を迎える高齢者、市場で活発に値踏みする主婦たち、夕暮れ時に

川辺に集まり談笑する家族たち……こうした日常的な瞬間の積み重ねが、イポーならではの特別な



64

雰囲気を創り出しています。この街は華やかに自分を主張するわけではありませんが、静かに時間

をかけて訪れるほど、より深い魅力に気づかされる場所です。」

イポーの郊外にあるカンポン（伝統的な村）では、マレーシアの伝統的な田舎の生活を経験する機

会が提供されています。カンポン・シミーやカンポン・ガジャといった村々は都市開発の影響をあ

まり受けておらず、伝統的な生活様式や家屋を見ることができます。一部の村ではホームステイプ

ログラムを通じて現地の家庭に滞在し、マレーシアの伝統的な生活を実感することも可能です。

このようにイポーは、華やかな観光名所よりも、本物の地元生活や文化を体験できる場所が魅力的

な都市です。観光客の足が比較的少ないため、今なお「隠れた宝石」として残っているイポーは、

真のマレーシアを体験したい旅行者に特別な体験を提供します。

← 前の章

全章を見る

次の章 →
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第16章 自然とリゾート

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

熱帯雨林とエコツーリズム

マレーシアの国土の約60%は熱帯雨林に覆われており、この広大な自然環境は世界で最も古く、生

物多様性に富む生態系の一つです。マレーシアの熱帯雨林は約1億3,000万年前に形成されたと推定

され、アマゾン熱帯雨林よりも古いことが知られています。このような独自の自然環境が、マレー

シアを世界的なエコツーリズムの目的地とする核心的要素となっています。

タマン・ネガラ国立公園

「国立公園」を意味するマレー語の名前通り、ここはマレーシアで最初に指定された国立公園であ

り、最も広く知られた自然保護区です。約4,343平方キロメートルに及ぶ広大な面積を誇り、パハ

ン州、ケランタン州、トレンガヌ州の3州にまたがっています。

タマン・ネガラは約1億3,000万年前に形成されたと推定される世界で最も古い熱帯雨林の一つであ

り、3,000種以上の植物、300種以上の哺乳類、そして数百種の鳥類や爬虫類が生息しています。

希少種にはスマトラサイ、マレーヤオオヤマネコ、アジアゾウ、そして多様な霊長類が含まれます。

訪問者はキャノピー・ウォークウェイ（Canopy Walkway）を介して、45メートルの高さにある鬱

蒼とした熱帯雨林のキャノピーの上を歩き、独特の視点から熱帯雨林を体験することができます。

約500メートルの長さを持つこの浮遊橋は、世界で最も長いキャノピー・ウォークウェイの一つで

あり、普段はアクセスが困難な樹木の頂上生態系を観察できる機会を提供しています。

公園内では、さまざまなトレッキングコース、野生動物の観察、ボート・ツアー、夜間ジャングル・

ツアー、そして先住民族バテック（Batek）族の村訪問など、多彩な活動を楽しむことができます。

スンガイ・タハン（Sungai Tahan）川およびスンガイ・トレンガン（Sungai Trenggan）川に沿っ

たボート・ツアーは、熱帯雨林の河川生態系を観察する優れた方法です。

ボルネオ島に位置するサバ州とサラワク州は、もう一つの重要な熱帯雨林観光地です。サバ州のキ

ナバル山（Mount Kinabalu）およびキナバル公園はユネスコの世界遺産に登録されており、さまざ

まな標高に応じた独自の生態系を有しています。標高4,095メートルのキナバル山は東南アジアで

最も高い山であり、登山者にとって挑戦的かつ魅力的な目的地です。サラワク州のムル国立公園（

Gunung Mulu National Park）もユネスコの世界遺産であり、独特の石灰岩カルスト地形と巨大な洞

窟システムで知られています。この公園には世界で最も大きく印象的な洞窟があり、その中でサラ

ワク・チャンバー（Sarawak Chamber）は世界最大の洞窟空間として知られています。約700メー

トル×400メートルの広さを持つこの巨大な空間は、ボーイング747型機40機を同時に収容できる

ほどの規模です。



66

ムルル国立公園の他の有名な名所は、「サメス洞窟（Deer Cave）」と「コガネムシ洞窟（Lang

Cave）」です。夕暮れ時、サメス洞窟では約300万匹のコウモリが餌を求めて洞窟外へ飛び立つ壮

観な光景を見ることができます。この「コウモリの大移動（Bat Exodus）」は、自然の驚異を示す

人気のある光景です。

ムルル国立公園には、「ピナクルス（Pinnacles）」と呼ばれる高さ45メートルの鋭い石灰岩の峰々

もあります。この独特な地質形成物は数百万年もの浸食作用によって形成され、挑戦的なトレッキ

ングコースを通じてアクセスできます。

セピロク・オランウータンリハビリテーションセンター

サバ州サンダカン付近に位置するこのセンターは、孤児となったか不法取引から救出されたオラン

ウータンを野生へ戻すためのリハビリ施設です。訪問者は決まった給餌時間にリハビリ中のオラン

ウータンを観察でき、この絶滅危惧種の保全活動について学ぶことができます。

キナバタンガン川に沿って行われるエコツアーは、野生動物観察のための最適な体験を提供します。

マレーシアで2番目に長いこの川周辺の低地熱帯雨林は、オランウータン、テナガザル、アジアゾウ、

マレーグマ、そして多様な鳥類や爬虫類の生息地です。川沿いに設置されたエコロッジに宿泊し、

朝と夕方にボートサファリーを通じて野生動物を観察するのが一般的な観光スタイルです。

イギリスの自然主義者であるデビッド・アテンボローは、ドキュメンタリーの中でマレーシアの熱

帯雨林についてこう述べています。「マレーシアの熱帯雨林は、地球上で最も複雑で多様な生態系

の一つです。1 ヘクタールという小さな空間にも、ヨーロッパ全体に生息する樹木種よりも多くの

種類の木々が育つことができます。ここは自然の実験室であり、生きた博物館です。数百万年にわ

たって進化してきた生命形態の宝庫なのです。」

マレーシア政府は、このような豊かな生態資源を保全しつつ、持続可能な形で観光を発展させるた

めに、さまざまな政策を施行しています。国立公園や保護区域の指定、エコツーリズム認証プログ

ラムの導入、そして地域コミュニティの参加を通じた持続可能な観光モデルの推進などです。これ

らの取り組みは、マレーシアのユニークな自然環境を保全しながら、観光客に特別な体験を提供す

る上で重要な役割を果たしています。

ランカウィとティオマン島

マレーシアは数多くの美しい島々で知られており、その中でもランカウィとティオマンは国内外の

観光客に最も人気のある島嶼リゾートです。これらの島々は、豊かな熱帯自然環境とクリスタルの

ように澄んだ海、そして多様な海洋アクティビティを提供し、完璧な休暇体験を約束します。

ランカウィは、マレーシア北西部、タイ国境近くのアンダマン海に位置する104の島々からなる島

嶼群です。その中でメインとなるランカウィ島（プーラウ・ランカウィ）は、約478平方キロメー

トルの面積を有し、マレーシアで最も人気のある観光地の一つです。1987年に免税地域に指定され

て以来、ランカウィは急速に発展し、国際的なリゾート地としての地位を確立しました。

ランカウイの最も有名な名所の一つは、ランカウイスカイブリッジです。この歩行者用橋は、グヌ

ン・マット・チンチャン山の頂上付近に位置し、ケーブルカーでアクセスできます。全長125メー
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トルのこの曲線型の橋は、地上から約100メートルの高さに設置されており、アンダマン海と周辺

の島々の息を呑むような絶景を提供します。

ランカウイのもう一つの人気名所は、キリム・カルストジオフォレストパークです。この地域は、

独特の石灰岩地形、マングローブ林、そして多様な野生動物で知られています。ボートツアーを通

じて、訪れる人々は鷲の観察、養魚場の見学、コウモリが生息する洞窟探検など、さまざまな体験

を楽しむことができます。

センハンビーチはランカウイで最も人気のあるビーチで、金色の砂浜と澄んだ海が特徴です。ビー

チ沿いには多様なレストラン、カフェ、バー、店舗が立ち並び、活気ある雰囲気を感じることがで

きます。また、ジェットスキー、パラセーリング、バナナボートなど、さまざまな水上アクティビ

ティも楽しむことができます。

テラ・トゥジュ（七つの池）は、ランカウイの自然名所であり、七つの連続した天然のプールが滝

と共にある場所です。現地の伝説によれば、ここは妖精たちが遊んだ場所とされており、「妖精の

池」とも呼ばれています。頂上までの道は少し急ですが、頂上からの眺めと涼しい天然プールでの

水泳は、その努力を十分に報いてくれます。

ダトゥク・モハマド・ノール（Datuk Mohamad Nor Khalid）こと、別名「ラット（Lat）」として

よりよく知られるマレーシアの著名な漫画家は、エッセイの中でランカウィについて次のように描

写しています。「ランカウィは魔法と伝説が生きている場所です。マハスリの悲劇的な物語から、

かつて海賊の隠れ家であった歴史まで、島全体が神秘的な物語で溢れています。そしてその物語は、

島の息を呑むような自然景観と同様に興味深いものです。ランカウィで過ごす時間は、単なる休暇

ではなく、マレーシアの歴史と文化、そして自然との深い出会いなのです。」

ティオマン島（Pulau Tioman）は、マレーシア半島東海岸のパハン州に属し、南シナ海に位置する

島です。面積約136平方キロメートルのこの島は、1970年に映画『南太平洋（South Pacific）』

の撮影地として使用され、タイム誌によって世界で最も美しい島の一つに選定されました。

ティオマンは主にスキューバダイビングとスノーケリングで有名で、島周辺のサンゴ礁と海洋生物

はダイバーにとって天国のような環境を提供しています。レンギス（Renggis）、ソヤック・ピーク

（Soyak）、コーラル・アイランド（Coral Island）などのダイビングポイントは、ウミガメ、バラ

クーダ、ブラックチップ・シャーク、多様なサンゴや熱帯魚を観察できる最適な場所です。

ティオマン島はまた、ハイキングやジャングルトレッキングでも人気があります。島の中心部は鬱

蒼とした熱帯雨林に覆われており、様々な難易度のトレイルが整備されています。ジュアラ湾（

Juara Bay）からテケク（Tekek）まで続く横断トレイルは約7kmの長さで、島の原生的な熱帯雨林

を体験できる素晴らしい機会を提供しています。

ティオマン島には複数の美しい村々があり、それぞれが独自の雰囲気や特徴を備えています。テコ

は島で最も大きな村で空港とフェリーターミナルがあり、ジュアはより静かな雰囲気のビーチ村で

ウミガメ保護センターがあります。サランはダイビングやシュノーケリングの中心地であり、エア・

バトゥ（別名「ABC村」）として知られる村はバックパッカーに人気があります。
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イギリスの旅行作家サイモン・ウィンチェスターは、自身の旅行記でティオマンについてこう記し

ています。「ティオマンは時間が止まったような場所です。現代文明の騒音や混乱から完全に隔絶

されたこの小さな楽園は、訪れる人々に、よりシンプルで平和な生活のリズムを体験できる貴重な

機会を提供します。昼間はクリスタルのように澄んだ海で泳ぎ、夜は星が輝く空の下でビーチで焚

き火をしながら過ごすだけで、十分な幸せを感じられる場所です。」

ランカウィやティオマンのほかにも、マレーシアにはペナン、ペルヘンティアン、レダン、カパラ

イなど、魅力的な島々が数多くあります。各島にはそれぞれ独自の魅力と特徴があり、訪れる人々

は自分の趣味や旅行の目的に合った島を選ぶことができます。

マレーシアのこれらの美しい島々では、近代的なリゾート施設と伝統的な漁村が共存し、リラック

スした休暇から冒険的なアクティビティまで、多様な体験を提供しています。また、多くの島が海

洋公園に指定されており、豊かな生態系と美しい自然環境がよく保全されている点も特別な魅力で

す。

マレーシアの国立公園

マレーシアは、驚くほど多様な生態系と生物種を保全するため、多くの国立公園を指定して管理し

ています。これらの公園は、熱帯雨林、マングローブ湿地、石灰岩の洞窟、山地地形など、多様な

自然環境を含み、訪れる人々にマレーシアの豊かな自然遺産を体験する機会を提供しています。

タマン・ネガラ、グヌン・ムル国立公園のほかにも、マレーシアには多くの国立公園があります。

エンダウ・ロンプン国立公園は、マレーシア半島のジョホール州とパハン州にまたがる、マレーシ

アで2番目に大きな国立公園です。約1億年の歴史を持つ熱帯雨林であり、絶滅危惧種のスマトラサ

イ、マレーヤオウ、アジアゾウなど、多様な野生動物の生息地となっています。この公園では、ト

レッキング、キャンプ、野生動物観察、そして先住民族オラン・アスリの村訪問など、多様な活動

を提供しています。

バコ国立公園はサラワク州で最も古い国立公園であり、クチン市から約37kmの場所に位置してい

ます。比較的狭い面積（27.27平方キロメートル）にもかかわらず、マングローブ林、海岸植生、

ケランガス（ヒース林）、混合ディプテロカルプ林、湿地など、多様な生態系を含んでいます。こ

の公園は、長い鼻を持つプロボシスモンキー（オラン・ウラン）で有名であり、そのほかにも野生

のイノシシ、銀葉猿、長い尾を持つ猿など、多様な野生動物を観察することができます。

クアラルランゴール自然公園（クアラルランゴール・ネイチャーパーク）は、クアラルンプールか

ら約1時間の距離にあるマングローブ生態系保全地域です。この公園はホタル観察で有名で、夕方に

はセランゴール川沿いをボートで巡り、数千匹のホタルが織りなす魔法のような光景を楽しむこと

ができます。また、この公園は多様な鳥類の生息地でもあり、渡り鳥や留鳥を含む約200種の鳥を

観察することができます。

ロイヤル・ベラム国立公園（ロイヤル・ベラム・ステートパーク）は、マレーシア北部ペラ州に位

置する熱帯雨林保全地域で、約1億3000万年の歴史を持つ世界最古の熱帯雨林の一つです。この公

園はマレーヤオウタイ、アジアゾウ、マレーグマ、そして10種以上のコウノトリなど、多様な野生

動物の生息地です。テメンゴール湖を中心とした生態系は、独特な体験を提供します。
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ニア国立公園は、サラワク州ミリ付近に位置する公園で、考古学的に重要な洞窟を有しています。

ニア洞窟では約4万年前の人類の遺骨が発見され、これはボルネオ島で最も古い人類の痕跡の一つと

されています。この公園はまた、ツバメの巣の採取でも有名で、この貴重な中華料理の食材は、洞

窟の天井に巣を作る小さなツバメから採取されます。

ロカウィ野生動物公園は、サバ州コタキナバル付近に位置する公園で、ボルネオの独特な野生動物

を観察する機会を提供します。この公園では、ボルネオゾウ、オランウータン、マレーグマ、そし

て多様な猿の種を見ることができます。公園は動物の保全と教育に重点を置いており、絶滅危惧種

であるボルネオ固有種の保全活動に参加しています。

1995年、イギリスの生態学者ティム・フラナガンはマレーシアの国立公園についてこう記しました。

「マレーシアの国立公園は単なる保護区ではなく、生きた自然史博物館です。ここでは数千万年に

わたる進化の歴史が瞬時に展開され、地球上で最も多様で複雑な生態系の一部を体験することがで

きます。これらの公園を保全することは、単に美しい景観のためではなく、人類の生存に直結する

生物多様性を守る重要な取り組みです。」

マレーシアの国立公園の多くは適切に管理されており、訪問者のためのさまざまな施設やプログラ

ムを提供しています。しかし、これらの自然保護区は依然として森林伐採、密猟、気候変動などの

脅きに直面しており、持続可能な観光と自然保全のバランスを保つことが重要な課題として残され

ています。

マレーシア政府とさまざまな環境団体は、この貴重な自然遺産を保全し保護するためにさまざまな

努力を続けており、これを通じて将来の世代もマレーシアの驚くべき自然環境を体験できることを

願っています。

高原リゾート地

マレーシアの高原地帯は、熱帯気候の暑さを避けることができる快適な気温と美しい景観を誇る人

気のあるリゾート地です。イギリス植民地時代には「ヒル・ステーション」と呼ばれ、イギリス人

の管理者や植民地エリートたちの避暑地として機能していましたが、今日でも自然景観、茶畑、イ

チゴ農園、そして独特な植民地時代の建築様式によって多くの観光客を惹きつけています。

カメロン・ハイランド

マレーシアで最も有名な高原リゾート地であり、パハン州に位置しています。標高約1,500メート

ルに位置するこの地域は、年間を通じて18°Cから25°Cの快適な気温を維持しており、広大な茶

畑、イチゴ農園、野菜農園で知られています。

カメロン・ハイランドで最も人気のあるアクティビティの一つは、絵画のように広がる広大な茶畑

を訪れることです。BOHプランテーションはマレーシア最大の茶生産業者であり、訪問者は茶の製

造工程を見学し、新鮮な茶を試飲し、絶景を誇るカフェでくつろぐことができます。

カメロン・ハイランドはまた、さまざまなハイキングトレイルでも有名です。モス・フォレストは

神秘的な雰囲気の霧に包まれた森で、コケに覆われた木々や多様な希少植物を見ることができます。

グヌン・ブリンチャンはカメロン・ハイランドで最も高い山であり、頂上からは谷全体のパノラマ
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景観を楽しむことができます。

1939年にカメロン・ハイランドを訪れたアメリカの作家マーサ・ゲルホルンは、その旅行記でこう

記しています。「カメロン・ハイランドは、マレー半島の中心部に位置する小さな英国の一片のよ

うでした。午後のティータイム、バラ園、そして濃い霧の中で咲き誇るアジサイ……これらが赤道

の近くにあるとは信じがたいものでした。しかし、周囲を取り巻く熱帯ジャングルや、地元市場の

異国情緒あふれるスパイスの香りが、ここが英国ではなくマレーシアの心臓部であることを思い出

させてくれました。」

フレーザー・ヒル（Fraser's Hill）は、パハン州とスランゴール州の境界に位置する、もう一つの人

気高原リゾート地です。標高約1,524メートルに位置するこの小さな町は、スコットランド風の建

築、イギリス式の庭園、そして涼しい気候で知られています。フレーザー・ヒルは野鳥観察愛好家

にも人気があり、毎年マレーシア国際バードレースが開催される場所でもあります。

フレーザー・ヒルの主な名所には、植民地時代の時計塔、ゴルフコース、そして多様なハイキング

コースがあります。フレーザー・ヒルの庭園は美しい花や植物で溢れており、静かな散策を楽しむ

のに最適です。また、この地域は約270種の野鳥を観察できる最高の場所であり、マレーシアで最

も人気のある野鳥観察スポットの一つです。

ブキティンギ（Bukit Tinggi）はクアラルンプールから約45分の距離にある高原地帯で、フランス

村（コルマル・トロピカーレ）というユニークなテーマリゾートで知られています。このリゾート

はフランス・アルザス地方のコルマル村をモデルに建設され、ヨーロッパ風の建築と雰囲気を提供

しています。また、日本村や植物園も併設されており、多様な文化的体験を提供します。

ジェンティング・ハイランド（Genting Highlands）

ジェンティング・ハイランド（Genting Highlands）は、マレーシアで最も現代的で人気のある高原

リゾート地であり、標高約1,800メートルに位置しています。クアラルンプールから約1時間の距離

にありアクセスが良く、「エンターテインメントの街（City of Entertainment）」という別名でも

呼ばれています。ここはカジノ、テーマパーク、ショッピングモール、ホテルが集約された複合エ

ンターテインメントリゾートで、マレーシアのラスベガスとも呼ばれています。

ジェンタリング・ハイランズは、1965年末にマレーシアの実業家リン・ゴ・トン氏がクアラルンプー

ルの近郊にある涼しい山岳地帯にリゾートを建設するというビジョンを持って始まりました。険し

い地形や技術的な困難にもかかわらず、リン・ゴ・トン氏は1971年に最初のホテルとカジノをオー

プンし、その後ジェンタリング・ハイランズは継続的に拡張され、今日では世界的な観光名所とな

りました。

ジェンタリング・ハイランズの最大の魅力は、複数のホテル、テーマパーク、ショッピング施設を

備えた複合リゾートである「リゾート・ワールド・ジェンタリング」です。2018年に開業した「ス

カイトロポリス屋内テーマパーク」は、さまざまな乗り物やアトラクションを備えており、2022年

には「ジェンタリング・スカイワールドズ」という新たな屋外テーマパークが開業しました。この

テーマパークは20世紀フォックスの映画キャラクターと世界をテーマとしており、国際レベルのエ

ンターテインメントを提供しています。
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ショッピング愛好家の皆様には、ジェンタリング・ハイランズ・プレミアム・アウトレットがあり、

有名ブランドの製品を割引価格で購入することができます。また、リゾート内には多様なレストラ

ン、バー、ライブ会場があり、訪れる方々に豊富な食事とエンターテインメントの選択肢を提供し

ています。

ジェンタリング・ハイランズの特別な体験のもう一つは、「アワナ・スカイウェイ」と呼ばれるケー

ブルカーシステムです。全長3.4kmのこのケーブルカーは、山麓の鉄道駅からジェンタリング・ハ

イランズ・リゾートまで運行されており、鬱蒼とした熱帯雨林と渓谷の息を呑むような絶景を提供

します。夕暮れ時には、山麓のきらめく灯りとともに美しい夕日を楽しむことができます。

2010 年にジェンティン・ハイランドを訪れた日本の旅行作家、田中浩氏は、その旅行エッセイ『

東南アジアの高原』の中でこう記しています。「ジェンティン・ハイランドは、マレーシア文化の

興味深い矛盾を示しています。イスラム教徒が多数を占める国において、法的に運営されている唯

一のカジノがあるこの地は、保守的な宗教的価値観と現代的なエンターテインメントの間の微妙な

均衡を反映しています。霧に包まれた山頂に位置するこの豪華なリゾート地は、まるで別次元へと

足を踏み入れるような体験をもたらします。下には鬱蒼とした熱帯雨林が広がり、上にはネオンラ

イトと現代的な建築が雲の中に佇んでいます。」

マバン（マクスウェル・ヒル）またはブキット・ラユトは、マレーシア・ペラック州のタイピン付

近に位置する、マレーシアで最も歴史あるリゾート地です。1884 年に設立されたこの高原地帯は、

イギリス植民地時代の管理者ウィリアム・エドワード・マクスウェルの名にちなんで名付けられま

した。標高約 1,250 メートルに位置するマバンは、今なおその独自の魅力と歴史的雰囲気を保ち、

他の高原地帯よりも開発が少なく、より静かな環境を提供しています。

マバンへ行くための唯一の交通手段は、政府が運行するジープ車で、毎日運行される車両数は限ら

れています。この制限されたアクセスは、マバンが過度な観光客から守られ、その自然環境と固有

の雰囲気を維持する助けとなりました。マバンでは、植民地時代のバンガローやその周囲の美しい

庭園を見ることができ、さまざまなハイキングトレイルを通じて豊富な植物相と動物相を体験する

ことができます。

この地は野鳥観察者にとって人気のある場所であり、マレー半島の固有種や渡来種の野鳥を観察で

きる好適な場所です。また、マバンの森は多様なチョウ、ガ、およびその他の昆虫の生息地でもあ

り、自然愛好家にとっても魅力的な目的地となっています。

歴史家であり作家でもあるクリスティナ・ドルバース（Christina Dalbots）は、2005年に出版さ

れた『マレーシアのヒル・ステーション』の中で、マラッカについて次のように記しています。「

現代のマラッカは、過去の時代へと通じる門のようでもあります。他のマレーシアの高原リゾート

が近代的なリゾートや観光施設へと変貌を遂げる中、マラッカは19世紀末から20世紀初頭のイギリ

ス植民地時代の雰囲気を驚くほどよく保存しています。霧深い朝に曲がりくねった山道を登ると、

かつてイギリスの植民地管理者たちが熱帯の暑さを避けてこの平和な避難所を訪れた時代へと戻っ

たかのような錯覚に陥ります。」

クンダン・ハイランド
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サバ州に位置する高原地帯で、キナバルー山の雄大な景観を誇ります。標高約1,900メートルに位

置するこの地域は、涼しい気候と美しい風景で知られています。クンダン・ハイランドの主な名所

には、キナバルー山展望台、大規模な野菜農場、そして第二次世界大戦記念館があります。

クンダン戦争記念館は、第二次世界大戦中に日本の『死の行進』の間に命を落としたオーストラリ

アとイギリスの捕虜を悼む重要な歴史的場所です。この記念館は4つの美しい庭園（オーストラリア

庭園、イギリス庭園、ボルネオ庭園、瞑想庭園）で構成されており、訪問者に対してこの地域の重

要な歴史的出来事への理解を提供します。

クンダン・ハイランドにはまた、『ニュージーランド・デイリー・ファーム』というユニークな名

所があり、ここでは訪問者が乳牛を直接見学し、搾りたての牛乳や乳製品を味わうことができます。

この農場は、平和な田園風景とキナバルー山の雄大な背景が調和した美しい景観を提供します。

オーストラリアの旅行作家、ティム・ボウズ氏は自身のブログ「ボルネオ日記」の中でクナン・ハ

イランドについて次のように記しています。「クナン・ハイランドは、私たちが通常マレーシアに

対して抱くイメージとは全く異なる姿を呈しています。緑豊かな野菜畑が段々畑状に山肌を覆い、

朝霧が谷間を埋め尽くす様子は、ネパールやペルーの高原地帯を彷彿とさせます。しかし、遠くに

見えるキナバルー山の威厳あるシルエットと周囲の熱帯植物群は、ここが間違いなくボルネオであ

ることを思い出させてくれます。この独特の微気候は多様な外来植物が生育するのを可能にし、ク

ナンは高山キャベツからイチゴに至るまで多様な温帯作物を栽培するサバの『野菜かご』となりま

した。」

マレーシアの多様な高原リゾート地は、それぞれが独自の魅力と特性を有しています。カメロン・

ハイランドとフレイザー・ヒルがイギリス植民地時代の雰囲気と自然景観を強調するのに対し、ジェ

ンティン・ハイランドは現代的なエンターテインメントとリゾート施設に重点を置いています。ブ

キティンギはヨーロッパをテーマとしたリゾート地を、マワーンは歴史的雰囲気と自然環境の保全

を、クナン・ハイランドは山岳地帯の美しさと歴史的意義を提供しています。

こうした多様性は、訪問者に対し、自身の趣味や旅行目的に合った高原リゾート地を選択できる多

彩な選択肢を提供し、マレーシア旅行の豊かな体験をさらに深めてくれます。また、これらの高原

地帯は、マレーシアの多様な気候、地形、そして植民地時代の歴史の興味深い側面を示す重要な場

所でもあります。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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第17章 旅行者のための実用情報

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

交通システムの活用方法

マレーシアは比較的発達した交通インフラを備えており、旅行者がさまざまな目的地を容易に訪れ

ることができます。主要都市内での移動から都市間での長距離移動まで、マレーシアの交通システ

ムは多様なオプションを提供しています。

クアラルンプールはマレーシアで最も発達した公共交通システムを備えています。このシステムは

主にLRT（軽電鉄）、MRT（地下鉄）、モノレール、KTMコミューター（郊外電車）、そしてバス

で構成されています。旅行者がクアラルンプールの公共交通を効率的に利用するためには、「

Touch 'n Go」カードまたは「マイカード(MyKad)」の購入をお勧めします。このプリペイドカード

はほとんどの公共交通で利用可能であり、毎回現金で切符を購入するよりも便利で、割引特典もあ

ります。

シンガポール出身の旅行ブロガー、レイチェル・リー（Rachel Lee）氏は、自身のブログ『マレー

シア・アドベンチャーズ（Malaysian Adventures）』で次のようにアドバイスしています。「クア

ラルンプールで最も便利な公共交通路線は、ケラナ・ジャヤLRTラインです。この路線は、KLCC（

ペトロナス・ツインタワー）、パサール・セニ（パサール・セニ、チャイナタウン近く）、KLセン

トラル（KLセントラル、主要な交通ハブ）といった主要な観光名所を結んでいます。KLセントラル

は市内のすべての鉄道路線が交差する地点であり、マレーシアの他の都市へ向かう長距離バスや列

車の発着点でもあります。」

クアラルンプールおよび周辺地域を訪れる旅行者にとって、もう一つの便利な交通手段は「Grab（

グラブ）」などの配車サービスです。東南アジア版のUberと呼ばれるグラブは、使いやすいアプリ

を通じて、手頃な価格で便利な移動サービスを提供しています。公共交通が到達しない目的地を訪

れる際、深夜の移動時、あるいは多くの荷物を持っている場合に特に便利です。

マレーシア半島内における都市間の移動は、主にバス、鉄道、または国内線航空便によって行われ

ます。長距離バスは最も経済的な選択肢であり、主要な都市や町を結ぶ広範なネットワークを有し

ています。主要なバス会社には、トランスネーション（Transnational）、プラスライナー（PLUS

Liner）、ニスイペリアル（Nice Imperial）などがあり、オンライン予約プラットフォーム「イージー

ブック（Easybook）」や「キャッチザットバス（CatchThatBus）」を通じて事前にチケットを予

約することができます。

鉄道旅行を好む旅行者は、マレーシア国営鉄道会社であるKTM（Keretapi Tanah Melayu）のサー

ビスを利用できます。KTMはシンガポールから始まり、マレーシア半島に沿ってタイ国境まで続く
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路線を運行しています。KTMのETS（Electric Train Service）は、クアラルンプールからイポー、

ペナン、パダンベサールなどの北部都市へ移動する迅速で快適な手段です。

ボルネオ島のサバ州およびサラワク州へ旅行する場合は、国内線航空便が最も効率的な移動手段で

す。マレーシア航空（Malaysia Airlines）とエアアジア（AirAsia）は、クアラルンプールからコタ

キナバル、クチン、ミリ、シブなどボルネオの主要都市へ定期航空便を運行しています。事前にオ

ンラインで予約すると、特別割引運賃を利用できる場合がほとんどです。

マレーシア旅行作家のアズマン・ガニ（Azman Ghani）は、著書『マレーシア・バックパッキング

（Backpacking Malaysia）』において、次のような助言を提供しています。「国内主要航空会社で

あるエアアジアの料金は、長距離バスや鉄道よりも安くなる場合が多いため、常に複数の交通手段

の料金を比較してください。また、マレーシアは観光シーズンによって交通手段の料金と利用可能

数が大きく変動するため、ハリラヤ（Hari Raya）祭や中国旧正月などの主要な祝祭期間には、少な

くとも数週間前に交通手段を予約することをお勧めします。」

島嶼地域を訪れる旅行者の方々にとって、フェリーやボートサービスは重要な交通手段です。ラン

カウィ、ペナン、ティオマン、ペルヘンティアンなどの人気のある島々は、本土から定期フェリー

サービスで結ばれています。例えば、ランカウィはクア（Kuah）フェリーターミナルを通じてペナ

ンとサトゥン（タイ）と接続され、ペナンはブトワース（Butterworth）と定期的に結ばれていま

す。

マレーシアでのレンタカー利用も可能ですが、主にクアラルンプール、ペナン、ランカウィといっ

た主要観光地でのみ容易に利用できます。マレーシアで運転する際は左側通行であることを忘れず、

国際運転免許証が必要です。また、都市部では交通渋滞が激しい場合があり、農村部では道路状況

が多様であるため、注意が必要です。

イギリスの旅行作家サイモン・フレッチャー（Simon Fletcher）氏は、マレーシア旅行に関する自

身のブログでこう記しています。「マレーシアの交通システムは全体的に効率的で使いやすいです

が、常に余裕を持って時間を計画することが重要です。モンスーンシーズンには天候による遅延が

発生する可能性があり、主要な祝祭期間にはすべての交通手段が非常に混雑する可能性があります。

また、マレーシアの各地域で公共交通の発達度合いが異なるため、訪問予定地域の交通オプション

を事前に調査しておくことをお勧めします。」

マレーシアの交通システムを効率的に活用すれば、旅行者はこの多様で魅力的な国のさまざまな目

的地を容易かつ快適に探検できます。公共交通、車両呼出サービス、長距離バスや列車、国内線航

空便、そしてフェリーサービスなど、多様な交通オプションを適切に組み合わせることで、個人の

旅行スタイルや予算に合わせた最適な旅行計画を立てることができます。

グーグルマップ活用テクニック

マレーシア旅行においてグーグルマップは非常に有用なツールですが、現地の状況に合わせて効率

的に活用するためには、いくつかの特別なコツが必要です。グーグルマップは単なる道案内を超え、

公共交通機関の情報、レストランや観光名所の推薦、そしてオフラインナビゲーション機能まで提

供しています。
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マレーシアでグーグルマップを利用する際にまず知っておくべき点は、一部の離島や最近開発され

た地域では情報が完全に更新されていない可能性があることです。ボルネオ島の一部やマレーシア

半島の農村部では、グーグルマップの精度が低下する場合があります。

オーストラリアの旅行ブロガー、ジェイソン・チェン氏は、自身のブログ『東南アジア旅行ノート』

で次のようにアドバイスしています。「マレーシアでグーグルマップを利用する際は、常に最新情

報を入手するためにアプリをアップデートしてください。また、目的地が正確に表示されているか

確認するため、住所だけでなく場所の名前も併せて検索することをお勧めします。例えば、ペナン

州のケック・ロク・シ寺院を訪れる際は、『ケック・ロク・シ・テンプル』のように検索して正確

な位置を確認できます。」

マレーシアで有用なグーグルマップの機能の一つに、公共交通機関の情報があります。クアラルン

プール、ペナン、ジョホールバルなどの主要都市では、グーグルマップがバス、電車、ライトレー

ルなどの公共交通機関のルートと時刻表を提供しています。目的地を入力後、公共交通機関のアイ

コンを選択すると、さまざまな交通オプション、所要時間の目安、そして徒歩ルートまで詳細に案

内してくれます。

マレーシア旅行中にインターネット接続が不安定な場合や、データローミング費用が気になる場合

は、グーグルマップのオフライン機能を活用するのがお勧めです。ホテルやカフェのWi-Fiに接続し

ている際に、訪問予定地域の地図を事前にダウンロードしておけば、インターネットなしでもGPS

を通じて現在地を確認し、道案内を行うことができます。

オフライン地図のダウンロード方法は簡単です。Google マップアプリで自分のプロフィールアイコ

ンをタップし、「オフラインマップ」を選択して「地図を選択」をタップします。その後、ダウン

ロードしたい地域を画面で調整し、「ダウンロード」ボタンを押すだけです。マレーシアの主要都

市や観光エリアごとに地図をダウンロードしておけば、旅行中に非常に役立ちます。

マレーシアの多くの都市では複雑な一方通行道路や予期せぬ道路変更があるため、Google マップの

「リアルタイム交通情報」機能を活用することをお勧めします。この機能は現在の交通状況を色で

表示し（緑はスムーズ、赤は混雑）、最も効率的なルートの選択を支援します。

英国人の旅行作家エマ・ウィルソンは、彼女の旅行ガイド『マレーシア 低予算旅行者のためのガイ

ド』で次のような有用なヒントを共有しています。「マレーシアで Google マップを利用する際は、

頻繁に『徒歩』オプションを確認してください。車でのルートはしばしば一方通行道路や高架道路

を案内しますが、これは徒歩では不可能または非常に非効率な場合があります。クアラルンプール

では、徒歩ルートがしばしばより速い近道を提供し、ショッピングモールや歩行者専用橋を通る快

適なエアコン付きの経路を案内することもあります。」

また、Google マップはマレーシアの名店や隠れた飲食店を見つける際にも大変役立ちます。「周辺」

機能を使用すれば、現在地近くのレストラン、カフェ、屋台などを検索でき、利用者のレビューや

星評価を通じて品質や人気を把握できます。

マレーシア現地の旅行ガイド、ヌル・アジザさん（Nur Azizah）は次のようにアドバイスしていま

す。「マレーシアの真の味を体験したいなら、グーグルマップで評価の高い地元のレストランを探

してください。レビュー数が多く、地元住民のレビューが多い場所を選ぶのがおすすめです。外国
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人観光客はよく有名観光地の近くの店舗に集中しがちですが、グーグルマップを少し掘り下げて検

索すると、より本格的で手頃な地元のレストランが見つかります。イポーの「オールドタウン」や

ペナン島の「ジョージタウン」のような地域では、グーグルマップの推奨機能が隠れた名店を見つ

けるのに役立ちます。」

グーグルマップを利用する際に注意すべきもう一つの点は、マレーシアの道路名や建物番号の体系

が西洋諸国とは異なる可能性があることです。場合によっては、正確な住所よりもランドマークや

有名な建物を基準に場所を探す方が効率的なことがあります。例えば、クアラルンプールで特定の

レストランを探す際、正確な住所よりも「ペトロナスツインタワーの隣」や「スリアKLCCショッピ

ングモール内」のように検索する方が、より正確な結果を得られるでしょう。

カナダ出身のデジタルノマド、マイケル・ジョーダンズさん（Michael Jordans）は、自身のブログ

『デジタル・トラベラー』で以下のようなユニークなヒントを共有しています。「マレーシアでグー

グルマップを最大限に活用する秘訣は『ピン保存（Save Pin）』機能です。旅行前に訪問したいす

べての場所を事前に保存し、色別に分類しておきましょう。例えば、レストランは赤色、ショッピ

ング場所は青色、観光名所は緑色でマークできます。こうすれば、実際の旅行中に現在地周辺の興

味深い場所を一目で把握でき、時間を効率的に活用できます。」

マレーシアの熱帯気候を考慮すると、グーグルマップの距離および所要時間推定値は、暑さや突然

のスコールを反映していない可能性があります。徒歩移動時間は実際にはより長くかかるため、余

裕を持って計画することをお勧めします。

シンガポールの旅行ブロガー、タイ・メイ・リン氏は次のようにアドバイスしています。「マレー

シアでは、グーグルマップの予想徒歩時間に常に20～30%の余裕時間を追加してください。クアラ

ルンプールのような大都市では、横断歩道での待ち時間、混雑する歩道、予期せぬ迂回路のために、

思ったよりも時間がかかることがあります。また、午後2時から4時の最も暑い時間帯は歩行速度が

落ちるため、さらに多くの時間が必要です。」

マレーシアの一部、特にボルネオ島の農村地域や国立公園では、GPS信号が弱かったり、全く届か

ない場合があります。これらの地域を訪れる計画がある場合は、グーグルマップだけでなく、オフ

ライン地図や紙の地図も用意することをお勧めします。また、現地のガイドの助けを借りたり、宿

泊施設のスタッフに事前に情報を得ておくことも重要です。

モスクや寺院などの宗教施設を訪れる計画がある場合は、訪問時間と服装規定を事前に確認するこ

とをお勧めします。グーグルマップの場所情報にはこれらの詳細が含まれていることもありますが、

常に最新情報が反映されているわけではないため、現地の住民に確認するか、公式ウェブサイトを

参照することをお勧めします。

地元料理のおすすめ

マレーシアは、マレー系、中国系、インド系、そして多様な先住民族の文化の影響を受けた、豊か

で多様な料理で知られています。旅行者にとって現地の食文化を体験することは、マレーシアの文

化を理解する上で重要な要素であり、この国の真の味と香りを堪能する絶好の機会です。

ナシ・レマック（Nasi Lemak）
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必ず味わうべき料理です。ココナッツミルクで炊いた香ばしいご飯に、辛いチリソースのサムバル、

茹で卵、炒ったピーナッツ、イカン・ビルリス（小魚）、スライスしたキュウリを添えたこの料理

は朝食として人気が高いですが、一日中いつでも楽しむことができます。クアラルンプールの「ヴィ

レッジ・パーク」やペナン島の「アリ・ナシ・レマック」は、本格的なナシ・レマックを味わえる

有名な場所です。

アメリカの美食評論家、アンソニー・ボーデンは生前、マレーシア料理についてこう述べています。

「ナシ・レマックは単なる料理ではありません。それはマレーシアの魂を宿した料理です。ココナッ

ツミルクに浸されて香ばしく炊かれたご飯、ほんのりとした甘みと塩味、そしてサムバルの辛さが

完璧に調和しています。そして最も驚くべき点は、この料理が簡素な屋台から高級レストランに至

るまで、どこでも楽しむことができるということです。」

レンダン（Rendang）

コconutミルクと香辛料を長時間煮込んだ牛肉料理です。この料理は元々インドネシア・スマトラ

島のミナンカバウ地方に由来しますが、マレーシアでも広く愛されています。ハリラヤ（イスラム

の祭典）の期間に特に食べられる特別な料理です。濃厚な香辛料と柔らかい肉が特徴のレンダンナ

シ（ご飯）やクトゥパット（コックパット、米のケーキ）と共に提供されます。

マレーシアの地元料理専門家であるノライニ・オスマン氏は、彼女のクックブック『マレーシアの

味』の中でこう説明しています。「真のレンダンは少なくとも4時間以上、じっくりと煮込まれます。

この過程を通じて、肉汁とココナッツミルク、そして様々な香辛料が完璧に調和し、独特の味わい

と食感を生み出します。良質なレンダンは肉汁が完全に煮詰まり、肉に包み込まれているべきであ

り、辛みながらもほのかな甘みと豊かな香りを備えている必要があります。」

ラクサ

マレーシアの各地域でそれぞれ異なるバージョンが楽しまれる人気のあるヌードルスープです。最

も有名な2種類は、ペナン・アサム・ラクサとサラワク・ラクサです。ペナン・アサム・ラクサは、

酸味の強い魚ベースのスープに太めの米粉麺を入れ、ミント、パイナップル、タマネギ、唐辛子な

どをトッピングした料理です。一方、サラワク・ラクサは、ココナッツミルク、サンバル、ガラン

ガル、レモングラスなどで作ったスープに細い米粉麺とエビ、鶏肉、卵などを乗せた料理です。

ペナンの有名なフードブロガー、リー・チン・キー氏は、自身のブログ『ペナン・フード・サファ

リ』の中でこう説明しています。「ペナン・アサム・ラクサは、複雑な味わいの饗宴です。酸味、

塩味、辛味、甘味が一皿の中で調和し、ミントと魚の香りが加わり、まさに独特な体験をもたらし

ます。数十年にわたり同じ方法でこの料理を作り続けてきたエア・イタムの屋台で、最高のアサム・

ラクサをお楽しみいただけます。」

チャ・クワイ・テオ (Char Koay Teow)

マレーシア、ペナンで人気の炒め米麺料理です。広い米麺を高温の wok で醤油、チリ、エビペース

トと共に素早く炒め、中国ソーセージ（ラップチン）、エビ、貝、もやし、卵などを加えます。こ

の料理の独特な味わいは、「 wok hei（ wok の香り）」と呼ばれる、超高温で炒める際に生まれる

独特の燻製風味から来ます。
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サテ (Satay)

マレーシア全土で人気の串焼き料理です。マリネした小さな肉の切れ端（主に鶏肉、牛肉、羊肉）

を串に刺し、炭火で焼いた後、ピーナッツソースと共に提供されます。通常、クプ（圧縮米ケーキ）

、キュウリ、タマネギと共に食べます。クアラルンプールの「ジャラン・アルオ・ストリートフー

ド」やカジャン地域は、美味しいサテで有名です。

ロティ・チャナイ (Roti Canai)

マレーシアを代表する朝食メニューで、インドの影響を受けた薄く層になったフラットブレッドで

す。このパンは、ダール（レンズ豆のカレー）や様々なカレーと共に提供され、手でちぎってソー

スに付けて食べます。基本のロティ・チャナイのほか、卵（ロティ・テル）、玉ねぎ（ロティ・ボ

ンベイ）、バナナ（ロティ・ピサン）など、様々なバリエーションもあります。

ペラナカンまたはニョニャ料理

マレーシア、マラッカ、ペナンで味わえるユニークな融合料理です。中国の調理法とマレー、イン

ドネシアの香辛料や技術が融合したこの料理は、マレーシアの食文化において重要な部分を占めて

います。代表的なニョニャ料理には、辛いエビや魚のカレーであるアサム・ペデス、豚肉や鶏肉の

蒸し料理であるアヤム・ブンキア、ほうれん草と唐辛子をココナッツミルクで調理したニョニャ・

バクワンなどがあります。

ペラナカン料理の専門家であるリンダ・リーは、著書『ニョニャの味的秘密』の中でこう説明して

います。「ペラナカン料理は、マレーシア料理の中でも最も複雑で精巧な料理の一つです。各料理

は、多種多様な香辛料と材料の完璧なバランスを必要とし、しばしば一日以上の準備を要します。

これらの料理は、ペラナカンの家庭で代々受け継がれてきた秘密のレシピで作られ、各家庭ごとに

固有のバージョンを誇っています。」

マレーシアでは、様々な屋台料理やナイトマーケット（現地語では「パサール・マラム」）も、見

逃せない食の体験です。これらの市場では、アサム・ラクサやチャ・クワイ・テオから、様々なお

やつやデザートに至るまで、多様な地元料理を低価格で味わうことができます。クアラルンプール

のジャラン・アロ、ペナンのコニー・ドライブ・ホーカーセンター、マラッカのジョンカー・スト

リート夜市は、必ず訪れるべき美食の名所です。

デザートでは、親東（チェンドル）、アイス・カチャン、タウ・フー・ファーなど、さまざまな現

地のデザートを楽しむことができます。親東は、ココナッツミルクとパームシュガーのシロップ（

グラ・メラカ）に緑色のゼリー麺と氷を加えた冷たいデザートで、アイス・カチャンは、さまざま

なシロップ、練乳、ゼリー、果物などをトッピングした氷菓子の一種です。

マレーシア旅行中に現地の食事を最大限に楽しむためには、地元の人々に愛されるレストランや屋

台を探すのがおすすめです。Google マップの口コミや現地のグルメブログを参考にしたり、ホテル

のスタッフや地元の人に勧めを求めたりするのも良い方法です。また、フードツアーに参加すれば、

現地のガイドと共に隠れた名店を発見し、各料理の歴史や文化的背景について学ぶことができます。

旅行時の注意事項
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マレーシアは一般的に安全な旅行先ですが、すべての海外旅行と同様に、いくつかの注意点に留意

することで、より安全で楽しい旅を楽しむことができます。旅行者が知っておくと役立つ文化的・

実用的なヒントと安全情報を紹介します。

マレーシアはイスラム教が主要な宗教である国であり、農村部や保守的な地域を訪れる際には、適

切な服装を心がけることが重要です。女性旅行者は、肩と膝を覆う服装が望ましく、モスクや宗教

施設を訪れる際は、ヘッドスカーフと長ズボンまたはロングスカートを準備することをお勧めしま

す。男性も同様に、宗教施設訪問時には半ズボンよりも長ズボンを着用するのが適切です。

マレーシア旅行の専門家サラ・ウィルソン氏は、ガイドブック『マレーシア旅行エッセンシャル』

の中で次のようにアドバイスしています。「マレーシアは多様な文化と宗教が共存する国です。ク

アラルンプールやペナンなどの大都市では服装の制限は比較的緩やかですが、ケランタンやトレン

ガヌのような保守的な州を訪れる際は、より端正な服装を心がけることをお勧めします。ラマダン

期間中は、公共の場での飲食を控え、現地の文化を尊重する姿勢を示してください。」

マレーシアの気候は一年中暑く湿っており、突然の驟雨がよく見られます。そのため、旅行者は常

に折りたたみ傘やレインコートを携行することをお勧めします。また、暑さと湿気による脱水症状

を防ぐため、十分な水分を摂取し、日焼け止めをこまめに塗ることが重要です。

オーストラリア出身の旅行ブロガー、ジェイソン・リー氏は、自身のブログでマレーシア旅行につ

いて次のように記しています。「マレーシアの熱帯気候に慣れるには時間がかかります。屋外での

アクティビティを計画される場合は、早朝または夕方の遅い時間帯に実施することをお勧めします。

正午から午後3時頃までは最も暑く湿気の多い時間帯ですので、この時間帯は屋内での活動や休憩を

計画するのが賢明です。また、虫除けスプレーを常に携帯することを忘れないでください。自然豊

かな地域や田舎では蚊に刺される可能性が高まります。」

マレーシアでは、蛇口水を直接飲むことは推奨されていません。ミネラルウォーターを購入するか、

ホテルで提供される浄水された水を飲むことをお勧めします。食事については、屋台の料理も美味

しく安全な場合が多いですが、衛生状態を十分に確認し、地元の人々で賑わう店舗で食事を取るこ

とが望ましいです。

安全性の面では、マレーシアは一般的に犯罪率が低い方ですが、大都市ではスリやオートバイを利

用した強奪に注意が必要です。貴重品はホテルの金庫に預け、パスポートはコピーを別に持ってお

くのが良いでしょう。また、夜遅く一人で歩くことは避け、人の少ない地域では特に注意してくだ

さい。

マレーシア警察庁の元観光警察担当であるラム・チャンドラン氏は、次のような安全のヒントを提

供しています。「マレーシアで最も多い観光客対象の犯罪は、オートバイを利用した強奪です。道

路沿いを歩く際は、ハンドバッグやバッグを道路の反対側に持ち、スマートフォンを使用する際は

周囲をよく見回してください。タクシーを利用する際は、可能な限り公式タクシーやグラブ（Grab）

のような配車アプリを利用しましょう。そして、すべての旅行と同様に、旅行保険への加入が重要

です。」

訪問予定の国立公園や自然保護区がある場合は、事前に必要な許可証や入場券を確認し、準備して

おくのが良いでしょう。一部の人気国立公園では入場者数を制限しているため、事前の予約が必須
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です。また、これらの地域では指定されたトレイルから外れず、野生動物に近づいたり、餌を与え

たりしないよう注意してください。

旅行中も文化的感受性を保つことは重要です。モスクや寺院を訪問する際は靴を脱ぎ、宗教儀式や

祈りの時間を妨げないよう注意してください。また、マレーシアの多様な民族や宗教を尊重する姿

勢が必要です。宗教や政治に関連する敏感な話題は、可能な限り避けるのが良いでしょう。

シンガポール出身の旅行作家リサ・タンは、著書『東南アジア旅行エチケット』の中で次のように

アドバイスしています。「マレーシアでは、食事をやり取りしたり握手をしたりする際は、常に右

手を使用してください。左手は伝統的にトイレで使用する手と見なされているためです。また、誰

かの頭を触ることは失礼にあたり、足を他人に向けて置いたり家具の上に載せたりすることも無礼

な行為と見なされます。これらの小さな文化的違いを理解し尊重することで、現地の皆さんとのよ

り意味のある交流が可能になります。」

マレーシア旅行中の交通手段利用時には、いくつかの注意点もあります。クアラルンプールのよう

な大都市では交通渋滞が激しい可能性があるため、移動時間は余裕を持って計画することをお勧め

します。長距離バスや列車を利用する際は事前にチケットを予約し、祝日や週末には特に早めに予

約することが重要です。

マレーシアでは英語が広く使われていますが、簡単なマレー語の挨拶や感謝の表現を覚えておくと、

現地の皆さんとのコミュニケーションに役立ちます。「セラマット・パギ（Selamat pagi、おはよ

うございます）」「テリマ・カシ（Terima kasih、ありがとう）」「シラカン（Silakan、どうぞお

入りください）」といった基本的な表現を覚えておくと良いでしょう。

最後に、マレーシア旅行前には必ず旅行保険に加入し、パスポートや重要書類のコピーを別に保管

し、緊急連絡先（大使館、領事館、現地の警察）をメモしておくことをお勧めします。また、現地

の食べ物や水に慣れていない場合に備えて、基本的な医薬品（消化剤、鎮痛剤、下痢止めなど）を

用意しておくことも推奨されます。

これらの注意点とヒントを心に留めて旅行に臨めば、マレーシアでより安全で豊かな体験ができる

でしょう。マレーシアは多様な文化、歴史、自然、食を提供する魅力的な国であり、旅行者たちに

忘れられない思い出を届けてくれるはずです。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 金京鎮. All rights reserved.
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第18章 GPT、Geminiを使えば誰でもバックパッカー旅行が可能

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

AI は地球上のすべての言語を翻訳する

海外旅行で最もイライラする瞬間は、言語の壁に直面したときです。メニューが読めず何を注文す

べきか途方に暮れ、街の標識やバス案内が理解できずに道に迷うこともあります。しかし今では、

スマートフォンと AI があれば、こうした困難を簡単に解決できます。

Gemini や ChatGPT、Claude などの AI チャットボットに、写真だけを撮影してアップロードする

だけです。この方法の利点は、単にテキストを翻訳するだけでなく、状況を理解してアドバイスま

でしてくれる点にあります。

現地のメニューを見て料理の推薦を求めてもよい

レストランでメニューの写真撮影し、AI に「このメニューからベジタリアンが食べられる料理を推

薦してください」と尋ねると、AI はメニューを翻訳した上でベジタリアン向けの料理を選び、各料

理の特徴まで説明してくれます。

また、「アレルギーがあるのですが、この料理にはピーナッツが入っていますか？」といった具体

的な質問も可能です。

「韓国人の口に合う料理を推薦してください」と頼むこともできます。メニューに現地の通貨単位

で価格が記載されている場合は、メニューを写真に撮ってアップロードし、「インターネット検索

で為替を確認し、日本円での価格も教えてください」と伝えればよいのです。

駅やバス停での時刻表確認にも有用

時刻表の写真をアップロードして「午後3時以降に空港へ行くバスを探してください」と頼めば、AI

が時刻表を分析し、該当するバス番号、出発時刻、運賃まで整理して提示してくれます。現地の言

語で書かれた切符や航空券が理解できない場合でも、写真を撮って「この切符から座席番号とプラッ

トフォームを探してください」と尋ねれば、すぐに回答を得ることができます。

オンラインで航空券や鉄道・バスの切符を購入する際は、現地の言語がわからなくても、まず日本

語で入力し、その内容を現地の言語に翻訳して表示するよう依頼すればよいのです。すると、画面

に表示された文字を窓口で提示するだけで済みます。現地の人が何か説明しようとする場合は、

GPTやGeminiのアプリのマイクをオンにして近づければ、現地の言語を理解して表示してくれます。

その内容を日本語に翻訳するよう頼めば、即座に会話によるコミュニケーションが可能になります。
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遺跡の説明翻訳や追加の背景説明も可能です

観光地で歴史的建造物や彫像を見て疑問に思った際にも、AI は優れたガイドの役割を果たします。

建物や像の写真を撮って「これが何なのか説明してください」と尋ねれば、AI がその建築の歴史や

意味、訪問時の注意点などを教えてくれます。博物館や美術館で作品の横にある説明文が現地語の

みで書かれている場合も、説明板を撮影して翻訳を依頼すれば、作品をより深く鑑賞することがで

きます。

ショッピングの際にも AI 翻訳は必須です。

化粧品や食品の成分表示や使用方法が現地語のみで記載されている場合、写真を撮って「この製品

の成分と使用方法を日本語で説明してください」と尋ねればよいのです。

病院や薬局でも役立ちます。

薬局で薬を購入する際は特に注意が必要ですが、薬の説明書の写真を送信して「この薬の効能と副

作用、服用方法を教えてください」と尋ねれば、安全に薬を購入できます。

宿泊施設での洗濯機やエアコンなどの家電製品の使い方

操作ボタンに知らない外国語で表記されている場合でも、操作パネルを撮影してAIに尋ねれば、各

ボタンの機能が説明されます。さらに、故障していると思われる場合でも、どのような機器でも症

状の分析を求めたり、修理方法を教えてもらうことが可能です。

果物や食材、植物、動物について質問しても構いません

現地のスーパーマーケットで知らない果物や食材を見つけた場合、写真を撮って「これは何で、ど

のように食べるのか教えてください」と尋ねれば、調理法まで知ることができます。

AI を旅行情報の検索に活用する方法も多様です。旅行前に AI に「エリバンで 3 日間旅行する予定

ですが、おすすめの日程を作成してください。歴史遺跡と現地の料理が好きです」と伝えれば、カ

スタマイズされた旅行計画を受け取ることができます。現地に到着しても、「今いる共和国広場付

近で夕食に適した現地の飲食店を教えてください」のように、リアルタイムで情報を得ることがで

きます。

街を歩いている際に発見した興味深い店舗やレストランの看板を撮影し、「この店舗に関する情報

とレビューを教えてください」と伝えれば、AI が店舗名を認識して関連情報を検索してくれます。

また、現地の新聞やポスターを見てどのような行事なのか気になる場合も、写真を撮って尋ねれば、

行事の内容や参加方法を知ることができます。

緊急時においても、AI の写真翻訳は命綱となります。病院で診断書や処方箋を受け取ったが現地の

言語のみで記載されている場合、写真を撮って翻訳すれば、自身の健康状態を正確に把握できます。

警察署や大使館で受け取った書類も同様に翻訳して理解することができます。

現地の道案内やルート検索を依頼することもできます。
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必ずしも Google マップである必要はありません。ある場所から別の場所への移動方法、旅行の動

線、近隣の名店などに関する情報を得ることができます。特に Google マップのデータをよく学習

した、同じ Google が開発した人工知能である Gemini は、この場合においてより有用な回答を得る

ことができます。ただし、現時点では Google マップの方がより正確です。

これらの AI 機能を活用するには、いくつかの準備が必要です。

まず出国前に、スマートフォンに Gemini、ChatGPT、Claude などのアプリをインストールし、使

い方を覚えておきましょう。

海外ではデータローミングや現地の SIM カード、eSIM を用意してインターネット接続を確保するこ

とも重要です。

もしインターネットが不安定な地域を旅行される場合は、Google 翻訳のオフライン言語パックを事

前にダウンロードするか、重要な情報はスクリーンショットとして保存しておくことをお勧めしま

す。写真を撮る際は、テキストが鮮明に写るように焦点を合わせ、十分な照明を確保して AI が正確

に認識できるようにしましょう。メニュー表や看板が長い場合は、複数枚に分けて撮影し、順番に

アップロードすれば大丈夫です。

AI の写真翻訳や情報検索機能は、今や海外旅行に欠かせないツールとなりました。言語の壁に悩む

ことなく挑戦し、現地の人のように自由に旅を楽しみ、予期せぬ状況でも慌てることなく過ごせる

でしょう。スマートフォン一つで世界があなたの遊び場となる時代、AI とともにより豊かな旅に出

かけましょう。

写真の指示文はアルメニア語への翻訳ですが、マレー語、タイ語、クメール語、グルジア語、タイ

語、そして世界のあらゆる言語への翻訳能力は、人工知能には十分に備わっています。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第19章 多様な産業構造

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

電子機器および製造業の強国

マレーシアは、1970年代から始まった体系的な産業化政策により、農業中心の経済から製造業とサー

ビス業を中核とする多様な経済へと見事に転換しました。電子機器分野はマレーシア経済の中核産

業として確立され、国家輸出の大きな部分を占めています。

マレーシアの電子機器産業は、1970年代初頭に米国のインテル社がペナンに初の海外生産拠点を設

立したことをきっかけに本格化しました。その後、テキサス・インスツルメンツ、モトローラ、日

立など世界的な電子企業がマレーシアに生産拠点を構えるようになり、産業は急速に成長しました。

アジア開発銀行（ADB）の経済学者、ラズ・グプタ氏は次のように述べています。「マレーシアが

電子機器製造業で成功を収めた秘訣は、政府の先見性のある産業政策、安価かつ熟練した労働力、

戦略的な立地、そして安定した政治環境の組み合わせにあります。1970年代から実施された製造業

指向の政策と、外国直接投資を誘致するための多様なインセンティブは、電子産業の発展を促す触

媒として機能しました。」

現在、マレーシアは半導体、電子部品、コンピュータおよび周辺機器、通信機器、家電製品など多

様な電子機器を生産しています。半導体分野では世界有数の生産国の一つであり、インテル、AMD、

ブロードコム、テキサス・インスツルメンツなどのグローバル企業がマレーシアで重要な生産およ

び研究開発活動を行っています。

ペナンは「東洋のシリコンバレー」という別名で呼ばれるほど、マレーシアの電子産業の中心地と

なりました。ペナン州にはバヤン・レパス自由産業地域を中心に数百の電子関連企業が集積してお

り、この地域はグローバルな電子サプライチェーンの重要な部分を占めています。

2019年に刊行された『マレーシア産業革命の歴史』の著者であり、元国際通商産業大臣のタン・ス

リ・ラフィダ・アジズ氏は次のように回顧しています。「1980年代と1990年代、私たちは単純な

組立作業から、次第により複雑で付加価値の高い活動へと産業を発展させるために努力しました。

政府と企業の緊密な協力、そして教育と技術開発への投資を通じて、マレーシアは電子機器製造に

おいてグローバルな競争力を備えるようになりました。」

マレーシアの製造業部門は、電子機器のほか、自動車、化学製品、建設資材、パーム油加工、医療

機器など多様な分野へと多角化されました。プロトンやペロドゥといった国内自動車ブランドの開

発は、マレーシアの産業発展の能力を示す事例です。
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プロトンは1983年にマハティル・モハマド首相の主導で設立されたマレーシア初の国産自動車会社

であり、当初は三菱自動車との技術協力を通じて自動車を生産していました。現在は中国の吉利が

株式を取得し、グローバル競争力の強化に努めています。

ハーバード大学の産業政策専門家であるデベシュ・カプール教授は、マレーシアの産業化過程につ

いて次のように評価しています。「マレーシアの産業化モデルは東アジアの他の成功事例と類似点

がありますが、多民族社会の特性を反映した独自のアプローチを取った点が注目されます。1971年

から実施された『新経済政策（NEP）』は、産業化を推進しつつも、ブミプトラ（先住民であるマ

レー人）の経済参加を拡大するという二重の目標を持っていました。」

最近、マレーシアは『インダストリー4.0』という新たな産業革命に対応するため、2018年に『イ

ンダストリー4WRD』政策を発表しました。この政策は、デジタル化、人工知能、ビッグデータ、

ロボティクスなどを活用して、製造業のスマート化と高付加価値化を推進することを目的としてい

ます。

マレーシアの電子製品および製造業部門は、グローバルサプライチェーンの再編、低コスト競争国

の台頭、技術変化の加速など、さまざまな課題に直面しています。しかし、熟練した人材、高度な

インフラ、戦略的な立地、そして継続的なイノベーションの努力を基盤に、マレーシアはアジアの

主要な製造業ハブとしての地位を維持し、発展させるために努力を続けています。

天然資源とパーム油産業

マレーシアは豊富な天然資源を有する国であり、石油、天然ガス、錫、木材、パーム油など多様な

資源が国家経済の発展に重要な役割を果たしてきました。パーム油産業は、マレーシアを代表する

農業基盤産業として成長しました。

マレーシアはインドネシアとともに世界のパーム油生産を主導しており、世界のパーム油輸出の約

25～30%を占めています。パーム油は食用油、化粧品、バイオ燃料、洗剤など多様な製品に使用さ

れ、マレーシアにとって重要な外貨獲得源となっています。

マレーシアパーム油委員会（MPOB）の資料によると、現在マレーシア国内には約500万ヘクタール

のパーム油農園があり、これは国土面積の約15%に相当します。パーム油産業は直接約60万人の労

働者を雇用しており、関連産業を含めると約200万人の生計に影響を与える重要な産業です。

マレーシアの農業経済専門家であるアフマド・イブラヒム博士は次のように説明しています。「パー

ム油産業はマレーシアの農村経済の中核であり、多数の零細農家や労働者に所得と雇用機会を提供

しています。また、マレーシアは単なるパーム油生産にとどまらず、加工、精製、付加価値製品の

開発、バイオ燃料生産など、バリューチェーン全体にわたって産業を拡大してきました。」

しかし、パーム油産業は環境破壊、森林伐採、生物多様性の減少、労働条件など、さまざまな持続

可能性の問題に直面しています。これに対応し、マレーシアは持続可能なパーム油生産のための複

数のイニシアチブを推進しています。2008年に導入された「マレーシア持続可能なパーム油（

MSPO）」認証制度は、環境保護、社会的責任、優良農業慣行の促進を目的としており、2019年か

らはすべてのパーム油生産者に義務化されました。



88

環境政策研究者のラジャ・バダルーディン氏は次のように述べています。「マレーシアのパーム油

産業は、持続可能性に関する世界的な要請に適応しています。MSPO認証に加えて、生産性の向上、

土地拡張なしでの生産量増大、環境影響の最小化のための研究開発にも投資しています。しかし、

欧州連合のような主要市場における規制強化や代替植物油との競争は、引き続き課題として残って

います。」

石油および天然ガス分野において、マレーシアは東南アジアの主要な生産国の一つです。国営企業

ペトロナスは、マレーシアの石油・ガス資源開発を担う企業として、現在はグローバルエネルギー

企業へと成長しました。ペトロナスはマレーシア最大の企業であり、最大の税収貢献者として、国

家収入の相当部分を占めています。

1974年に設立されたペトロナスは、マレーシア政府が100%出資する国営企業で、現在は国内活動

だけでなく、アフリカ、中東、中央アジア、南米など世界30カ国以上で事業を展開しています。液

化天然ガス（LNG）の生産および輸出分野において、ペトロナスは世界の主要企業の一つとして認

められています。

エネルギー産業分析家のマイケル・リー氏は、ペトロナスの成功要因について次のように分析して

います。「ペトロナスの成功は、長期的なビジョン、国際化戦略、そして石油・ガスのバリューチェ

ーン全体にわたる統合的なアプローチに起因します。サラワク州ビンツルに位置するLNG複合施設

は、世界最大規模のLNG生産施設の一角であり、マレーシアを主要なLNG輸出国として確立しまし

た。」

錫産業はかつてマレーシア経済の重要な一部でしたが、1980年代以降の錫価格の下落と埋蔵量の減

少により、その重要性は低下しました。それでもなお、マレーシアは錫生産国としての歴史的遺産

を有しており、一部の地域では錫採掘が継続されています。

木材産業もまた、マレーシア経済において重要な役割を果たしてきました。マレーシアは高品質な

熱帯木材の主要な輸出国の一つであり、近年では単なる原木輸出から、家具、ドアや窓枠、合板な

ど付加価値の高い木材製品の生産へと焦点を移しています。しかし、持続可能な森林管理と違法伐

採の防止は、引き続きこの分野における主要な課題として残っています。

マレーシア森林局（Malaysian Forestry Department）のアニサ・アフマド（Anisah Ahmad）ディ

レクターは次のように述べています。「マレーシアは、森林保全と木材産業の発展のバランスを取

るために努力しています。マレーシア木材認証委員会（Malaysian Timber Certification Council、

MTCC）を通じた認証システムの導入は、持続可能な森林管理を促進し、マレーシア産木材製品の国

際市場へのアクセスを維持するための重要な一歩でした。」

全体的に、マレーシアの天然資源産業は、環境保全、持続可能性、気候変動への対応といったグロー

バルな課題と向き合いながら変化を遂げています。こうした変化の中で、マレーシアは資源ベース

産業の付加価値を高め、環境に持続可能な慣行を採用し、資源への依存度を減らし、知識基盤経済

への転換を図るための努力を続けています。

観光業の発展と経済への貢献
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観光業はマレーシア経済の重要な部門として成長し、外貨収入の獲得、雇用創出、地域経済の発展

に多大な貢献をしています。美しいビーチ、鬱蒼とした熱帯雨林、多様な文化遺産、近代的な都市、

独特の食文化など、多様な観光資源を備えたマレーシアは、毎年数百万人の国内外の観光客を惹き

つけています。

マレーシアの観光業の本格的な発展は1990年代から始まりました。1990年にマレーシア政府が初

めて「Visit Malaysia Year」キャンペーンを開始した際、外国人観光客数は約740万人でした。そ

の後は体系的な観光振興政策とインフラ投資により観光業は着実に成長し、コロナ19パンデミック

前の2019年には約2,600万人の国際観光客がマレーシアを訪れました。

マレーシア観光庁（Tourism Malaysia）の統計によると、観光業はマレーシアのGDPの約15～20%

を占め、約300万人の雇用を直接・間接的に創出しています。シンガポール、中国、インドネシア、

タイ、ブルネイなど近隣諸国からの観光客が大きな割合を占めていますが、近年は中東、欧州、北

米地域からの観光客も増加する傾向にあります。

観光政策専門家のノラ・アブ・ハサン（Nora Abu Hassan）氏は、マレーシア観光業の成功要因に

ついて次のように分析しています。「マレーシア観光業の成功は、多様な要素が複合的に作用した

結果です。政府主導の積極的なマーケティングキャンペーン、『マレーシア・トゥルーリー・アジ

ア（Malaysia Truly Asia）』のような効果的なブランディング、多様な観光商品の開発、観光イン

フラへの継続的な投資、そして何よりもマレーシアの多文化特性ともてなしの精神が調和し、独自

の観光体験を提供しています。」

マレーシアの主要な観光名所には、クアラルンプールのペトロナスツインタワーのような近代的ラ

ンドマーク、マラッカとジョージタウン（ペナン）のようなユネスコ世界文化遺産都市、ランカウ

イ、ティオマン、レダンなどの美しい島々とビーチ、タマンネガラ、キナバル山、ムル国立公園な

どの自然名所、そしてペナン、イポー、クチンなど多様な食文化で知られる都市が含まれています。

近年、マレーシアは単なる休暇の目的地を超え、医療観光、MICE（会議、報奨旅行、会議、展示会）

観光、教育観光、エコツーリズムなど、特殊目的の観光分野でも成長を遂げています。医療観光は、

マレーシアの先進的な医療施設、熟練した医療従事者、そして相対的に低廉な費用により、急速に

成長している分野です。

国際観光コンサルタントのデビッド・チェン氏は、マレーシア観光業の強みについて次のように説

明しています。「マレーシアの最大の競争力の一つは、コストパフォーマンスです。隣接するシン

ガポールやタイの一部の観光地に比べ、相対的に低廉な費用で高品質な観光体験を提供しています。

また、英語が広く使用されているためコミュニケーションが容易であり、多様な文化や宗教が平和

に共存する姿は、多くの観光客に安心感と親しみやすさを与えています。」

しかし、マレーシアの観光業はコロナ19パンデミックにより大きな打撃を受けました。国境封鎖と

旅行制限により、2020年と2021年には国際観光客数が急激に減少しました。これに対応し、マレー

シア政府は国内観光の促進、デジタルマーケティングの強化、観光業従事者への支援など、さまざ

まな政策を実施しました。

パンデミック後の回復過程において、マレーシアの観光業は数々の課題と機会に直面しています。

デジタル技術の活用、持続可能な観光開発、新たな観光トレンドへの適応、そして多角的なマーケ
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ティング戦略などが、今後の発展に向けた主要な課題として浮上しています。

マレーシア文化観光芸術省（Ministry of Tourism, Arts and Culture）の関係者であるザイナ・アブ

ドラ（Zaina Abdullah）氏は次のように述べています。「私たちはコロナ禍後の新たな観光パラダ

イムに適応しています。衛生と安全に関する強化されたプロトコル、屋外活動や自然に基づく観光

商品の開発、そしてデジタル技術を活用した非対面サービスの拡大などを通じて、観光業の持続可

能かつ責任ある回復を目指しています。また、『マレーシアで第二の自宅を見つける（Malaysia

My Second Home, MM2H）』プログラムのような長期滞在型観光客の誘致にも取り組んでいます。」

マレーシア観光業の持続的な成長と発展のために、政府と民間部門はインフラの整備、サービスの

質の向上、新たな観光商品の開発、そして効果的なマーケティング戦略の策定に注力しています。

これらの取り組みを通じて、マレーシアは東南アジアの主要な観光目的地としての地位を確固たる

ものにし、観光業が国家経済により大きな貢献を果たせるよう努めています。

デジタル経済への転換

マレーシアは伝統的な産業部門を超え、デジタル経済への転換を積極的に推進しています。情報通

信技術（ICT）インフラの整備、デジタル・スタートアップ生態系の育成、電子商取引の活性化、デ

ジタル政府サービスの拡大など、多様なイニシアチブを通じて、マレーシアは東南アジアのデジタ

ル・ハブとして浮上することを目指しています。

マレーシアのデジタル経済への転換は、1990年代にマハティール・モハマド首相が推進した『マル

チメディア・スーパー・コリドー（Multimedia Super Corridor, MSC）』プロジェクトにその起源

を遡ることができます。1996年に始まったこのプロジェクトは、クアラルンプール南部に先端技術

クラスターを造成し、国内外のICT企業を誘致して、マレーシアを知識基盤型経済へと転換させるこ

とを目指したものです。

「MSC マレーシア」として知られるこのイニシアチブは、サイベジャヤやプトラジャヤを含む特別

経済区域を指定し、これらの地域に投資する企業に対して、税制優遇、知的財産権の保護、インター

ネット検閲の免除など、さまざまなインセンティブを提供しました。その結果、マイクロソフト、

IBM、HPなどのグローバル技術企業がマレーシアに地域事務所を設立しました。

デジタル経済の専門家であるアリフ・ラフマン氏は次のように評価しています。「MSCイニシアチ

ブは当時としては先見の明のあるプロジェクトであり、マレーシアのデジタルインフラの構築とICT

産業の発展の基盤を築きました。すべての目標が計画通りに達成されたわけではありませんが、こ

のプロジェクトはマレーシアをデジタル経済へ転換させる重要な第一歩でした。」

2017年、マレーシア政府は「デジタル・フリー・トレード・ゾーン（Digital Free Trade Zone、

DFTZ）」を立ち上げました。中国のアリババグループと協力して開始されたこのプロジェクトは、

中小企業が国境を越えて製品を販売できるよう支援し、電子商取引の活性化を目的としています。

DFTZは、電子商取引物流ハブ、衛星サービスハブ、およびデジタルサービスプラットフォームで構

成されています。

マレーシアデジタル経済公社（MDEC）のディレクターであるスーザン・ウォン氏は次のように説明

しています。「DFTZは、中小企業がグローバル市場にアクセスするためのゲートウェイとして機能
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しています。複雑な規制や手続きをデジタルプラットフォームを通じて簡素化することで、企業が

より容易に国際貿易に参加できるよう支援しています。これは、マレーシアが東南アジアの電子商

取引ハブとして成長する上で大きな貢献をしています。」

マレーシアはまた、「マレーシア・デジタル・エコノミー・ブループリント（MyDIGITAL）」とい

う国家デジタル転換計画を推進しています。2021年に発表されたこの計画は、2025年までにデジ

タル経済がGDPに22.6%を貢献し、50万の雇用を創出し、すべての世帯に高速インターネットを提

供することを目標としています。

この計画の核心的要素の一つに、デジタル政府サービスの拡大があります。マレーシアは電子政府

サービスを統合・拡大し、市民により良いサービスを提供するとともに政府運営の効率化を図って

います。「MyGovernment」ポータルを通じて、税金納付、許可申請、事業者登録など多様な行政

サービスをオンラインで提供しており、デジタルID確認システムを導入することで、より安全で効

率的な電子政府サービスの実現を目指しています。

マレーシアのデジタル転換において、フィンテック（FinTech）産業の成長も注目すべき点です。マ

レーシア中央銀行（Bank Negara Malaysia）はフィンテックの革新を支援するため規制サンドボッ

クスを運営しており、デジタルバンキングライセンスの発行を通じて金融サービスのデジタル化を

促進しています。モバイル決済、電子財布、クラウドファンディング、P2P貸付など多様なフィン

テックサービスがマレーシアで活発に展開されており、これは金融包摂性の拡大にも寄与していま

す。

オックスフォード・ビジネス・グループ（Oxford Business Group）のデジタル経済分析家ジェー

ムズ・ウィルソン（James Wilson）は次のように分析しています。「マレーシアのフィンテック生

態系は、政府の積極的な支援、比較的成熟した金融市場、そしてデジタルに慣れ親しんだ若年層の

人口のおかげで急速に成長しています。『e-Tunai Rakyat』や『ePENJANA』といった政府主導の

電子財布インセンティブプログラムは、デジタル決済の採用を大きく加速させました。」

デジタル経済のもう一つの重要な要素は、デジタルコンテンツとクリエイティブ産業です。マレー

シアはアニメーション、ゲーム開発、デジタル映像コンテンツの分野で地域的な強みを築いており、

「Digital Content Ecosystem Policy (DICE)」を通じてこの分野の成長を支援しています。ペナン

とジョホールバルにはアニメーションやゲーム開発に特化したクラスターが形成されており、そこ

で制作されたコンテンツは国際市場でも高く評価されています。

マレーシア・デジタル・クリエイター協会（Malaysia Digital Creators Association）の会長、イス

マイル・ザイヌディン氏は次のように述べています。「『ウピン＆イピン』や『ボボイボーイ』と

いったマレーシアのアニメーションは国内外で大きな成功を収めており、これはマレーシアのデジ

タルコンテンツ産業の潜在力を示す好例です。政府の支援、民間投資、そして創造的な人材プール

を基盤に、マレーシアはアジアの主要なデジタルコンテンツ・ハブへと成長する可能性を秘めてい

ます。」

デジタル技術の革新を支援するため、マレーシアはスタートアップ生態系の構築にも積極的に取り 

組んでいます。「Malaysia Tech Entrepreneur Programme (MTEP)」は、グローバルなテック起業 

家がマレーシアでスタートアップを設立・運営できるようビザ発給を簡素化しています。また、「



92

Cradle Fund」のような政府支援の投資機関は初期段階のスタートアップに資金を提供し、「 

MaGIC (Malaysian Global Innovation & Creativity Centre)」は起業教育、メンタリング、ネットワー

 キングを支援しています。

クアラルンプールとその周辺では、「The Nest」、「WORQ」、「Common Ground」など、さま

ざまなコワーキングスペースやスタートアップインキュベーターが活発に運営されており、これら

の空間は起業家、投資家、メンターが交流し協力するためのハブとして機能しています。

マレーシアの有名なテックスタートアップの成功事例としては、旅行予約プラットフォームの「イー

ジーブック(Easybook)」、オンデマンドサービスプラットフォームの「カオディム(Kaodim)」、

不動産ポータルの「プロパティグルー(PropertyGuru)」などが挙げられます。また、スーパーアプ

リを目指している「グラブ(Grab)」はシンガポールに本社を置いているものの、共同創業者がマレー

シア人であり、同地域で重要な事業を展開しています。

世界銀行(World Bank)のデジタル経済専門家アマンダ・グ(Amanda Gu)は、マレーシアのスタート

アップ生態系について次のように評価しています。「マレーシアのスタートアップ生態系は、まだ

シンガポールやインドネシアほど規模は大きくありませんが、教育水準の高い人材、相対的に低い

運営コスト、そして戦略的な地理的位置のおかげで、着実に成長を続けています。B2B(企業間取引)

ソフトウェア、フィンテック、バイオサイエンス分野において、競争力のあるスタートアップが次々

と登場しています。」

マレーシアのデジタル経済転換における重要な要素の一つは、デジタル技術人材の育成です。マレー

シア政府は「デジタル人材開発青写真(Digital Talent Development Blueprint)」を通じて、2025

年までに20万人のデジタル専門家を育成することを目標としています。そのために、コーディング

スクール、デジタル技術訓練プログラム、オンライン学習プラットフォームなどへの投資を行って

おり、大学の教育課程も産業のニーズに合わせて改訂されています。

非営利教育イニシアチブ「フューチャーメイカーズ(FutureMakers)」を運営するリー・チャア

(Lee Chia)は、次のように述べています。「マレーシアのデジタル転換の成功において、最も重要

な要素は結局のところ人材です。私たちは小学校からプログラミングやデジタルリテラシーを教え

ることから始め、大学卒業生に対して実務に必要なデジタル技術を供給するまで、全過程にわたる

教育が必要です。また、既存の労働者がデジタル時代に適応できるよう、再教育プログラムも拡大

されるべきです。」

マレーシアのデジタル経済への転換には、課題も存在します。農村地域におけるデジタルインフラ

の格差、中小企業のデジタル導入の遅れ、高度なデジタル人材の不足、サイバーセキュリティ脅威

の増大などが主要な課題として挙げられています。また、グローバルなデジタル企業との競争、急

速に変化する技術環境への適応、デジタル格差の解消なども解決すべき課題です。

アジア開発銀行（ADB）のデジタル転換専門家フアン・マルティネス氏は次のように助言していま

す。「マレーシアが成功したデジタル経済を構築するためには、単に技術インフラへの投資を行う

だけでなく、包摂的なデジタル成長を追求する必要があります。これは、すべての国民がデジタル

の恩恵にアクセスできるようにし、デジタル格差を縮小し、社会的に疎外された層もデジタル経済

に参加できるようにする政策が必要であることを意味します。」
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結論として、マレーシアはデジタル経済への転換を通じて伝統的な経済構造を近代化し、新たな成

長の原動力を創出し、グローバルバリューチェーンにおいてより高い地位へと躍進しようとしてい

ます。政府による積極的な政策支援、デジタルインフラの整備、企業のデジタルイノベーション、

そして人材育成を通じて、マレーシアは東南アジアの主要なデジタルハブとして確立するという野

心的な目標を追求しています。これらの取り組みが成功すれば、マレーシアは第4次産業革命の時代

において競争力を備えた先進国へと発展することが可能となるでしょう。

← 前の章

全章を見る

次の章 →

弁護士 · 元国会議員 · AI政策研究者
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第20章 韓国とマレーシアの関係

第4部 主要都市と観光

← 前の章

全章を見る

次の章 →

経済協力における歴史と現状

韓国とマレーシアの外交関係は1960年2月23日に正式に樹立され、以降約65年間にわたり、両国

は政治、経済、文化など多岐にわたる分野で緊密な協力関係を発展させてきました。経済分野にお

ける協力は両国関係の中核となり、貿易、投資、開発協力など多様な領域で相互補完的なパートナー

シップを築いてきました。

韓国とマレーシアの経済協力における初期段階は、1970年代から1980年代にかけて始まりました。

当時、韓国の建設企業がマレーシアのインフラプロジェクトに参加したことで、両国間の経済交流

が本格化しました。1980年代にマハティル・モハマド首相が推進した「東方政策（Look East

Policy）」は、韓国とマレーシアの関係発展における重要な転換点となりました。

東方政策とは、マレーシアが韓国と日本の発展モデル、勤勉さ、愛国心、教育の重視、そして起業

家精神を学びたいという政策でした。この政策の一環として、多くのマレーシアの学生や公務員、

企業人が韓国に派遣され、教育や訓練を受け、一方、韓国企業はマレーシア市場への進出をより容

易に行えるようになりました。

韓国国際協力団（KOICA）の元マレーシア事務所所長である朴宗錫氏は次のように回顧しています。

「東方政策は単なる経済協力を超え、両国間の深い相互理解と尊重を築く基盤となりました。マレー

シアが韓国の発展経験を学びたいという熱望は、両国関係に特別な意味を与え、それは今日に至る

まで両国協力の精神的土台となっています。」

1990年代から2000年代前半にかけて、韓国とマレーシアとの経済協力は急速に発展しました。サ

ムスン、現代、LGなどの韓国大手企業がマレーシアに生産拠点を設立し、両国間の貿易量も大幅に

増加しました。電子機器、機械、石油化学製品などが主要な貿易品目であり、両国は相互補完的な

貿易構造を形成しました。

2006年には韓国・ASEAN自由貿易協定（AKFTA）が発効され、両国間の経済協力における制度的

基盤がさらに強化されました。この協定は両国間の関税障壁を低下させ貿易環境を改善することで、

経済協力をさらに促進しました。

マレーシア国際貿易産業省の元次官であるレベッカ・ファティマ・スタ・マリア氏は次のように述

べています。「韓国・ASEAN FTAは、マレーシアと韓国との経済協力を新たな段階へと引き上げま

した。この協定は単に関税を低下させるだけでなく、投資保護、サービス貿易、知的財産権保護な

ど、広範な経済協力の枠組みを提供しました。」
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現在、韓国とマレーシアの経済関係はさらに拡大し、多様化しています。韓国はマレーシアの第7位

の貿易相手国であり、マレーシアは韓国の第14位の貿易パートナーです。両国間の貿易規模は

2022年時点で約230億ドルに達しており、韓国は主に集積回路、電子部品、石油製品、鉄鋼製品な

どをマレーシアに輸出し、天然ガス、パーム油、電子部品、木材などを輸入しています。

韓国企業のマレーシアへの投資も活発に行われています。2023年時点で約500社以上の韓国企業が

マレーシアに進出しており、電子電気、鉄鋼、建設、石油化学、金融、小売、飲食など多岐にわた

る分野で事業を展開しています。サムスン電子、現代自動車、ポスコ、ロッテグループなどの大手

企業による大規模な投資が目を引きます。

最近では、再生可能エネルギー、スマートシティ、デジタル経済、ハラル産業など新たな分野にお

ける協力も拡大しています。マレーシアのハラル産業における専門性と韓国の技術力・マーケティ

ング能力を結集したハラル製品の共同開発や、第三国市場への進出協力が注目されています。

マレーシア・ハラル産業開発公社（HDC）のハイフル・ラジャックCEOは次のように述べています。

「韓国とマレーシアはハラル産業において完璧な協力パートナーです。マレーシアはハラル認証お

よび標準化の分野で世界的なリーダーシップを有しており、韓国は化粧品、食品加工、製薬などの

分野で優れた技術力を備えています。これらの強みを組み合わせれば、世界18億人のムスリム消費

者を対象とした巨大市場を攻略することが可能です。」

エネルギー分野においても両国間の協力が拡大しています。韓国ガス公社はマレーシアのLNGを長

期契約で輸入しており、韓国の再生可能エネルギー企業はマレーシアの太陽光発電およびバイオマ

ス発電事業に参加しています。また、韓国電力はマレーシアのスマートグリッド開発に技術を提供

しています。

インフラおよび建設分野でも協力が継続しています。現代建設、三星物産などの韓国建設企業は、

マレーシアの高速道路、発電所、石油化学プラントなど多様なプロジェクトに参加してきました。

最近では、マレーシアの大規模都市開発および交通インフラプロジェクトへの韓国企業の参画が増

加しています。

デジタル経済分野における協力も注目すべきです。韓国のIT企業はマレーシアのデジタルトランス

フォーメーションを支援しており、スマートシティ、モノのインターネット（IoT）、人工知能（AI）

などの先端技術分野での協力が強化されています。ネイバー、カカオなどの韓国IT大手企業はマレー

シア市場に積極的に進出しており、現地企業との協力も拡大しています。

マレーシア・デジタル経済公社（MDEC）のCEO、マハディル・モハマド・アジム氏は次のように述

べています。「韓国はデジタル革新と技術発展において世界的な先導者であり、マレーシアは韓国

の経験と専門性を学びたいと考えています。5G技術、デジタルコンテンツ、電子政府サービスなど

の分野における韓国との協力は、マレーシアのデジタル転換を加速させる上で大きな役割を果たす

でしょう。」

両国間の経済協力の未来は、いっそう明るく見えます。インド太平洋地域における地政学的重要性

が高まり、グローバルサプライチェーンの再編が進む中で、韓国とマレーシアはより緊密な経済的

パートナーシップを構築する可能性が高いです。また、第4次産業革命、気候変動への対応、持続可

能な発展など、未来志向の分野における協力の拡大も予想されます。
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経済協力がさらに発展するためには、いくつかの課題を克服する必要があります。依然として存在

する非関税障壁、規制の透明性に関する問題、知的財産権の保護、そして両国企業間の文化的差異

への理解不足などは、両国経済協力の深化を阻む要因となり得ます。

韓国とマレーシアは、相互補完的な経済構造と共通の発展目標を基盤に、今後もいっそう強化され

た経済協力を追求すると予想されます。両国の政府と企業は、定期的な対話チャネル、ビジネスフォ

ーラム、投資促進活動などを通じて、協力の機会を絶えず模索しています。

韓流の影響

韓国とマレーシアの間の文化交流は両国関係の重要な側面であり、2000年代以降、韓流（Korean

Wave）の拡大とともに大きく活性化されました。K-POP、韓国ドラマ、映画、料理、ビューティー

など韓国文化への関心がマレーシアで急増するにつれ、両国間の文化的な絆も強化されました。

マレーシアにおける韓流の始まりは、2000年代前半に韓国ドラマが放送されたことに遡ります。『

冬のソナタ』『大長今』『プーハウス』などのドラマがマレーシアのテレビチャンネルで放送され

るようになり、多くのマレーシア人が韓国文化に関心を持つようになりました。これらの初期のド

ラマは、美しい映像美、情緒的なストーリーテリング、そして健全な内容により、マレーシアの多

様な民族集団に広く愛されました。マレーシア国立大学のメディア研究教授であるノル・ハスレナ・

ハサン氏は次のように説明しています。「韓国ドラマがマレーシアで人気を博した主な理由の一つ

は、文化的な近接性です。韓国ドラマに描かれる家族の価値観、孝行、礼儀、ロマンチックな愛の

表現方法などは、マレーシアの文化的な情緒と多くの点で共鳴しました。また、韓国ドラマは西洋

のコンテンツとは異なり、アジア的な美意識と価値観を強調しつつも洗練された制作手法を示すこ

とで、視聴者に新たな文化的選択肢を提供しました。」

2010年代に入ると、マレーシアにおける韓流はドラマからK-POPへと拡大しました。少女時代、

BIGBANG、SUPER JUNIOR、WONDER GIRLSなどのグループに始まったK-POPブームは、その後、

BTS、BLACKPINK、TWICE、EXOなどのグループがグローバルなスターとして台頭するにつれて、

さらに強まりました。彼らの音楽、パフォーマンス、ファッション、そして全体的なアイドル文化

は、マレーシアの若者の間で大きな人気を博しました。

クアラルンプールで最大の K-POP ファンクラブの一つである「Malaysian K-Waves」の創設者、ア

イシャ・ダン氏は次のように述べています。「マレーシアの K-POP ファンたちは、単に音楽を楽し

むだけでなく、一つのコミュニティを形成しています。私たちは一緒に集まり、K-POP ダンスを学

び、韓国語を勉強し、K-POP 関連イベントを組織しています。マレーシアは多民族国家であるため、

中国系、マレー系、インド系など多様な背景を持つ若者たちが、K-POP という共通の関心を通じて

交流する姿は、非常に意義深い現象です。」

マレーシアにおける韓流の人気は、韓国歌手や俳優によるファンミーティングやコンサートへとつ

ながっています。コロナ19パンデミック以前は、毎年多数の K-POP アーティストがクアラルンプー

ルで公演を行い、これらの公演は常にチケットがすぐに完売するほど人気が高かったのです。

2018 年にクアラルンプールで開催された BTS のコンサートでは、コンサートチケットがわずか数

分で完売するという記録も残されました。
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韓流の人気は、マレーシアの観光産業にも好影響を与えています。多くのマレーシア人が韓国ドラ

マの撮影地を訪れたり、K-POP コンサートを見たりするために韓国へ旅行するようになりました。

韓国観光公社クアラルンプール支社によると、パンデミック以前はマレーシア人の韓国訪問者数は

毎年着実に増加しており、特に若い女性旅行者の割合が高かったとのことです。

マレーシアの旅行会社「アジア・トラベル・ネットワーク」の CEO、スーザン・リー氏は次のよう

に述べています。「私たちは『韓流テーマ旅行パッケージ』を開発し、さまざまな韓国ドラマの撮

影地や K-POP 関連施設を訪れる商品を提供しています。このパッケージは 20 代から 30 代の女性

顧客に非常に人気があります。また、最近では韓国料理ツアーや K-ビューティー体験ツアーなど、

テーマを多様化しており、これらの商品も良好な反応を得ています。」

韓流はマレーシアにおける韓国語学習ブームにもつながりました。クアラルンプール、ペナン、ジョ

ホールバルなどの主要都市には多くの韓国語スクールが開設され、マレーシア国立大学やマラヤ大

学などの主要大学でも韓国語コースが人気を集めています。セウトン学舎クアラルンプール支所で

は、毎年韓国語を学びたい学生が増加し、受講申込が早期に締め切られることが多々あります。

マラヤ大学韓国学科のノルアジザ・モハマド教授は次のように説明しています。「当初、学生たち

は主にK-POPの歌詞やドラマのセリフを理解するために韓国語を学び始めます。しかし学習が進む

につれて、韓国文学・歴史・社会へのより深い理解へと発展するケースが多くなります。最近では

就職機会の拡大を目的に韓国語を学ぶ学生も増えています。多くの韓国企業がマレーシアに進出し

ているため、韓国語能力は就職市場において競争力となります。」

韓国料理文化もマレーシアで大きな人気を博しています。クアラルンプール、ペナン、ジョホール

バルなどの主要都市には数多くの韓国料理店が繁盛しており、キムチ、ビビンバ、トッポギなどの

韓国料理は、マレーシアの若者の間でトレンドの食べ物として定着しました。また、韓国食品を販

売するスーパーマーケットやオンラインショッピングサイトも増加しており、これによりマレーシ

アの人々は自宅でも韓国料理を簡単に楽しむことができるようになりました。

クアラルンプールの有名韓国料理店「ソウルガーデン」のオーナー、リム・チュンキット氏は次の

ように述べています。「10年前までは韓国料理は主に韓国籍の顧客を対象としていましたが、現在

ではマレーシア現地人が全体の80%以上を占めています。若い顧客たちは韓国ドラマやバラエティ

番組で見た料理を実際に味わいたいと来店します。私たちは現地人の好みに合わせて一部料理を調

整しつつも、韓国料理の真髄を維持しようと努めています。また、ハラール認証を取得し、ムスリ

ム顧客も安心して楽しめるようにしています。」

K-ビューティ（韓国コスメや美容製品）もまた、マレーシアで大きな人気を博しています。韓国の

主要なコスメブランドはマレーシア市場に積極的に進出しており、その製品はショッピングモール

やオンライン小売業者を通じて容易に購入できます。BBクリーム、シートマスク、エッセンスなど

の韓国スキンケア製品は、その効果、革新的な成分、愛らしいパッケージングなどにより、マレー

シアの消費者にアピールしています。

マレーシアの人気ビューティブロガー、シティ・ヌル・シャフィカ（Siti Nur Shafika）氏は次のよ

うに説明しています。「韓国ビューティ製品が人気を博した大きな理由の一つは、アジア人の肌質

や肌色に合わせて開発されている点です。また、韓国女優やアイドルの透明感あふれる輝く肌を見
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て、その美容の秘訣を真似したいと願う消費者も少なくありません。マレーシアのムスリム消費者

向けのハラル認証を受けた韓国コスメブランドも増加しており、市場はさらに拡大していくと予想

されます。」

韓流はマレーシアのエンターテインメント業界にも影響を及ぼしています。多くのマレーシア放送

局が韓国ドラマやバラエティ番組のフォーマットを輸入したり、韓国の芸能プロダクションと提携

したりしています。また、マレーシアのアイドルグループは韓国のアイドル育成システムを採用し

ており、一部のグループは韓国でトレーニングを受けることもあります。

マレーシアのメディアグループ「アストロ（Astro）」のプロデューサー、ザイン・ムスタファ（

Zain Mustafa）氏は次のように述べています。「私たちは韓国の放送フォーマットやコンテンツ制

作技術から多くのインスピレーションを受けています。韓国ドラマやバラエティの高品質な制作シ

ステム、ストーリーテリングの手法、そしてグローバルなマーケティング戦略は、マレーシアのエ

ンターテインメント業界に多くの教訓を与えています。韓国コンテンツとの直接的な競争ではなく、

これらの成功要素をマレーシアのコンテンツに創造的に適用することが、私たちのアプローチです。

」

韓国とマレーシアの間の文化交流を促進するため、両国政府もさまざまな努力を続けています。マ

レーシア韓国文化院では、韓国語講座、文化体験プログラム、映画上映会、展覧会など、多様な文

化行事を定期的に開催しています。また、韓国国際交流財団（Korea Foundation）はマレーシアの

大学と協力し、韓国学プログラムを支援し、学術交流を促進しています。

マレーシア文化観光芸術省と韓国文化体育観光部は、文化協力会議を通じて両国間の文化交流をさ

らに拡大する方策について議論しています。2018年には、両国が「文化協力覚書（MOU）」を更

新し、映画、放送、舞台芸術、文化遺産保存など多様な分野における協力を強化することで合意し

ました。

最近では、ソーシャルメディアやOTTプラットフォームの発展により、韓流コンテンツがマレーシ

アでより容易にアクセス可能になりました。マレーシアの若者たちは、YouTube、Netflix、

Disney+、VIVIなどのプラットフォームを通じて、最新の韓国ドラマ、映画、音楽をリアルタイム

で楽しんでおり、Instagram、Twitter、TikTokなどのソーシャルメディアを通じて韓国芸能人と交

流しています。

マレーシアのデジタルメディア専門家、タン・ウィ・ケイ氏は次のように分析しています。「デジ

タルメディアは、韓流がマレーシアでより深く根付くことに決定的な役割を果たしました。以前は

テレビやDVDを通じて限定的にしかアクセスできなかった韓国コンテンツが、今ではスマートフォ

ン一つでいつでもどこでも楽しめるようになりました。また、ソーシャルメディアを通じて韓流ファ

ンは互いに繋がりをもち、情報を共有し、ファンコミュニティを形成できるようになりました。こ

うしたデジタルによるつながりは、韓流の拡散の速度と深さを大きく高めました。」

韓流はマレーシア社会に文化的な影響だけでなく、経済的な効果ももたらしています。韓国関連の

商品、サービス、コンテンツへの需要が増加し、韓流関連のビジネスが成長しており、韓国企業の

マレーシア市場への進出もより容易になっています。韓流は韓国製品に対する好感度と信頼度を高

めるソフトパワーとして機能しています。
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しかし、韓流がマレーシアで持続的に成長するためには、いくつかの課題を克服する必要がありま

す。文化的・宗教的な違いによる一部のコンテンツの受容性の問題、ムスリムが多数を占める国と

しての立場から一部の韓流コンテンツの内容に対する懸念、そして長期的には単なる文化消費を超

えた真の文化交流と相互理解の深化の必要性などが挙げられます。

マレーシア・イスラム大学（IIUM）のメディア倫理研究員であるハシム・アフマド教授は次のよう

に助言しています。「韓流コンテンツがマレーシアで持続的に歓迎されるためには、現地の文化的・

宗教的感性を理解し尊重することが重要です。同時に韓流は単なる文化商品の輸出を超え、両国間

の文化的対話と相互学習の機会として発展する必要があります。マレーシア文化に対する韓国の関

心と理解も同時に高まるならば、両国間の文化交流はより豊かでバランスの取れた方向へと発展で

きるでしょう。」

韓国とマレーシアの文化交流と韓流の影響は両国関係の重要な柱として確立され、経済、政治、社

会など他の分野の協力にも好影響を及ぼしています。韓流はマレーシアの人々に対して韓国文化へ

の関心と親近感を高め、両国国民間の相互理解を促進する文化的架け橋の役割を果たしています。

今後も両国の文化交流がさらに拡大・深化し、韓・マレーシア関係がより確固たるパートナーシッ

プへと発展することが期待されます。

将来の協力可能性と展望

韓国とマレーシアは過去60余年にわたり、多岐にわたる分野で協力関係を発展させてきました。両

国の相互補完的な強みと共通の関心に基づき、今後とも一層緊密な協力が期待されています。第4次

産業革命、気候変動対策、再生可能エネルギー、スマートシティ、保健医療、そして地域安全保障

協力など、新たな分野における協力の可能性が注目されています。

第4次産業革命とデジタル経済は、両国の未来における協力において最も有望な分野の一つです。韓

国は情報通信技術（ICT）、人工知能（AI）、モノのインターネット（IoT）、ビッグデータ、5G技

術などにおいて世界的な競争力を有しており、マレーシアはデジタル経済への移行を国家発展戦略

の核心と位置付けています。このような相互補完的な状況は、両国間の技術協力とデジタル革新分

野におけるパートナーシップを強化する機会を提供します。

マレーシアデジタル経済庁（MDEC）の最高技術責任者、ラマン・タリワ・バティア氏は次のように

述べています。「マレーシアのデジタル変革の過程において、韓国は理想的な協力パートナーです。

韓国は世界レベルのデジタルインフラと技術を有しており、効果的なデジタル行政サービス、革新

的なスタートアップ生態系、そしてデジタル教育システムの構築において豊富な経験を持っていま

す。マレーシアは、これらの韓国の経験と専門性を学び、自国のデジタル生態系の発展に応用した

いと考えています。5G技術、スマート製造、サイバーセキュリティ、そしてデジタルコンテンツ分

野における協力が有望です。」

両国はすでにデジタル経済分野における協力強化のための具体的な措置を講じています。2021年、

両国は「韓・マレーシアデジタルパートナーシップ」を設立し、デジタル政府、スマートシティ、

サイバーセキュリティ、データ経済などの分野での協力を促進しています。また、韓国の情報通信

産業振興院（NIPA）とマレーシアのデジタル経済庁（MDEC）はスタートアップ交流プログラムを

運営し、両国のスタートアップ間の協力と技術共有を支援しています。
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再生可能エネルギーと環境技術分野における協力も有望です。気候変動への対応と持続可能な成長

を追求する世界的な潮流に合わせ、両国は環境に優しいエネルギーの開発とエネルギー効率の向上

に取り組んでいます。韓国はグリーンニューディル政策と2050年のカーボンニュートラル目標を通

じて環境技術の開発を加速しており、マレーシアは2025年までに再生可能エネルギーの割合を

20%に拡大するという目標を掲げています。

韓国エネルギー公社の国際協力担当であるイ・ソンウォン理事は次のように説明しています。「マ

レーシアは太陽光、水力、バイオマスなど豊富な再生可能エネルギーの潜在能力を有しています。

韓国の先進的な再生可能エネルギー技術とマレーシアの自然資源を組み合わせれば、両国にとって

有益な協力モデルを構築できます。韓国企業はマレーシアの大規模太陽光発電プロジェクトに参加

したり、スマートグリッド技術を供給することで、マレーシアのエネルギー転換を支援することが

できます。」

すでに一部の韓国企業はマレーシアの再生可能エネルギープロジェクトに参加しています。ハンファ

ソリューションはマレーシアのサラワク州における水素燃料電池開発プロジェクトに投資しており、

現代自動車は水素モビリティ分野でマレーシア企業と協力しています。今後は炭素回収・貯留（

CCS）、電気自動車充電インフラ、エネルギー貯蔵システム（ESS）など、さまざまな環境エネルギー

技術分野において両国間の協力が拡大すると予想されます。

スマートシティ開発の分野も、両国が協力できる有望な領域です。韓国はソンドやセジョンなどで

スマートシティ開発の経験を積み重ねており、マレーシアはイスカンダル・マレーシアやサイバジャ

ヤなどでスマートシティプロジェクトを推進しています。両国の経験と専門性を組み合わせること

で、より効率的で持続可能な都市ソリューションを開発する機会があります。

マレーシア・イスカンダル地域開発庁（IRDA）の代表、イスマイル・イブラヒム氏は次のように述

べています。「私たちはイスカンダル・マレーシアを東南アジアをリードするスマートシティへと

発展させたいと考えています。そのために、韓国の先進的な技術と経験を学びたいと考えています。

インテリジェント交通システム、スマートグリッド、都市データプラットフォーム、そして市民参

加型アプリケーションなどの分野で、韓国企業や機関との協力を探っています。」

韓国の国土交通部とマレーシアの住宅地方自治省は2019年に「スマートシティ協力に関する覚書（

MOU）」を締結し、スマートシティ開発のための政策、技術、人材の交流を促進することで合意し

ました。これにより、韓国のスマートシティ技術企業はマレーシア市場への進出がより容易になり、

両国の都市計画担当者は互いの経験と教訓を共有できるようになりました。

保健医療分野における協力も、コロナ19パンデミック以降、いっそう重要性を増しています。韓国

は先進的な医療技術、効率的な医療システム、そしてデジタルヘルスケア分野で強みを有しており、

マレーシアは医療観光産業の発展と全体的な医療サービスの水準向上に取り組んでいます。

マレーシア医療観光協会（MHTC）のシェレン・アズリ代表は次のように述べています。「韓国の

医療技術とシステムは世界的に認められており、マレーシアはこれらの経験を学びたいと考えてい

ます。デジタルヘルスケア、遠隔医療、医療AIなどの分野で韓国との協力を通じて、マレーシアの

医療システムを革新し、医療へのアクセスを向上させることができるものと期待しています。また、

マレーシアのハラル医薬品開発と韓国の製薬技術を組み合わせることで、ムスリム市場を対象とし
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た新たな医療製品を開発する機会も生まれるでしょう。」

両国政府は2022年に「保健医療協力に関する覚書（MOU）」を締結し、医療人材の交流、医療研

究協力、製薬および医療機器開発協力などを促進することで合意しました。これにより、韓国の主

要病院とマレーシアの医療機関間の協力が拡大し、両国の医療専門家が知識と経験を共有できるプ

ラットフォームが整備されました。また、コロナウイルス感染症のようなパンデミックへの対応、

感染症監視システム、ワクチン開発などの分野でも協力が強化されることが期待されています。

ソウル大学病院国際協力センター所長の金正勲教授は次のように述べています。「韓国とマレーシ

アはそれぞれ独自の強みを持っており、相互補完的な医療協力が可能です。韓国は先端医療技術と

効率的な健康保険システムを、マレーシアは医療観光インフラと多様な熱帯性疾患の研究経験を持っ

ています。両国がこれらの強みを組み合わせれば、アジアの医療発展に大きく貢献できるでしょう。

マレーシアの熱帯性疾患研究データと韓国のAI分析技術を組み合わせることで、新たな治療法の開

発に突破口を開くことができるはずです。」

ハラル産業分野における協力も、両国の経済に大きな相乗効果をもたらす可能性があります。マレー

シアは世界的なハラル認証の権威を有し、ハラル食品、化粧品、医薬品などに関する専門性を備え

ています。韓国は先進的な食品加工技術、化粧品研究開発能力、そしてマーケティングのノウハウ

を有しており、両国が協力すればグローバルなハラル市場を共に開拓する機会が生まれます。

マレーシア・ハラル産業開発公社（HDC）のハラル専門家、ザイヌディン・アブドゥル・ワハブ氏

は次のように説明しています。「マレーシアのハラル認証システムと韓国の製品革新能力を組み合

わせれば、グローバルなムスリム消費者市場向けに競争力のある製品を開発できます。ハラル化粧

品、健康補助食品、医薬品の分野で協力の可能性が高いです。マレーシアはハラル規制とムスリム

消費者のニーズへの理解を、韓国は革新的な製品開発と品質管理のノウハウを提供できます。こう

した協力は、両国の企業が中東、インドネシア、バングラデシュなど大規模なムスリム市場にアク

セスする手助けとなるでしょう。」

2020年、韓国貿易協会とマレーシア・ハラル産業開発公社は「ハラル産業協力に関する覚書（

MOU）」を締結し、ハラル認証の支援、ハラル市場進出戦略の共有、共同研究開発などを推進する

ことで合意しました。これにより、韓国企業はマレーシアのハラル認証をより容易に取得できるよ

うになり、ハラル食品見本市やビジネスマッチングイベントなどを通じて、マレーシアおよびより

広範なイスラム市場への進出の機会を得ることになりました。

教育分野における協力も、将来の両国関係の発展に向けた重要な領域です。韓国の大学や研究機関

は、科学技術、工学、ICT分野で高い競争力を有しており、マレーシアは国際的な教育ハブを目指し

て高等教育システムを発展させています。

マレーシア高等教育部のノライニ・ユソフ次官は次のように述べています。「私たちは韓国大学と

の学術交流、共同研究、学生・教員交換プログラムを拡大したいと考えています。人工知能、ロボ

ティクス、バイオテクノロジー、再生可能エネルギーなど、未来志向の分野における教育協力が重

要です。また、職業訓練や技術教育の分野でも韓国の先進システムを学びたいと考えています。こ

うした教育協力により、両国の持続可能な経済発展と人的資源の開発に貢献できるでしょう。」
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現在、マレーシアには韓国の多くの大学が分校または協力プログラムを運営しており、多くのマレー

シア学生が韓国の大学や語学学校で学んでいます。こうした教育交流は、両国の若者間の相互理解

を深め、長期的には両国関係発展の基盤となる人的ネットワークの構築に貢献しています。

国防および安全保障分野における協力も強化されています。両国は地域の安全保障問題、海洋安全

保障、サイバーセキュリティ、国防産業などにおいて共通の関心を有しており、これを基に協力を

拡大しています。

韓国国防研究院（KIDA）の東南アジア安全保障専門家であるチョ・ウィチョル博士は次のように説

明しています。「韓国とマレーシアは、地域の安全保障環境の変化に対応するため、より緊密な安

全保障協力を追求しています。韓国の防衛産業技術とマレーシアの地域ネットワークを組み合わせ

ることで、両国双方に利益をもたらす協力モデルを構築できます。また、海洋安全保障、対テロリ

ズム、サイバーセキュリティなどの非伝統的安全保障脅威への対応に向けた共同訓練や情報共有も、

重要な協力領域です。」

2017年に締結された「韓・マレーシア国防協力覚書（MOU）」は、両国間の国防協力の制度的基

盤を整備し、その後、軍事交流、防衛産業協力、合同訓練などが活発に行われています。韓国の防

衛産業企業は、マレーシアの軍近代化事業への参画機会を模索しており、両国政府は国防研究開発

と技術移転の分野でも協力を拡大しています。

地域および国際舞台における協力も、両国関係の重要な側面です。韓国とマレーシアは、国連、

G20、APEC、ASEAN+3など、さまざまな国際機関やフォーラムにおいて、共通の関心と価値に基

づき協力しています。韓国の新南方政策は、マレーシアを含むASEAN諸国との協力を強化すること

を目的としており、今後両国間の多角的協力の機会がさらに拡大すると予想されます。

マレーシア国際戦略研究所（ISIS Malaysia）の国際関係専門家、シャリファ・ムニラ氏は次のよう

に分析しています。「韓国の新南方政策とマレーシアの『東向政策2.0』は相互補完的です。両国と

も、域内の経済統合、持続可能な発展、そして平和で安定した地域秩序の構築を追求しています。

このような共通のビジョンに基づいた韓・マレーシア協力は、二国間関係を越えて、ASEANと韓国

の関係発展の触媒となり得るでしょう。メコン地域開発、海洋プラスチック汚染への対応、地域連

携の強化などの分野において、両国が主導的な役割を果たすことができるはずです。」

文化交流および人的交流の拡大も、将来の両国関係発展の重要な基盤となるでしょう。前述した韓

流の影響力を背景に、今後は一方的な文化の伝播から、双方向的な文化交流へと発展させる必要が

あります。マレーシアの多様な文化、食、芸術、観光資源を韓国に紹介し、両国国民が互いの文化

をより深く理解できる機会を拡大すべきです。

韓・マレーシア文化交流協会の共同代表、キム・ヨンヒ氏は次のように提案しています。「これま

での文化交流は主に韓流コンテンツのマレーシアへの普及に焦点が当てられていましたが、今後は

マレーシアの豊かな文化的資産を韓国に紹介する、バランスの取れた交流が必要です。マレーシア

の伝統音楽、舞踊、料理、工芸品などを韓国に紹介する文化祭、両国芸術家による共同創作プロジェ

クト、そして両国若者間の交流プログラムなどを通じて、より深遠な文化的理解と絆を形成できる

でしょう。」



103

最近、マレーシアの多様な文化を紹介する行事が韓国で開催されており、マレーシア料理、ハラル

製品、イスラム文化などに対する韓国人の関心も徐々に高まっています。こうした傾向は、両国間

の文化的理解と絆をさらに強化すると期待されています。

しかし、両国の協力がさらに発展するためには、いくつかの課題を克服する必要があります。まず、

言語の壁や文化的差異は、依然として両国の企業や個人間の協力の障壁となり得ます。また、政治

的・経済的環境の変化に伴う政策の不確実性や、他の競合国との競争も考慮すべき要素です。

国際政治学者のラマン・ダルマラトナム氏は次のように助言しています。「韓国とマレーシアの協

力をより成功させるためには、短期的な利益を超え、長期的なビジョンと相互尊重に基づいたパー

トナーシップを構築する必要があります。両国は互いの文化、価値観、そして政治的現実を尊重し

ながら、共通の利益と目標を追求するバランスの取れたアプローチが求められます。また、政府間

協力を超え、企業、学界、市民社会など多様な関係者が参加する多層的な協力構造を発展させるべ

きです。」

マレーシア戦略国際研究センター（CSIS）のアジア専門家、タン・スリ・ラストジ氏は、今後の韓

国とマレーシアの関係について次のように展望しています。「韓国とマレーシアは過去60余年にわ

たり、多くの挑戦と変化の中でも持続的な協力関係を維持してきました。今や両国は、第4次産業革

命、気候変動、地政学的変動といった新たな課題に共に取り組む中で、より包括的で未来志向のパー

トナーシップを構築すべき時を迎えています。両国がそれぞれの強みを組み合わせ、相互理解と尊

重に基づいた協力を継続して発展させるならば、韓国とマレーシアの関係は将来、より緊密で相互

に有益なパートナーシップへと発展するでしょう。」

結論として、韓国とマレーシアの将来の協力は、従来の経済協力を超え、デジタル経済、再生可能

エネルギー、スマートシティ、保健医療、ハラル産業、教育、安全保障など多岐にわたる分野へと

拡大されています。両国は互いに補完し合う強みを基盤に、共通の課題に対応し、共通の発展目標

を追求しながら、より包括的で深遠な協力関係を築いていくものと期待されています。こうした協

力は、両国のみならず、アジア地域の平和、繁栄、そして持続可能な発展にも貢献するでしょう。

← 前の章

全章を見る
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エピローグ: 違いがあっても、共に生きる人々

← 前の章

全章を見る

マレーシア旅行の最終日、私はクアラルンプールのカフェに座っていました。窓の外には、ヒジャ

ブをまとったマレー系女性、チャイナタウンから来たような中国系の高齢者、インド系家族が一緒

に街を歩いている様子が見えました。それぞれ異なる言語で話し、異なる服装をし、異なる食事を

しながらも、同じ街を歩いているのです。

ふと、こんな考えが浮かびました。「これは可能なのでしょうか？」

私たちは今、あまりにも分断されています。政治的立場、世代、地域、宗教によって。少し違うだ

けで、互いを理解できず、共に生きられないと考えるようになってしまいました。インターネット

上では、毎日誰かが誰かと争っています。

しかし、マレーシアは700年もの間、こうして生きてきました。

小さな国が世界に投げかける問い

マレーシアは、アセアン（東南アジア諸国連合）10カ国の一つです。大きな国ではありません。経

済規模も4位です。しかし、この小さな国が地域で果たす役割を見ると、驚くべきものです。

マラッカ海峡をご存じでしょうか。世界貿易の4分の1が通るその海を、マレーシアが守っています。

シンガポールやインドネシアと共に海賊やテロを防ぎ、船が安全に通行できるよう、毎日パトロー

ルを続けています。

小さな国ですが、大きな役割を果たしています。大国の間で中立的立場を守ろうと努めています。

アメリカとも会い、中国とも会います。日本、欧州、ロシアとも対話します。いずれか一方の側に

だけ付くことはありません。

これが簡単なことでしょうか。

現代の世界は、陣営に分かれるよう求めます。「あなたはどちらの側ですか」と問います。しかし

マレーシアは言います。「私たちは私たちの側です。しかし、すべての国と友人になりたいのです」

私はこの態度が本当に素晴らしいと思いました。強くなくても、大きくなくても、自らの道を進め

ることができるということ。これがマレーシアが私たちに教えてくれる最初の教訓です。

9人の王が順番に国を治めるということ

マレーシアには9人のスルタンがいます。5年ごとに交代で一人が国王となります。初めて聞いたと

きは不思議に思いました。「これがどうやって可能なのでしょうか？」

しかしよく考えてみると、これも「共に生きる方法」でした。
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一つの家系が継続して権力を握れば、他の人々が不満を抱きます。そこで交代制とすることになり

ました。私が王になる時もあり、あなたが王になる時もあります。待てば順番が回ってきます。

私たちの社会にも適用できるのではないでしょうか？

権力を分け合い、機会を順番に与え、一人や特定のグループが独占し続けることがないこと。一見

簡単そうに見えますが、実践するのは難しいものです。マレーシアでは、これを70年以上にわたっ

て続けています。

異なる人々が一つの国で共に暮らすということ

マレーシアで最も驚いたのは、人々そのものでした。

朝にはモスクから祈りの声が聞こえ、昼には中国料理店の香りが漂い、夕方にはインド寺院の鐘の

音が響きます。クリスマスにはショッピングセンターにクリスマスツリーが立ち、ラマダンには街

中に特別な屋台市場が開かれます。

最初は混乱しました。「こんなに違うのに、どうして一つの国なのか？」

しかし、数日が過ぎると分かりました。違うことが問題なのではありません。問題は、違うことを

認めようとしないときに生じるのです。

マレーシアの人々は、互いの祭りを共に祝います。ムスリムの友人が中国の旧正月のパーティーに

参加し、華人の友人がハリラヤ（イスラムの祭日）に招待されます。完璧ではありません。対立も

あります。不満もあります。しかし、諦めません。

私は韓国で多くの対立を見てきました。最近では人工知能技術のために、新たな不安が生じていま

す。「AIが私の仕事を奪ったらどうしよう」「私たちの子供たちは、どのような世界で生きること

になるのか？」

マレーシアを見ることで気づきました。変化と違いは避けられません。重要なのは、その中でどの

ように共に生きる道を見つけるかです。

完璧ではないが、諦めない国

マレーシアは完璧な国ではありません。

民族間の経済格差があります。ある政策は公平ではないと批判されることもあります。宗教を巡っ

て法廷で争うこともあります。政治家同士も対立します。

しかし、この国の人々は諦めませんでした。

1969年に大きな民族対立がありました。多くの人々が傷つきました。その時、マレーシアは岐路に

立たされました。「今こそ別々の道を選ぶのか、それとも引き続き共に解決策を探るのか？」

彼らは後者を選びました。それは容易なことではありませんでした。50年以上にわたり、調整し、

妥協し、対話し続けてきました。今もなお、その取り組みは続いています。
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これがマレーシアが私たちに示す最も大きな教訓なのかもしれません。完璧な答えなど存在しない

こと。しかし、努力を続けることで道は開けるということです。

私たちに必要なもの

私はこの本を書くにあたり、多くを考えました。

韓国も徐々に多様化しています。外国から来た隣人が増え、世代間の考え方の違いも広がっていま

す。人工知能のような新しい技術が、私たちの生活を急速に変えつつあります。

このような時、私たちに必要なのはどのようなものでしょうか？

マレーシアがその答えを示してくれます。完璧な答えではありませんが、試してみる価値のある答

えです。

第一に、異なるものを認めることです。自らのやり方だけが正しいと主張しないことです。

第二に、共に生きる方法を絶えず探ることです。一度の答えで終わるものではありません。対話を

続け、調整し、妥協する必要があります。

第三に、小さくても自らの声を上げられるという自信です。大国の間でも中立的立場を守り、自ら

の道を進むマレーシアのように。

最後の物語

本書を締めくくる今、再びあのカフェが思い出されます。

異なる言語を話し、異なる衣装をまとい、異なる信仰を抱く人々が、同じ街路を歩いていたその光

景です。

完璧ではありませんでした。不自然な部分もありました。しかし、彼らは共に歩み続けていました。

700年前からそうであり、これからもそうでしょう。

私たちにも、できないでしょうか？

未来が不安で、変化が激しく、異なる考えが衝突するこの時代に、マレーシアの物語が小さな慰め

と勇気をもたらすことを願っています。

異なっても共に生きられる」ということ。

完璧でなくても、努力を続ければよい」ということ。

小さくても、自らの道を進めることができる」ということ。

これがマレーシアが私たちに残すメッセージです。

本書と共に過ごした時間が、皆様にとって安らかな休息となりましたことを願っております。そし

て、本書を閉じられる際には、明日への不安が少し軽くなりますことを願っております。
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マラッカ海峡の風のように、私たちもまた流れ続けるでしょう。時には荒れ、時には静かですが、

決して止まることなく流れ続けるのです。

共に歩んでみませんか？

短く二度のマレーの記憶を整理しつつ、本書を執筆いたしました。2025年 金京珍

← 前の章
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